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　　　　プロローグ




　持っているドレスの中で、一番なりたい自分になれるものを選ぶ。

　青く感じるほどの純白な絹シルクに施ほどこされた青せい銀ぎん糸しの刺し繡しゆうは、透すき通るような白い肌を引き立て、星ほし屑くずのようにちりばめられたダイヤモンドは美しい輝きを持ち主ぬしに添そえた。そして、このドレスのためにだけ合わせた靴くつと、イヤリングと、ネックレス。

　まさに女の完全武ぶ装そうを決め込み、ソルヴェール国現国王第三子、第一王女レティーツィアは真昼の王宮内を高いヒールをものともせずに大おお股またで歩いていた。彼女の足が一歩進むごとに、滑なめらかで艶つややかな金色の髪が光を弾はじく。

　誰もが認めるレティの美しさは、今日はより一層凄すご味みを増している。冬の空を連想させる青せい灰かい色しよくの瞳ひとみは一点を厳しく見み据すえていた。

「どっどうなされました姫様!?」

　どこかの晩ばん餐さん会かいに行くのかというほど立派な服装に、驚いた家臣は声をかける。レティはそれを無視し、先月から三人に増えた護衛を引き連れ目的に向かい一直線に突き進んだ。痛いほど突き刺ささる周りの視線は全く気にしない。

「――デューク・バルヒェットはどこに？」

　王おう立りつ騎き士し団だんの営えい所しよまで突き進み、適当な騎士を捉つかまえてレティは目的の居い所どころを尋たずねた。にっこりと微ほほ笑えめば面おも白しろいように相手の頰ほおが染まる。

「え!?　えっデュ、デューク先輩ならあちらに……」

「そう、ありがとう」

　レティは礼を言い捨てるように述のべ、再び歩を進める。優ゆう雅がな足取りなのに、スピードがやたらと速く、靴音がしない。

（見つけた……）

　黒髪に青い瞳を持つ背の高い男を視界に入れたレティは息を吐はいた。そして大きく吸う。

「――デューク・バルヒェット！」

　綺き麗れいで澄すんだ声は雲も風もない高い空へと響く。騎士団ではあまり聞かない女の声に、近くにいた者はレティを振り返り、ぎょっとした。ここは王宮内ではあるが、騎士団の営所。むさ苦しい男達ばかりの場所に王女であるレティがいれば、どんな大だい事じが起こったのかと身構えてしまうのは当然だ。

「……これは、王女殿でん下か……」

　目的の人物、王立騎士団の一員であるデュークもその姿に驚く。レティはデュークの目の前まで歩を進め、顎あごをくいっと持ち上げた。

（……王立騎士団第六騎士でバルヒェット男だん爵しやく家の長男。騎士学校で同期だった第一王子フリートヘルム殿下の親友、けれど血筋としては第二王子グイード殿下側――これしかもう選せん択たく肢しがないのよわたくしは）

　美しい王女の眼光は鋭するどい。デュークはいい眼めだと感かん嘆たんするのを通り越して怯ひるみそうになるが、こちらもむさ苦しい野郎どもから絶大な信頼を寄せられ、漢おとこの中の漢といわれる騎士だ。同等の眼光で睨にらみ返す。

「貴方あなたをわたくしの騎士に任命します。『ナイツオブラウンド』の第一席をありがたく承うけたまわってさっさと頭を下げなさい」
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　睨み合いの末、レティの口から告げられた言葉を、デュークは一瞬で理解できなかった。

「………えーっと、今、俺の耳には騎士に任命するとかしないとか聞こえましたが」

　それは思ってもみない誘いであったからというだけでなく、デュークの中にあった『第一王女レティーツィア』の想像図イメージとは懸かけ離はなれていたせいもある。かつて色々聞いて頭に思い浮かべていたのは『兄王子二人の争いに心を痛める優しく可か憐れんな王女様』だったのだが。

「ええ、わたくしの騎士になって殉じゆん職しよくした暁あかつきにはそのデュークを本物の大デユ公ークにしてあげてもよろしくてよ」

　大デユ公ークの意味を持つ名前は、デュークのコンプレックスだ。幼い頃から男爵家なのにデュークかよと散々からかわれてきた名前である。この野郎、あ、いやこの女、と心の中で罵ば倒とうしつつ、デュークは別の形に口を開いた。

「お断りします」

「あらそう？　理由ぐらいは聞いてあげてもいいわね」

　意外にもあっさりと引いてくれたが、随ずい分ぶんと偉そうな態度にデュークの苛いら立だちは増す。いや、実際レティはものすごく偉いのだが。

「俺にも主しゆ君くんを選ぶ権利があるということです」

「つまりわたくしに貴方の主君たる器うつわがないと言いたいの？」

「その通りです。おこぼれ姫の愛人と言われるのは心底願い下げですので」

〝おこぼれ姫〟と言われた瞬間、レティの瞳の奥が燃え上がる。

　レティーツィア＝エル＝クロイツェル。現王の第三子にて第一王女。元々王族の血が流れている公こう爵しやく家の母を持ち、王子王女の中でも王位に手が届く位置にいた。しかし七歳のときに母を亡くしたレティーツィアは、同どう腹ふくの弟レオンハルトを連れ、母との思い出が色濃く残るカトライア宮から今の離宮に移り住むことを選び、王位争いから一歩引く。

　優秀すぎる異い母ぼ兄王子二人の台たい頭とうもあり、ただ静かに暮らす第一王女はますます王位から遠ざかったように見えたが、その優秀すぎる兄二人は次代の王の座を争い、どちらが王になったとしても内乱は必ひつ須すと囁ささやかれるまでに至いたる。

　現王である父親は息子二人の諍いさかいに心を痛め、内乱を回かい避ひすべく奇き策さくを講じた。次の王位は第一王子フリートヘルムでもなく、第二王子グイードでもなく、第一王女レティーツィアに継つがせると、レティの十七歳の誕生日に宣言する。おかげでレティーツィアは兄王子たちの手からこぼれ落ちてきた王位を手にした姫――〝おこぼれ姫〟という不ふ名めい誉よな異名を頂いてしまったのである。

「理由はよくわかったわ。今日は宣せん戦せん布ふ告こくをしにきただけですし、これで勘かん弁べんしてさしあげましょう」

「――『今日』は？」

「ええ、諦あきらめる気なんて全くないもの。今のうちに心の準備を済ませておきなさい」

　えらく男前に踵きびすを返し、レティは振り返ることもせずに優雅かつ大股かつ足音皆かい無むで去っていった。

　その背を見つつなんだあの態度は、とデュークは内心吐き捨てる。いくら未来の女王陛下のナイツオブラウンド第一席だからといって、誘われたらほいほい頷うなずくように自分が見えたのかと思うと、腹立たしい。

「あのっデューク先輩さっきの……!?」

「あ？　アレは未来の女王様だな。この俺に頭下げろとかとんでもないこと要求してきやがった。何様なんだアレは」

「えーっと未来の女王様です……うわあ……すごく綺き麗れいな人でしたね、俺あんな綺麗な人初めて見ました」

　頰を赤く染めてうわあうわあと興奮した声で喜ぶ後輩アストリッドは大物かもしれない。デュークはおいおいとため息をついた。

「お前聞いてただろ、今の会話。見た目は綺麗なお姫様でも、中身はとんでもない高たか飛び車しや女だぞ。可愛かわい気げの欠片かけらもない」

「先輩に頭下げろと平気で言えるってすごくないですか？」

「お前と話していると時々自分が馬ば鹿かに思えるのはなんでだろうな……」

　猛もう烈れつな脱だつ力りよく感かんに襲おそわれたデュークに、仲間の騎士たちがわらわらと集まる。さっきのはなんだったのかという質問攻めにされるのは間違いなかった。




　一方、振られた側がわのレティは自室に戻って枕まくらに八つ当たりする。

「なにあの男！　流石さすがフリートヘルム馬鹿兄と親友やってるだけはあるわね！　いつか不ふ敬けい罪ざいで泣かしてやる！」

　勢いよくふかふかのベッドに投げつけた枕は柔らかく沈み、音はほとんど立たなかった。本当は大暴れしたいのだが、勧かん誘ゆうに失敗して苛いら々いらしているところを誰であろうと知られるのは王女としての……いや次期女王としてのプライドが許さない。ギリギリと奥歯を嚙かみ締しめてこの衝しよう動どうに耐たえる。

「おこぼれ姫？　上等よ。いつかこれを国一番の褒ほめ言葉にしてやるわ」

　レティはもう一度枕を持ち上げ、力いっぱいベッドへと叩たたきつけた。




　　　　第一章　十ナ二イ人ツのオ円ブ卓ラのウ騎ン士ド








◆◆◆






　ここは『王達の会かい議ぎの間ま』。敷き詰められた絨じゆう毯たんに描かれているのは、金糸の稲いな穂ほが取り囲む神々の物語。天てん井じようには木造りの大きなシャンデリア、絨毯の上には古艶パテイナの美しい重じゆう厚こうな樫かしのテーブル。同じ材木で作られた椅い子すには随ずい所しよに装飾が刻まれ、背せ板いたの透すかし彫ぼりは同じものは二度と作れぬ芸術品だ。

　王達の会議の間こ　こに『今日』は三人いた。その中の一人、まるで王冠のように輝く金髪を持つ男が、価値がつけられぬほどの芸術品である机に行ぎよう儀ぎ悪く脚あしを乗せ、レティの姿を見てにやりと笑う。

「いよう、レティーツィア女王。今日はいつにも増して不ふ機き嫌げんそうだ。今は『いつ』だ？」

「うるさいわねアレクサンデル王！　女王指名された後！　馬ば鹿かな男に振られたばかり！」

　アレクサンデル王と呼ばれた男は愉ゆ快かいだと高笑いし、レティの神経を逆さか撫なでした。少し離れた席に座っていた銀ぎん髪ぱつの男は、本にしおりをはさんで閉じる。

「まあ、そう焦あせることはない。私には五十五回頭を下げ、やっと騎士になってもらった者もいた」

「それは後こう世せいでうんざりするほど聞かされる話よ。内ない政せい王おうカールハインツの美び談だんとしてね。『五十五回の礼』とか諺ことわざになっているわ――で、本当に五十五回なの？」

「随ずい分ぶんと正確に伝わったようだ。やはり日記はつけておいて正解だったな」

「わたくし、死んだら日記は燃やせと言い残すわ。愚ぐ痴ちしか書いてないもの。後世に愚痴王なんて言い伝えられたら、死んだとしても情なさけなくてもう一度死ねそうね」

　ふんと鼻息荒あらくレティは吐はき捨てた。近くにいた隻せき腕わんの男が力なく笑う。

「レティーツィア女王なら大丈夫ですよ。それより僕はきっと、売ばい国こく王おうとか崩ほう壊かい王おうとか付けられているんでしょうね……いや……もう付ける国民もいないかもしれない……」

「オスヴァルト王――貴方あなた、相変わらず暗いわね。今はそっちでいつなの？」

「戦争五年目です。駄目だとわかっていても、僕はここへ逃げ込んでしまう……」

　隻腕王オスヴァルトのため息はひどく重い。ここの空気も一気に重くなったような気がして、レティはわたくしはもう帰るわと宣言した。

「おいレティーツィア女王、そこの馬鹿真ま面じ目めカールハインツ王の真ま似ねなんかしても仕方ねぇぞ。頭下げれば来る奴やつは、ただ誠意がほしいだけだ」
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「……ならどうしろっていうのよ」

「まァ俺はぼこぼこに殴なぐって頭を足で踏ふんで、無理矢理『騎士の誓ちかい』に諾だくと言わせたけどな。お前は女なんだから、劇的な演出で運命って思わせるのが手っ取り早い」

「はぁ？　運命？」

「男ってのは演出に弱いんだよ。いいからおじーさまの言うことを聞いておけ」

「『曾そう』を何個省略すると貴方に辿たどり着くのかしらね。というか貴方の後で王朝が代わっているから直系ではないはずよ」

　ただの一度も戦争に負けたことがなく、十ナ二イ人ツのオ円ブ卓ラのウ騎ン士ドを従えた獅し子し王おうアレクサンデルの言うことならば、あながち無視もできない。一考の価値はあるかもしれないわねと頷うなずいて、レティは次なる作戦を考え始めた。





◆◆◆






　小鳥のさえずりと、爽さわやかに射し込む朝日。清すが々すがしい空気があふれ出す時間帯にレティは目を覚ました。あの木き造づくりのシャンデリアが天井を飾っていないことに違和感を覚え、ああそうか、現実に戻ってきたんだと眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……最近よく王達の会議の間に行くのは、どこかで逃げたい気持ちがあるのかもしれないわね」

　獅し子し王おうアレクサンデルは唯ゆい一いつ無む二にの親友兼腹ふく心しんである宰さい相しように革命を起こされる前。

　内ない政せい王おうカールハインツは最愛の妻に裏切られた直後。

　隻せき腕わん王おうオスヴァルトは泥どろ沼ぬま化かした戦争中。

　王達の会議の間で会うどの王にも共通することが一つ。思い悩んだ時期の姿であるということ。そのため他の王からしてみると、レティは次期女王に指名された頃をよく見かけると思われているだろう。

「さあレティーツィア次期女王陛へい下か、今日は二回目の礼をしにいくわよ」

　先月の誕生日、次の王位はレティーツィアに継がせると現王が宣言して以来、妙みように気合が入っているメイドが忙しそうに働く中、優ゆう雅がに朝のお茶を飲む。

「わたくしはこの後は仕事をします。いいと言うまで誰も入らないように。それとフリートヘルム殿でん下かとグイード殿下の持ってきた肖しよう像ぞう画がと資料を全て部屋に運んでちょうだい」

　政治には口出しさせず、横に立たせるだけの飾り物にする気しかないが、夫選びも今のレティには大事な仕事だ。メイド達はレティの言葉に素直に従う。部屋の三分の一を埋うめ尽つくすかという量の肖像画にうんざりしながら、レティはドアに鍵かぎをかけた。

「さてと……」

　綺き麗れいなドレスを脱ぎ、高いヒールの靴も足から放り出して、そこそこ使い込んだが清せい潔けつ感のある丈じよう夫ぶなワンピースとブーツに替えた。アクセサリーは取り、髪飾りをただのベロアのリボンに替える。鏡を見ればそこには『お嬢様のお忍しのび姿』が完成していた。

　躊躇ためらいもなくレティは窓から身を乗り出し、木へと飛び移る。このコースは小さい頃からの脱出コースで、レティを王女のお手本だと信じている者は皆、レティがこっそり部屋を抜け出していたなんて想像すらしないだろう。

「よし、完かん璧ぺき」

　誰にも気づかれず王宮を抜け出したところで、自じ画が自じ賛さん。ぱんぱんとスカートの裾すそについた埃ほこりを払い、身み支じ度たくを整ととのえた。

「そろそろいい頃合いね。この通りに王おう立りつ騎き士し団だんが見回りに来るはずなのだけれど……」

　レティは使用人に命じ、昨日自分を衆しゆう人じん環かん視しの中で振ってくれたデューク・バルヒェットの予定や出歩き先をくまなく調べ上げていた。今日はその情報を活用し、待ち伏せだ。

「こんにちは、おばさん。今日はいい天気ね」

「おや、ツィアお嬢ちゃんじゃないか。久しぶりだね。これからデートかい？」

　レティは馴な染じみの相手に堂々と話しかける。昔から『貧びん乏ぼう男だん爵しやく家けのお嬢様』という設定で、レティは城下を出歩いていた。兄のフリートヘルムとグイードとは違い、第一王女レティーツィアの名前は知られていても、顔はただ『亡き第一王妃に似て美しい』としか知られていないからできることである。

「わたしの騎士になってほしい人がいるんだけど振られたのよ。だから今日は待ち伏せしてうんと言わせようと思って」

「お嬢ちゃんを振る男なんているんだねぇ」

「出世欲が強いのよ、きっと。どこかの綺麗で身分の高いお姫様の騎士になりたいんだわ」

　力を持つ貴族であれば、複数の騎士を持つことはそう珍しくない。だが下級貴族の若い女性にとって騎士を持つということは、イコール恋人と言っていい。デュークがレティの誘いを断った理由『おこぼれ姫の愛人と言われるのは心底願い下げ』はこの辺りの事情からきていた。

　世間話をしながら大通りを眺ながめていると、人混みの中でもひときわ目を引く長身で愛あい想そのない顔の男が現れた。来た、と一歩前に出る。

「デューク！　待っていたわよ」

　レティは手を挙あげ、ここにいることをアピールする。デュークはレティを見て誰だ？　と一瞬考えた後に、ぎょっと眼を見開いた。きょろきょろと首を回してレティの護衛を捜す。すぐに周囲を警けい戒かいする姿に、騎士としての能力はまあまあとレティは評価を上げた。

「おばさん！　この人なの、デュークっていうのよ」

　慌あわてて人混みを搔かき分けてやってきたデュークが何しているんですか！　と叫ぶ前に、レティはその腕に自分の腕を絡からめた。驚いたデュークが反射で腕を引こうとするのを、笑顔のまま力を込めて引き戻す。

「おやおや、大デユ公ークとは大たい層そう立派な名前だね。どれ？　まーいい男じゃないか。デュークさん、なんでこんな綺麗な子を振るんだい？」

「えっ……いや、その」

「もしかして身分違いかい？　デュークさんは伯はく爵しやく様とか？」

「いえ、俺は男爵家で……」

「ならツィアお嬢ちゃんと同じじゃないか！　問題ないだろう？」

　見知らぬおばさんに問い詰められ、デュークはどうなっているんだとレティを睨にらんだ。レティは素知らぬ顔でつんと澄まし、助けはしないと暗に言う。

「ほれ、次の王様は女王様になるという話じゃないか。デュークさんはそのナイツオブラウンドに入る気なんじゃないか？」

　そこで三人の会話を聞いていた別の人間が話に入ってきた。

「あっはっはっは！　アンタみたいな人が女王陛下のナイツオブラウンドに入れるわけがないよ！　諦あきらめてツィアお嬢ちゃんと結婚しな！」

　愉ゆ快かいそうに笑われ、デュークは青筋を立てつつも愛あい想そ笑いを保った。

（その未来の女王陛下に、ナイツオブラウンドの第一席になれと誘われたんだよ俺は！）

　まあその誘いは、即そつ行こうで切り捨ててしまったが。だが馬ば鹿かにされるとついつい反論したくなってしまう。

「デューク、歩きながら話しましょう。貴方、一応仕事中ですもの」

「……そうしてくれると助かります」

　これ以上いたたまれない思いはしたくない。デュークは挨あい拶さつもそこそこに、レティの手を引っ張って人混みに紛まぎれた。

「おい！　お前何やってるんだ!?　護衛は!?」

　少し先に進んだところで、デュークはレティに説明しろと怒りを剝むき出しにした。レティは見ればわかるでしょうと、くるりと回って己おのれの格かつ好こうを見せる。

「お忍びよ、城を抜け出してきたの」

「はァ!?　なんだ、遊びかよ。吞のん気きなものだな、女王になるって決まったのに。だからおこぼれ姫って言われるって気づいたらどうだ？」

「おこぼれ姫？　言いたい者には言わせておきなさい。それは王女としての評価で、女王としての評価ではないわ」

　ぴしゃりと言い放ったレティは、肩にかかった髪を指先でぴんと弾はじいた。

「これは仕事といえば仕事よ。情報は発生源から離れれば離れるほど歪ゆがむ。城下町の話がわたくしに届く頃には、どうしても相当な歪みがあって信じきれない。だから偶たまに歩いて噂うわさ話ばなしを集めているの」

　そーですかとレティの話を聞きながらも、デュークは注意深く辺りを警戒する。レティの話が本当ならばここに護衛はおらず、何かあったら自分が守らなければならない。

　だが、レティからしたらそんなものは必要なかった。むしろ『一人』の方が『最強』で、動きやすい。

「確かに次期国王が平民の話をきちんと聞こうって姿勢は悪くない。だが、それにしては随ずい分ぶん街の人間と親しそうだったな。女王に指名されたのは先月だろ？」

「その通り、決定したのは先月の誕生日よ。でもわたくしはもっと前から……」

　もっと前から、自分が王になることを知っていた。

　どういう経けい緯いを辿たどって王になるのか、いつ王になるのかはわからなかったが、いつか絶対になることを知っていた。だが、こんなことを信じる者はいないとわかっていたから、誰にも話したことはない。

「まあいいわ、今日は貴方を連れて世間話を聞こうと思っていたの。あちこち寄るわよ」

「はァ!?　送るから今すぐ帰れ！」

「今日に限ってはその敬けい語ご抜きを許してあげる。明日から同じことをしたら不ふ敬けい罪ざいで泣かすわ。まずはあそこから」

　レティが指差したのは小物屋。リボンを見るからとさっさと店内に入っていってしまう。ここでさようならと置いていくわけにもいかず、デュークは騎士服姿のままあとに続くことになってしまった。当然、騎士の姿を見た店主がどうしましたと声をかけてくる。

「あーえー……あっちの連れだ」

「ツィアお嬢さんの恋人か！　美人さんには男前の騎士様、お似合いだねぇ」

　どうしてそういう発想に皆がいくのだろうか。だが違うと言えば、ならどういう関係？　と訊きかれかねない。レティがどんな設定でふらふらしているのかわからない今は、迂う闊かつなことが言えなかった。

「ほら、そこは騎士様が買ってやる場面だよ。そういうところしっかりしないと、将来捨てられるよ」

　遠えん慮りよなく捨ててくれと思いながらも、しぶしぶ財さい布ふを出してリボンの会計を自分がしてやった。レティはこの国の王女だ。リボンなんて腐くさるほど持っているだろうに、わざわざここで買う意味が理解できない。

「お二人ともお茶をどうぞ」

「まあありがとう」

「……どうも」

　レティはお茶を飲みながら店主と世間話を始める。話題はやはり今が旬しゆんの、次の女王についてだ。美しい王女様らしいねぇと店主が言えば、レティはそうらしいわねとぬけぬけと言い放つ。照れたり謙けん遜そんしたり、そういう可か愛わい気げは持ち合わせていないらしい。

「ツィアお嬢さんは見たことあるかい？」

「貧乏男爵家のお嬢様程度では会えないの。遠くからなら見たことあるわ。デュークは？」

「……遠くからなら」

「立派な王女様なんだってね。西の病院や南の孤こ児じ院いんもレティーツィア王女様が提案して作ったそうじゃないか。それにここのお祭りのときには真っ先に寄付してくださるしね」

　王位を巡り争っていた第一王子フリートヘルムと第二王子グイードは、軍事や外交に力を入れていた。だがレティはあえて教育や福ふく祉しの方面で活動してきた。

　理由は二つ。兄二人に目をつけられないように。そして、民の支持を得るために。

　その長年の積み重ねが結果を出しているのは、街での評価が証明する。

　レティはデュークを連れてあっちこっちに寄っては世間話をし、未来の女王陛下の噂話を訊いてみた。誰もが『兄王子様方だと内乱が起こるかもしれないんだろう？　なら優しい王女様が跡あと継つぎでいいんじゃない？』という評価を下し、次期女王を歓かん迎げいした。

　それからも結構な時間を歩いて、やっとレティは城への道に向かう。

「――お前、評判いいんだな」

　道を歩きながら、デュークが感心を込めた言葉を口にする。

　デュークは一応貴族の末席だが、普段は王立騎士団に所属している。貴族社会に疎うといデュークが持つレティに関する噂は、女王に指名されるまではただの『兄王子二人の争いに心を痛める優しく可か憐れんな王女様』。女王に指名された後は一転して大人しくて綺麗なだけの『おこぼれ姫』だ。

「平民には評判いいみたいね。でも貴族連中にとってはただの『おこぼれ姫』よ。舐なめてかかられてうんざりするわ」

　レティの今日のお忍びには目的が三つあった。

　一つ目、最新の噂を集めること。

　二つ目、デュークの人となりを知ること。

　そして三つ目、デュークに『自分の評判のよさ』を聞かせること。

　デュークの反応から、どうやら三つ目も無事に成功したらしいとレティは満足する。

「どう？　評判を聞いてわたくしの騎士になる気になった？」

　デュークの中で、レティの評価がただのおこぼれ姫から変わりつつある。付け入る絶好の機会だと、追い打ちをかけることにした。

　まずはこちらの手の内を少し明かして信用を得る。ただし、本当に大事なカードは伏せたまま。この辺りの駆け引きは得意分野だ。

「最初に、どうして貴方を選んだのかきちんと言っておくわ」

　レティは振り返り、デュークと向き合う。レティの眼めはやはり昨夜同様、女とは思えない眼力があった。もしレティが男なら騎士として手合わせを申し込みたいほどに。

「わたくしはいつか自分が王になることを知っていた。でもどういう経緯で王になるのかはわからなかった。もしその日が来るとしたら、きっと兄二人が死んでいる可能性が高いと思っていたの。だから自分の私し設せつ騎き士し団だんをこれまで作ってこなかった」

「知っていた……？」

　レティの言う『自分が王になることを知っていた』はどうせ占うらないか予言か、その程度のことだろう、とデュークは自分に言い聞かせた。だがレティの眼と声は本当にただ『知っていた』ように思えてくるほど真実味がある。

「兄を守ってほしくて、優秀な人材がセブンスヘブンとワルキューレに流れても構わなかった。兄が死ぬことでわたくしに王位が転がり込むのだけはどうしても嫌だった。結局兄たちからこぼれ落ちてきた王位を手にしたはいいけれど、騎士に関して何もしてこなかった結果がこれよ。優秀な人材は引き抜かれた後、残り物だけ。そこから十二人を選べって無茶な話よ。満足するナイツオブラウンドになんかなりやしないわ」

「それは……出遅れたから仕方ないだろう」

　レティの言うことはわかる。王に相応ふさわしい能力を持つ第一王子フリートヘルムと第二王子グイードには優秀な騎士が自然と集まった。今どこにも所属していない騎士は二人に選ばれなかった〝残り物〟だ。自分もその中の一人扱いされたのはプライドに触さわるが、ひとまずそれは置いておく。

「残り物の中で、ナイツオブラウンドの第一席に足る者がいるとすれば貴方、デューク・バルヒェットのみ。実力と人望があり、フリートヘルム派でもグイード派でもない騎士となれば貴方しかいないの」

　冷静に現在状況を分ぶん析せきするレティを見れば、確かにただのおこぼれ姫ではないことは認めてもいいとデュークは思う。これならば名めい君くんとしての素そ質しつもありそうだ。だが、それだけでは主君として頭こうべを垂たれることはできない。

「王女殿下、俺は……」

　デュークが言葉を返そうとしたところで、複数の不ふ穏おんな気配に気がつく。急ぎレティを引き寄せて自分の背に庇かばった。現れたのは、街のごろつきだと思われる三人の男。

「なーお嬢さん、ちょっとオレたちお金に困ってるんだけどさ、貸してくれないかな」

「騎士連れ歩くお貴族様なら、ちょっとぐらい恵んでくれるだろ？　なあ」

　剣の柄つかに手をかけたデュークは、舌した打うちつきでレティに囁ささやく。

「おい、お忍びがばれてるんじゃないか？　流石さすがに本職の殺し屋三人相手は俺でも厳しいぞ」

　今、レティが王宮でどれだけ危うい位置にいるか、デュークにだってわかる。兄二人を押し退のけて王位を継ぐことになったとなれば、守ろうとする者より害を為なさんとする者の方が多い。目の前の男達はこういうことに慣れたただのごろつきに見えるが、もしそれがレティを邪じや魔まだと思う人間に雇やとわれた刺し客かくの巧こう妙みような擬ぎ装そうだとしたら？　最悪の想定をするデュークに対し、レティはため息まじりに答えた。

「貴方、わたくしの顔を見てそれを言うの？」

「……は？」

　馬鹿？　と言いたそうなレティはデュークの背をぽんと押した。

「生あい憎にく、この国でわたくしより美しい顔を持つのはグイード殿下ぐらいしか思いつかないわ。そんな美人とデートしている騎士が絡まれるのはごく自然な流れよ」

「自分で美人とか言うなよ。そこは謙遜しておけ」

「わたくしぐらい美しいと謙遜は逆に嫌いや味みになるの。……この程度のこと、貴方なら簡単に収められるわね。後ろは気にせずお好きにどうぞ」

　『美人ですね』『いやそんなこと』『いやいやそんなこと』――なんてお決まりのやり取りは確かに面倒だ。いっそここまではっきり美人だと言い切られると、逆に清すが々すがしい。

（俺としては、女は照れたり謙遜したりもう少し可愛気があった方が好みなんだが）

　デュークはレティに色々もの申したいが、それは後だ。レティの言う通り、まずはこの絡んできた男達を片付けなければならない。

「大人しく引けば何もしない。だがこの女性に手をかけるようなことをしたら、怪け我がでは済まないと思え」

　なんせこの女ひ性とは未来の女王陛下なんだから、下へ手たすれば不敬罪で極きよつ刑けい行きだぞ、とデュークは心の中で付け足し、襲おそいかかってきた男達に向き合った。

「剣の腕前は騎士団で一、二を争う。報告通りなのはありがたいわね」

　レティの目の前で繰り広げられているのは、普通の姫ならば思わず顔を背そむけるであろう光景だ。三対一にもかかわらず、デュークが完全に主しゆ導どう権けんを握った戦いとなっている。

　デュークは剣を鞘さやから引き抜くことはせず、そのまま柄つかでぶん殴ったり、脚あしが荒っぽく出たりと、騎士らしくない戦い方をしていた。逆にいえば、抜き身でなくてもこの程度の相手は倒せる自信があるということだ。

　レティはこれは思った以上にいい騎士かもしれないと満足げに見守っていたが、背後に新あら手ての気配が増えるのを感じ、意識を前方から後方へと移した。

「仲間？　折せつ角かくデュークを観察していたのに」

　仕方ないわねと振り返り――レティは人差し指をぱちんと鳴らした。




「おい！　無事か!?」

「問題ないわ。三人相手にかすり傷一つ負わずに完勝。相手が格かく下したすぎるとはいえ、これならわたくしの騎士として申し分ない腕前ね」

「――っておい!?」

　レティの傍そばで男が二人、地に伏せっていた。レティは澄ました顔で、今気づいたかのようにああ、と下を見る。

「貴方の注意を引きつけて、別の仲間がわたくしを……って算さん段だんだったのでしょうけど、わたくしも護ご身しん術じゆつぐらい身につけているから」

「それでも！　他に仲間がいることに気づいたら俺を呼べ！　お前自分がどんな立場にいるのかわかっているのか!?　怪我でもしたらどうする！」

「後ろは気にしないでって宣言したからには、それを守っただけよ」

「は？」

「……と言いたいところだけど、それなりに打だ算さんはあったの。綺麗なだけの王女ではないと見せつける、貴方の後ろを守って恩おんを着せる――色々計算して一人で始し末まつしたのだけれど、失敗したようね。貴方、思ったよりいい人だわ」

　さらりとレティはデュークの怒りを受け流す。

　無意識のうちに本気でレティを心配したことを指し摘てきされたデュークは、気まずくなって目をそらした。その気まずさには、真正面から褒ほめられたことの照れもまじっているかもしれない。デュークは自分に対し、未来の女王陛下を心配するのは騎士として当たり前当たり前と必死に言い聞かせる。断じて、個人的に好意を持った末の心配ではない。

「先ぱーい！　おばあさんから通報あったんですけど！　綺麗なお嬢さんが危ないって！」

　二人の間に突然割って入ったのは、空から降ってきた明るい脳のう天てん気きな声。あれ？　と見上げようとする前に、ふっと頭上が陰かげり、空気を切り裂さいて人影が落ちてくる。流石さすがのレティも思わず驚きの声を上げてしまった。

「きゃあ!?」

　屋根の上から飛び降りながらも綺麗に着地を決めたのは、デュークの後輩騎士アストリッド。何事もなかったかのように勢いよく立ち上がり、デュークの傍にいるレティを見た。

「あ！　綺麗なお嬢さん！　……って、あれ……？」
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　どこかで見た顔だと、アストリッドはレティをまじまじ眺める。デュークはまずい！　と慌てて二人の間に割って入った。だがアストリッドは正解に辿り着く。

「……王女様……!?」

　デュークは慌ててアストリッドの頭を平手でがっつりと摑つかんで、引き寄せる。

「訳ありのお忍びだ。いいか、絶対に誰にも言うなよ」

　ドスの利きいた低い低い声で、デュークは泣く子はもっと泣くとの評判の脅おどしを後輩にかけた。アストリッドはその迫力に吞まれ、こくこくと頷き、誰にも言いません！　と復唱する。

「アストリッド、『綺麗なお嬢さん』は無事保護した。『家』まで送ってくるから、お前はここの後始末を頼む。――あと、いくら急いでるからといって、民家の屋根を走ってくるな。この間、その姿を見た老女が泡あわを吹ふいたと苦情がきたんだぞ」

「えー？　下の道を走ると人が多くて、なかなか全力で走れないですから。屋根走った方が現場まで一直線に全力で走れるし、そっちの方がいいかなって」

　腕はいいのにどこかずれた性格のおかげで〝脱力系のアストリッド〟と呼ばれる後輩に、デュークはため息をついた。こんこんと言い聞かせたいのは山々だが、優先順位は後輩への説教より、レティの安全確保が高い。

「報告、後で営所で聞く。応援いるか？」

「ちょっと倒れてる人数多いですからね。あと数人頼みます」

「わかった。伝えておく」

　簡単に引き継ぎを済ませ、デュークはレティの肩をぐいっと抱き、これ以上アストリッドの視界にその顔が入らないよう気をつける。そのまま問もん答どう無む用ようで歩くことを要求されたレティは、一度だけちらりと振り返り、アストリッドと呼ばれた騎士の顔をしっかりと頭に叩たたき込んだ。

「随分と愉ゆ快かいな後輩をお持ちね」

「……腕前は文もん句くないんだが」

「名前は？」

「アストリッド・ガル。平民出身だが、いずれは騎士団長クラスまで実力だけでのぼり詰めるかもしれないと囁かれる百年に一人の逸いつ材ざい――って評価は大げさじゃない」

　レティから見たアストリッドは赤毛に優しげな緑の瞳の、人のよさそうな顔。王立騎士団の一員なのに、持つ雰ふん囲い気きはパン屋の見習いの方が相応しい。

（それなのにデュークが手放しに絶賛――後で、彼を調べておきましょう）

　腕前の評価を鵜う吞のみにするのならば、自分の騎士候補に加えるべきだ。いや、この実力ならばもう既すでにとレティは考えを改める。

「彼はもうどこかの名めい誉よ騎士になっているのかしら？　例えば、第一王子フリートヘルム殿下の〝セブンスヘブン〟。もしくは第二王子グイード殿下の〝ワルキューレ〟とか」

　この国の『騎士』には、二つの意味がある。

　一つは『王立騎士』。国王と国民を守るために創そう設せつされた王立騎士団に所属する騎士のことだ。王立騎士団は、平民から王族までが等しく学ぶ二年制の騎士学校を卒業後、入団試験を合格した者のみで構成されている。その職しよく務むは有ゆう事じの際の軍の指し揮きや国内の治ち安あん維い持じまで多た岐きにわたる。

　そしてもう一つが『名めい誉よ騎士』。こちらは個人の主に忠ちゆう誠せいを誓ちかえば、その時点で名誉騎士だ。まさに騎士という主君の警けい護ごを行う者から、騎士とは名ばかりの知ち略りやくに長たけた者、主君の人じん脈みやくを誇こ示じするための者まで、様々な『名誉騎士』が存在する。

　レティが例に出したセブンスヘブンとワルキューレは、レティの兄王子二人がそれぞれ作った私設名誉騎士団のこと。二人に忠誠を誓った名誉騎士達は、誰もが認める有能な者達ばかりだ。

「今は無所属。でもあちこち誘いは来ている。興味を持ったなら紹介してやろうか？」

　それで俺を諦めてくれ、と下心つきの提案だったが、レティにばっさりと切り捨てられる。

「いいえ、わたくしの興味は貴方に向けられているの。そうそう、話が途中だったわね。元に戻しましょうか」

　レティは足を止め、デュークを見上げた。

「今回、少しだけれど傍で貴方を観察する機会を得たわ。予期せぬ事態に遭そう遇ぐうしてもわたくしの安全をすぐに確認する冷静さ、騎士の型に囚とらわれない高い戦闘能力、年齢や身分で曇くもらない観かん察さつ眼がん――残り物の中で貴方が間違いなく一番ね、益ます々ますほしくなった」

　レティは『デュークこ　れしかない』から『デュークこ　れがいい』に気持ちが変化したのだと真っ直ぐに伝える。

「デューク・バルヒェット、貴方をわたくしの騎士に任命します。未来のナイツオブラウンドの第一席をありがたく承うけたまわってさっさと頭を下げなさい」

　前回は『お断りします』の一言で一いつ刀とう両りよう断だんした。二度目の勧かん誘ゆうとなる今回は、言葉は同じでも重みが違う。

　デュークは逃げることなくしっかりとレティへ向き合った。

「今回は誠意あるお言葉を頂いたと思う。ならば俺も誠意を持って申し上げよう。――俺は、フリートヘルム殿下の騎士になりたかった。今も思いを引き摺ずっている、それだけです。主君として貴女あなたがいくら魅み力りよく的てきであろうとも、貴女はフリートヘルム殿下ではない」

　デュークは騎士学校時代の同期であるフリートヘルムと親友になった。この男なら名君と呼ばれる王になれる。傍で共にこの国を支えていきたい気持ちが生まれた。その想いはフリートヘルムも同じだったようで、騎士学校を卒業してすぐに騎士になれと誘われた。

　だが、バルヒェット男爵家は第二王子グイードの母方の血筋に縁があり、貴族社会の勢せい力りよく図ずではグイード派に属ぞくする。跡あと取とりであるデュークはその誘いを断ることで、グイードに義理を果たすことを選んだ。

　デュークがこれ以上ない明確な拒きよ絶ぜつを突きつけたのに対し、レティはただ、そうとだけ返事をするに留とどまる。

「ここまででいいわ。見つかったら面めん倒どうだからこっそり帰るつもりなの」

　王宮の端はしまで来たレティは、慣れた様子で城壁の欠けた部分に足をかけてひらりと上にのぼっていく。デュークはこの王女様が二度と外を出歩けないよう、後でこの欠けた部分を漆しつ喰くいで埋うめてやろうと決め、城壁にのぼったレティを見上げた。

「先程の貴方の返答だけれど……」

　レティはデュークを見下ろし、にんまりと笑う。

「本ほん音ねを聞かせてくれる程度にはわたくしも信用されたと受け止めておくわ」

「――俺の話を聞いてないでしょう、殿下」

「聞いているわ。でも聞くだけよ」

　そう言って飛び降りたのか、レティの姿は見えなくなった。見た目はかつての評判通りの可憐なお姫様のくせして、中身はとんだ『女王様』だ。あの強引さと自己完結っぷりはどこかで見たような気がする。

「まあ、ソルヴェール国う　ちの将来は安あん泰たいっぽいな」

　おこぼれ姫はきっといい女王になるだろう。後は優秀な臣しん下かが揃そろえば更さらにいい。騎士の件については断り続ければそのうち諦めてくれるだろうと、デュークはまだレティを見くびっていた。




　後片付けにと残されたアストリッドは、地面に倒れた男達を一人一人ロープで縛しばり上げていた。後は応援が来るのを待って、この男達を営所に連れていって詳しい話を聞き、報告書を作らなければならない。

「一人で五人か……さすがデューク先輩だなあ」

　感心しつつもアストリッドは、武器を隠し持っていないか確かめるために、レティの傍で倒れていた男二人の身体からだをごろりと裏返す。

「後ろの首くび筋すじに一打、剣の鞘ってとこか。綺麗に脳のう震しん盪とう起こさせるって難しいのに」

　二人の男の首筋に、赤い線が一本残されている。自分もまじって戦いたかったと、アストリッドはデュークとレティが去っていった方向を眺めた。

　だがアストリッドは、この二人を倒したのがレティだと知らない。何も手に持っていなかったレティが、どうやって剣の鞘で叩いたような痕あとをつけたのか、疑問に思うこともない。

　そのとき、ふと懐なつかしい香りがした。遠い記憶が呼び起こされ、武器の有う無むを確かめていたアストリッドの手がぴたりと止まる。

「『どちらが彼あ奴やつなのか確かめないと』」

　アストリッドの口から漏もれたのは、意味不明な言葉。言った当の本人も、すぐにあれ？　と首を傾かしげてしまうほどに。










　レティは次期女王に指名されるまで、お手本のような王女と高く評価されていた。だが指名後は、誰もが評価を一いつ変ぺんさせる。それは現国王である、父親も同じ。

　おこぼれ姫となったレティを立派な王に育てなければならない。そのための帝王学、政治学等々の一流の家庭教師をレティにつけた。そこまではいい。レティだって父を安心させるために大人しく授業を受けようという気になる。だが……

「レティーツィア姫様、レオンハルト殿でん下かがお越しになられました」

「部屋に通しておいて」

「かしこまりました」

　父が歴史学の教師として用意したのは弟のレオンハルト。レティと同どう腹ふくの弟である。

　現王第四子、第三王子であるレオンハルト＝ツア＝クロイツェルは『天才歴史学者兼第三番目の王子様兼奇き人じん変へん人じんの代だい名めい詞し』という自己紹介が、自他共に完かん璧ぺきだとの評判。

　王子王女の中でも特に異い彩さいを放つ、変わり者のレオンハルトは、朝っぱらからとても元気に口を動かしてくれた。

「おはよう姉上ご機き嫌げん麗うるわし……くないよねアハハ！　一昨日おとといバルヒェット男だん爵しやく家けの長男に騎士勧かん誘ゆうして振られた話は春はる告つげ鳥のごとく王宮内を駆け回ったよンフッフ」

　レティと同じ金色の髪と、青せい灰かい色しよくの瞳ひとみを持つレオンハルトは、まともな格好をすれば美形に属し、流石は姉し弟ていといわれる。だが埃ほこりよけに使う常によれよれの白い上うわ衣ぎに、妙に反射率の高い眼鏡めがね。肺はい活かつ量りようを駆く使ししたノンブレスで、相手のことなんかお構いなしの喋しやべり方。折せつ角かくの美形もこれで台無しにし、本人もそれを楽しんでいた。

「構わないわ。春告げ鳥のごとく王宮内どころか貴族連中全てに駆け回ってくれないと困るの。ああしておけば、デュークを自分の娘の騎士に……って思っていた貴族も牽けん制せいできるでしょう？　次期女王陛へい下かのお気に入りに手を出すわけにはいかないのだから」

　デュークを勧誘する際に場違いを承知で着飾ったのも、高圧的な態度を取ったのも、周りに見せつけ、噂うわさを流させるため。こういった話に疎うとい研究一ひと筋すじの弟にまで届いたなら大成功といえるだろう。

「デューク・バルヒェットは残り物の中で一番と思って決めた騎士だったけれど、思ったより……いいえ、わたくしの騎士の話はいいわ。それで、その手の紙はなんなの？　教師として目覚めたとでも言いたいのかしら」

　レオンハルトの手には玩おも具ちやのような小さい黒板と大量の紙、紙、紙、と一冊の本。

「これは歴史書です。内容はおとぎ話に近いものですけどアハハ。で、こっちは途中でフリートヘルム兄上に遭そう遇ぐうしてしまったので押しつけられたものですどうぞ」

　レティは歴史書は受け取り、机に置く。そして大量の紙は一枚だけ受け取り、内容を一いち瞥べつしてすぐにぐしゃぐしゃに丸めた。

「性しよう懲こりもなくまたあの方は……！」

「なんの紙です？　どれどれ？」

　レオンハルトは机に一度紙束を置き、レティの丸めた紙を広げてみる。そこには人物の顔と名前と家柄が書いてあった。すぐに結婚相手の斡あつ旋せんかと気づく。

「結構顔いいんじゃないですかァ？　でも姿絵を正直そのままに描いて職を失うようなことをする画家なんていませんよねぇアハハ！　あ、これはフリートヘルム兄上にちょっと似てるかなァ」

「血縁関係があるんでしょう。フリートヘルム派なんだから」

　お、身分も悪くないですねぇお買い得ですよ、とレオンハルトは他ひ人と事ごとのように言う。これでも唯ゆい一いつの同どう母ぼ弟ていだというのに、ただ面白がっているようにしか見えない。

「お黙り。結婚をしていない貴方あなたに結婚について諭さとされたくないわ。その口は学問についてのみ語ればいいの」

「はいはーい」

　それでは授業を開始しますとレオンハルトは宣言し、持参した黒板に字を書きだした。やや右上がりの癖くせのある字だ。ひねくれた性格そのままだとレティは思っている。

「まず、ソルヴェール国の初代国王について。名はクリスティアン。諡おくりなは騎き士し王おう。この騎士王って人は実在したのか神話上の人なのかひどく曖あい昧まいなんだよねぇ」

　建国の王ともなれば、先祖というよりもおとぎ話の登場人物に近い感覚だ。ソルヴェールの子どもたちは皆、寝物語としてクリスティアン王の武ぶ勇ゆう伝でんを聞かされて育つ。

「人の世が邪じや悪あくなる者によって乱れたとき、天上界から一人の神が遣つかわされた。彼かの神は人の地に降りクリスティアンと名乗る。そして神の力の一部を剣に変え、人の子に分け与えた。クリスティアンとその麾き下かの十二人は、邪悪なる者を倒し、この地にソルヴェール国を建たてた――どこの国にもありそうなお話だよねぇコレ」

　こんこんと手に持った指示棒で、黒板に殴なぐり書きされた初代国王の名前をなぞる。

「それ、知ってるから」

「アハーそうだよねぇ。こんなのソルヴェールう　ちの国民なら絶対に聞かされる話だったねぇごめんごめんアハハ！　で、騎士王が持っていた剣を『騎士の剣』っていうんだけど名前の付け方ちょっと安直だと思わないィ？　あ、僕だけ？」

　右手で騎士の剣、と黒板に付け足す。

「同じくそう思うわ。で、それも知ってるから」

「アハ！　だよねぇ。神の力を分けたその他十二本の剣は『約束の剣』ともいわれ、騎士王に忠誠を誓った十二人の騎士に渡された。軍議は皆等しく意見を言い合えるよう円えん卓たくで行われ、これが伝統として残り、国王の『十ナ二イ人ツのオ円ブ卓ラのウ騎ン士ド』に繫つながるわけなんだけど――でもここら辺は作り話。ぼろぼろの騎士王の剣はきちんと保存されて国宝として残っているのに、こっちの『約束の剣』十二本は一本も残ってないからねぇ……」

「それも知っているわ――ってああもう色々不ふ毛もう、不毛すぎね！　なんでわたくしが弟から授業を受けなければならないの！　しかも子ども用の寝物語にしてやるような馬ば鹿からしい話を！」

　ついに爆発したレティは叫ぶ。黒板の前に立った弟レオンハルトは、チョークをゆらゆら動かして、仕方ないんじゃない～？　と笑った。

「第一王子派と第二王子派とで引き起こす予定の内乱回かい避ひのために擁よう立りつされた未来の女王陛下。父王的には今から慌あわてて帝王教育をしようとしているんだからさァ。それで国を二つに割るはずだった兄上方はお元気ですかァ？　相変わらず暗殺者を送り合ってスリルで楽しく充実した日々を送られてます～？　って長兄には先程お会いしましたけど」

「わたくしが次の王と宣言された日から、馬鹿みたいな張り合いが随ずい分ぶんと大人しくなっていると報告は受けているわ。次の標的は誰かしらね。今度はわたくしがスリルで楽しく充実した日々を送れそうよ」

　こっわ、とレオンハルトは肩をすくめ、妹を妹と思わない兄二人に対し、共とも倒だおれすればいいのにねぇと兄を兄と思わない感想を抱く。

「ついでだから兄上方の騎士の話と絡からめて、国王として大事な話に入りますねぇ」

　レオンハルトが黒板に書いた文字は『ナイツオブラウンド』。

「そうこれこれ、これを特に説明してこいって父上に言われてるんだよねぇ。でも姉上もうんざりするぐらい聞いていることだと思うし早口でいきましょう」

「そうね、三倍速で頼むわ」

　レティは兄二人のどちらかが国王になるのはほぼ間違いないから必要ないといわれながらも、幼い頃からきちんと帝王学、政治学、法学、歴史学を学んできている。

　この程度の話、今更講義を受けるまでもないのだが、父親として、国王として当然の計らいだと割り切って大人しく受けるしかないのだ。

「騎士とはって話をちょっと簡単に。騎士は国を守る剣しか持たない。傷つけるための剣ではなく守るための剣って建たて前まえ。でも敵から見たら結局傷つける剣だけどねぇンフッフ」

　レオンハルトは眼鏡をくいっと上げ、がばりと両手を広げた。

「でもまあソルヴェール国民全てなんて規模大きすぎだねアハハ！　世界平和は夢で家内安全は目標って国王が多いのと同じように騎士にもそれがいえるんだよこれが。国民に仕えるのは夢、個人の主に忠誠を誓うのが目標みたいなものさァ」

　有名な名誉騎士団といえば、フリートヘルムのセブンスヘブンやグイードのワルキューレ。他にも色々存在するが、その中で特に有名なのが国王が持つ十ナ二イ人ツのオ円ブ卓ラのウ騎ン士ドである。

　レオンハルトの持つチョークがナイツオブラウンドの文字をくるりと円で取り囲んだ。

「フリートヘルム兄上は既すでにセブンスヘブンを持っているし、グイード兄上はワルキューレを持っている。二人ともいずれ自分が王になるって前ぜん提ていで作った名誉騎士団だねぇ。王になることが決まったら人数足して十二人にする予定だったんだろうけど残念痛つう快かい！」

　どちらも有能な騎士を集め、たとえそのままナイツオブラウンドと呼ばれたとしても恥ずかしくない逸いつ材ざいばかり。レティはかつてはそれに安あん堵どしていたが、こうなると憎にくたらしくなる。

「国王即位式の……そうそう、姉上って即位はいつ頃のご予定で？」

「早ければ数年以内。お父様はご自分が健康で兄二人を押さえ込んでいられるうちに、レティーツィア女王政権の体制を盤ばん石じやくなものにしておきたい、とお考えのようよ」

　父親の逝せい去きよを受けての即位では、兄二人は即位したてで不慣れなレティーツィア女王政権に攻撃を仕掛ける可能性が高い。父親が、自分が後見できるうちにしっかりと王位を継がせ、揺るぎのないものにしておきたいと考えてくれたのはありがたかった。

「そう！　その国王即位式！　宣せん誓せいの儀ぎでは謁えつ見けんの間に置かれた左右六本合計十二本の柱の前に己の騎士を一人ずつ並べなければならないんですよねぇ。このナイツオブラウンドを本番までに揃そろえるのが当面の課題なんだけど……」

　そこでレオンハルトは窺うかがうようにレティを見た。話の途中から目が据すわってて、ちょっと怖い。

「……それ間に合うかなァ？　なーんて？」

「間に合わせるわよ。しかも、ナイツオブラウンドとして恥ずかしくない逸材を揃えて」

　ぎらりとレティの目が光り、強い決意を滲にじませる。しかしレオンハルトは腕を組み、うーんと唸うなった。

「こればかりは妥だ協きようしないと厳しいですって姉上。いい人材はセブンスヘブンやワルキューレが持っていってるし」

「この際引き抜きでもなんでもいいわ。いっそ兄二人を騎士にするのも面白そうね」

　レティは、自分が王になるという運命を知っている。だが、それだけだ。王になることが決まっていても、どんな王になるかは決まっていない。それは自分次第なのだと最近は痛いぐらいに感じる。

　ナイツオブラウンドと共に即位式を迎えることがレティの王として最初の仕事。ならば最高の家臣を揃えて臨のぞむと決めた。妥協して集めたナイツオブラウンドだなんて、まさにおこぼれ姫の名に相応ふさわしいではないか。

「僕のオススメは一般人だけど実力ナンバーワン新人のアストリッド・ガ……うわっ！」

　レティは言葉途と中ちゆうにレオンハルトに向かい歴史書を放り投げ……というか叩き投げ、颯さつ爽そうとドレスの裾すそを翻ひるがえして歩きだした。

「姉上!?」

「おこぼれ姫の愛人を口く説どきにいくわ。貴方の話を聞いて、急がなければならないことに気づけた。その点に関しては有ゆう意い義ぎな授業だったわね」

　レオンハルトを置き去りにして部屋を出れば、すぐにレティの後を三人の護衛がついてくる。彼らにいいから一人にしなさいときつく言い放ち、戸と惑まどった隙すきに一人で騎士団の営えい所しよに向かった。

　レティの姿を見るなりその場の騎士達はぎょっとし、近くにいた同どう僚りようとひそひそ何かを話しだす。どうせろくでもない悪口に決まっているとレティは気にすることなく目的に向かった。

「………これはどうも次期女王陛下、ご機嫌麗しく」

　レティの目的はもちろんデューク・バルヒェット。面めん倒どうだないい加か減げん諦あきらめろよ。そんなことを言いたそうな表情だったが、レティの後ろに誰もいないことに気がつけば、慌てて周りを見渡した。

「王女殿下、護衛はどうされました？」

　レティは次期王位継承者、しかも兄二人を押し退のけてだ。王位を継ぐまで……いや王位を継いでも身の危険があることは誰だってわかる。なのにまた供ともの一人も連れずにやってきたレティに、デュークは肝きもを冷やした。

（おいおいおい、昨日に引き続いて護衛は何をしているんだ……！）

「……そうね、護衛がいないと危ないわね。わたくしこれから奥の間に用があるのだけれど、どうしたらいいのかしら」

　そう言いながらレティは王宮の奥の間に向かって歩きだす。流石にデュークは無視できず、慌てて呼び止めた。

「動くな！　護衛を呼びに行かせる！」

「敬けい語ごが外れているわよ、やり直し。もう昨日は終わったわ」

「……ッ動かないでください！　護衛を呼びに行かせますので！」

　だがレティはデュークの制止を聞かず歩いていく。仕方なくデュークはその後ろを追いかけた。クソッと口くち汚ぎたなく舌打ちをしたい。

（この女、またわざと護衛を置いてきたな。俺に後を追わせるために……！）

　誰か他にと視線を巡めぐらしたが、誰もが目をそらす。この見た目は美しい王女様に憧あこがれた後輩のアストリッドがいれば、じゃあ後は頼むと押しつけることもできるだろうが、生あい憎にくこの場に居合わせてくれなかったようだ。

「王女殿下！」

「ここはもう騎士団の営所ではないのだから、静かにしなさい」

「……っ」

　まんまとレティの策さく略りやくに嵌はまったデュークは諦めて後を追うことになった。俺には関係ないからとレティを突き放すことはできない。このおこぼれ姫が、絶対に中立を守らねばならない難しい立ち位置にいるということはよくわかっているし、その心情を理解できるからである。

　レティはデュークがお人ひと好よしなことをありがたく思いつつ、人ひと気けが全くない王宮の奥の長なが廊ろう下かの端はしまでやってきて足を止めた。

「ここ、歴代王の肖しよう像ぞう画がが飾られているの。……これが初代『騎士王クリスティアン』」

　ずらりと並べられた歴代王の肖像画を見るのが初めてのデュークは、時代ごとに絵のタッチが変わっていく様子がちょっと面おも白しろく、まじまじと眺ながめていく。

「十二代目『獅し子し王おうアレクサンデル』――その隣の十三代目『革かく命めい王おうユーリウス』は、自分の主君である獅子王を殺し革命を起こしたことを、絶対に正当化しなかった。だから王冠を被かぶらず、手に持っている絵を描かせたの。この王冠は獅子王のものであり、自分のものではないと後こう世せいに向かって頑かたくなに言うために」

「それを聞くと、なんで革命なんか起こしたんだって気がしますけど」

「さあ、当事者の一人である獅子王だってわからないって言ってるぐらいだもの。彼がわからないなら、わたくしにわかるわけないわね」

「直接聞いたみたいに言いますね、お知り合いで？」

　レティはデュークの茶化した言葉に返事はせず、少し歩いて立ち止まる。

「十八代目『内ない政せい王おうカールハインツ』、戦争に一度も負けなかった獅子王とは対照的に、一度も他国との戦争を行わなかった。国が腐ふ敗はいした中、王おう妃ひと共に内政改革と外交革命で国を見事に立て直した名君。有名な諺ことわざ『五十五回の礼』はこの人が元になってるの」

「自分の騎士になってくれと五十五回頼みに行った――でしたっけ」

「そう。貴方はあと何回頭を下げれば、わたくしの騎士になってくれるのかしら」

「――そもそも昨日も一昨日おとといも、下げてもらってませんが」

　いやいや、とデュークはレティに突っ込む。そうだったかしらとすっとぼけるレティは、肖像画がなくなっているところまで来た。

「この辺りにわたくしが飾られるの。諡おくりなはどうなるんでしょうね」

「悪あく名みようでないことを祈りますよ」

　本当にねとレティは心の中で同意した。

　自分は一体どんな王になり、どんな諡が付くのだろうか。過去の、そして未来の騎士王の生まれ変わりたちと同じく、自分も名君となれるのか。

　レティの抱える不安は、己をよく知っているからこそ生まれ出るもの。王としての資質は、兄二人には敵かなわない。

「顔は獅子王アレクサンデル、女王の夫としての能力は内政王カールハインツ、性格は隻せき腕わん王おうオスヴァルト」

「は？」

　突然意味不明な言葉を述のべたレティへ、デュークは訳がわからないと聞き返す。

「わたくしの好みの男の話よ」

　レティがこの話をすれば、大たい抵ていは『理想が高く好きになれる男がいない』と理解する。もしくは『恋人はいらない』と受け止める。デュークもそう思いかけ――レティの厳しい横顔を見て、あることに気づく。

「ああ、なるほど。お前の憧あこがれの王か。隻腕王だけは知らないがな」

　冗談の裏に隠かくされたレティの本心。真剣に肖像画に見入るレティの眼に映っていたのは、羨せん望ぼうと、嫉しつ妬とと、微かすかな不安。

　デュークは今更だが、レティの年ねん齢れいを改めて考えた。つい先月十七歳になったばかり。二十三歳の自分の感覚だと、十七歳はまだまだ子ども。だがレティはそう感じさせないほど、重たい責任を背負いながらいつも背筋を伸ばしている。

「違うわ、……――好敵手ライバルよ」

「そうかそうか、好敵手な」

「本当に好敵手よ！　貴方、わかっているんでしょうね！」

　本心を言い当てられた動どう揺ようか、珍しくむきになってレティは訂正する。はいはいと年上目線で見てくるデュークに対し、憤ふん慨がいしつつくるりと背を向け、八歩進んだ。

「隻腕王オスヴァルトはいつかここに飾られる王よ。もう少し先に失しつ恋れん王おうルートガー。彼が王になる辺りからはもうわたくしの直系ではないみたいね」

「はァ？」

「王達の会議の間に行くわ。ついてきなさい」

　デュークの疑問の声は無視し、レティは更に奥へと歩を進め、なんの変へん哲てつもないただの壁が続いているところで立ち止まった。

「ここが王達の会議の間よ」

「……えー俺には壁にしか見えませんが、もしかして王族の方には見えるとかそういう代しろ物ものですか？」

「何を言ってるの、これは壁にしか見えないわよ」

　馬鹿？　とは言わなかったが、レティの態度はそう告つげる。憮ぶ然ぜんとしたデュークが、ならなんでただの壁を見せるんだと言うより先に、レティが口を開く。

「王達の会議の間は扉がない部屋になっている。だから誰も中に入れないの」

「隠し扉とかは？」

「それもないわ」

　何かの緊急避ひ難なん先さきというわけでもない、ただぐるりと壁に囲まれた『王達の会議の間』。デュークはこんこんと壁を叩き、ふーんと首を傾かしげる。

「そんなもん造ってなんの意味があるんですかね」

「騎士王クリスティアンが造ったらしいから、会うことがあったら訊いておきましょうか。わたくしも興味もあるし」

「その節せつは是ぜ非ひにお願いイタシマス。……中、音からすると空くう洞どうですね。石とか漆しつ喰くいで詰められているわけではなくて一応『部屋』か」

　設計時か建設時の失敗で壁に囲まれたのか？　とデュークが考えていると、隣に立ったレティが壁の向こうを指差す。

「敷き詰められた絨じゆう毯たんに描かれているのは、金きん糸しの稲いな穂ほが取り囲む神々の物語。天井には今では見られない木き造づくりのシャンデリア。床には古艶パテイナの美しい重じゆう厚こうな樫かしのテーブル。同じ材木の椅子の背せ板いたの透すかし彫ぼりは芸術を超えてる。この部屋の調度品はすべて値のつけようがない逸いつ品ぴんばかりよ」

「……中、見たことあるんですか？」

「中の様子は絵にも文章にもなってないわよ。わかるものですか」

「にしてはやけに具体的というか……」

「昔から想像力が豊かっていわれるの」

　レティは用事は終わりと王宮の奥から引ひき揚あげる。その後をついていくデュークは、やっと気が済んだかとわざとらしくため息をついた。文句を口にせず、それだけで済ませたのは先程のレティの横顔がまだ頭に残っているせいだ。

　レティはいずれ国王になる。不安にならない方がおかしい。そんなときに憧れの王を描いた絵を見て気持ちを整理するのもごく自然の行こう為いだ。

「散歩はこれでおしまい。わたくしは離宮に帰るわ。護衛のお礼にお茶ぐらいは出すから飲んでいきなさい」

「離宮までは送りますが、お茶は結構です」

「離宮に招いておきながらお茶の一杯も出さないなんて噂うわさが立ったら困るのよ」

　デュークはそれはお前の都合だろうと言いたくなったがぐっと堪こらえた。俺は年上、そう年上と言い聞かせて、黙って後をついていく。メイドがレティを見つける頃になってようやく護衛が慌てて主人であるレティの周りを囲んだ。

「姫様！　ご無事でしたか!?」

「ええ、後ろの騎士が代わりを務つとめてくれたから心配することはないわ。四あず阿まやでお茶をするから用意して」

　レティはメイドに指示を与え、護衛には四阿の外にいるよう命じた。

　招かれた四阿には凝こった装飾のテーブルと椅子、高そうなティーセットが用意される。真っ白で染み一つない気合の入ったレースを見ると、万が一お菓子やお茶をこぼしたらどうなるんだろうかと、貧乏男爵家のデュークはつい余計なことを考えてしまう。

「ゆっくりしていってと言いたいけれど、あともう少ししたら兄が来るの。見ていてうんざりする兄妹陰いん険けん会話を聞きたいなら、残っていけばいいわ」

　メイドがお茶をカップに注ぎ、デュークの前に静かに置く。レティの教育が行き届いているのか、それとも主あるじのことをよくわかっているのか。メイドはレティが命じなくても、お茶の用意が終わるとすぐに黙って頭を下げ、主と客を二人きりにした。

「一つ質問をしてもいい？　貴方は男爵家の長ちよう男なんよね。何な故ぜわざわざ王立騎士団に入ったの？　よっぽど財政上の問題を持っているのかしら」

「持っていると言ったら？」

「肩代わりして恩を着せて頭を下げざるを得ない状況に持ち込むだけよ。気にしないで」

「思いっきり気にします」

　王立騎士団に入る貴族はそこそこいる。爵しやく位いを継がない者などは、結婚するまでの経歴の箔はく付つけ目的として。デュークのように長男で爵位を継ぐ予定があるのに、わざわざ騎士団に入る物好きとなると流石にあまりいない。

「残念ですが、借金が理由ではありません。これでも男なので、なりたい自分になりたいだけです。女性である王女殿下にはご理解できないとは思いますが」

　少し驚いたような顔をするレティに、デュークもあれ？　と驚く。てっきり、男はこれだからとかそんな返事がくると思っていたのに。

「……ふぅん、そうなの。ところで、貴方、これからどうするの？」

「どうする……って何を？」

「今後の身の振り方よ。王位継承争いはひとまず終了。だから今までのようにどっちつかずの中立派を保つ必要もないと思うけれど？　セブンスヘブンやワルキューレに入る予定でもあるのかしら？」

「王位継承争いは確かに一段落しましたが、これからは政治の実権を巡る争いが始まります。結局、フリートヘルム殿下とグイード殿下が競い合う構図は変わらない」

　次の王はレティーツィアに決まった。しかしレティーツィアにはまだ夫がいない。ならば自分の息がかかった男を送り込み、レティーツィア女王政権を自分の傀かい儡らい政権にするよう考えているのは間違いない。

「剣術馬鹿ではないようね。――その通り、馬鹿兄達は諦める気なんかないでしょう。毎日毎日この離宮にうんざりするほど夫候補の肖像画を送りつけてくるわ。そろそろ宝物庫が造れそうよ」

「それはそれは……」

「見ていく？　気に入った絵があったらいくらでも差し上げるわ」

「男の肖像画を飾る趣味はありませんので」

　そう？　とレティは優雅にカップを持ち上げた。上品に音を立てず一口含み、いきなり立ち上がる。

「どうし……」

　レティの白い手がスプーンを摑んだ。そして向かいの席に座ってカップを持ち上げていたデュークへと投げつける。デュークの鍛きたえられた眼には確かにそう映った。

　途と端たん、手の中のカップが音を立てて砕くだけた。こぼれ落ちた中身は、白いレースのテーブルクロスに染みを作る。これ高いんじゃねぇのと焦あせる中、おい！　とレティに声を張り上げた。

「お前なに……っ!?」

「……毒よ、まだ、飲んでないわね」

「飲んでないが……お前、口をつけてなかったか!?」

「また敬語が外はずれているわよ、やり直し。これでも毒どくの耐たい性せいはあるから、少し横になれば、大丈夫……」

　ぐらりと身体が揺らいだレティは、たまらず椅子に縋すがるように地面へとくずおれた。デュークは椅子を蹴け倒たおす勢いで立ち上がり、レティの前へと膝ひざをつく。

「敬語とか言ってる場合じゃねぇだろ！　すぐ医者を呼ぶ！」

「本当に大丈夫、だから……少し、黙って………」

　一気に顔色が悪くなり、呼吸が荒くなるレティをデュークは抱き上げた。とにかくここの使用人を捉まえるのが先決だ。

「おい！　誰か！　レティーツィア王女が毒を盛もられた！　医者を呼べ！」

　デュークの声がレティの頭の中に響く。本当に大丈夫なのに……とレティは呟つぶやいたつもりだったが、声にならなかった。





◆◆◆






「どうした？　顔色悪わりぃなお前」

「……ああ、意識飛んだのねわたくし。ちょっと毒を盛られたみたい」

　いつの間にか王達の会議の間に来ていた。今日は獅子王アレクサンデルと内政王カールハインツがいる。

「騎士の剣を除のぞいた十二本の剣のうち、癒いやしの効果がある大地の剣と対攻こう撃げきに強い鋼こう鉄てつの剣は絶対に授じゆ与よすんなよ。それだけは身体の中に残しておけ」

　鈍どんくせぇと笑いながらも獅子王アレクサンデルはレティに助言を与えた。

「貴方もそうだったの？」

「ああ、だから代々の王の中でも、騎士王の生まれ変わりである俺達は、偉い大だいなる功こう績せきを残していくことができるんだ。大地の剣があれば大たい抵ていの毒は解げ毒どくできるし、鋼こう鉄てつの剣があれば斬られてもかすり傷で済む」

「でも歴史書では貴方、もうすぐ宰さい相しように殺されるんでしょう？」

「まァな、どうやって俺を殺すんだろうなアイツ」

　既すでに己の死を受け入れた獅子王アレクサンデルは楽しみだと言い放った。レティは腕を組み、ぐるりと部屋を見渡す。

　精霊への呪まじないの印しるしが施されたタペストリー。一神教の今では考えられぬ、多神教の物語が描かれた絨じゆう毯たん。そしてそれを踏む行為。本当にここはレティの生きる時代と違う。

「騎士王クリスティアンは何を思ってここを造ったんでしょうね。自分の生まれ変わりの意識が集まる間を作っておきながら、一度も見かけたことがない」

「……我々同様、逃げ場がほしかったのではないかな」

　レティの疑問に答えたのは内政王カールハインツだった。

「見えないだけで、彼も来ているのかもしれないと思うようになったよ」

　王の地位を捨てて国を逃げ出せば、命は救われる獅子王アレクサンデル。

　王の地位を捨てて妻を追いかければ、夫婦に戻れるかもしれない内政王カールハインツ。

　そして、兄二人の方が相応しいと悩み、本当に自分が王でいいのかと苦悩するレティーツィア。

　王達の会議の間は『もしも』を考えにくる場所だ。ここに入ってこられるのは全て騎士王の生まれ変わりである王のみ。決して交わらない時間軸じくを持つからこそ、思い悩む姿を見せることができる。

「……あら？」

　そこでレティは呼ばれているような気がして、思わず振り返った。だが誰もいない。呼んでいるのは、ここではなく現実世界のようだ。

「呼ばれたから帰るわ」

　あのうるさい声が、自分の名前を呼んでいる。そろそろ目を覚ましてやるかと、王達の会議の間を出た。
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「レティーツィア王女！」

　耳元でガンガン響く低音に、レティは眉み間けんに皺しわを寄せた。低くて悪くない声も、体調の悪いときに聞けば相当な凶きよう器きになる。

「……我が右手は剣、我が左手は盾たて、我が命朽くち果はてる刻ときまで忠ちゆう誠せいを誓う……って言ってくれたら起きるわ」

　まだ目を開ける気にはなれず、目をつむったまま、傍そばにいるだろうデュークに言った。

　レティが口にしたのは騎士の誓いの言葉。つまりデュークが騎士になると了りよう承しようしてくれたら起きるとぬけぬけと言い放った。

「それなら大丈夫だな。俺は帰らせてもらう」

「――今、あれからどのくらい？　陽ひは落ちているみたいだけれど……」

「陽が落ちたどころか、三日経たっている」

　三日、と聞いてレティは勢いよく身体からだを起こした。だがくらりと目が回り、身体が前へと突っ伏す。まだ揺れる世界に起き上がることを諦あきらめ、そのまま力を抜いた。

「三日……って」

「おい、無理すんな。横になってろ」

「敬けい語ご」

　突っ伏しながらもぴしゃりと言い放つレティに、デュークは棒読みで言い直した。

「……えー横にナッテクダサイ。……あのなあ、昨日は生死の境さかいをさまよってたんだぞ」

「相当強い毒だったのね。貴方あなたが飲んだら即そく死しよ、間に合ってよかったわ」

　あのとき、お茶を口に含んだ瞬間に舌にびりっと痺しびれが走った。どうせ毒ぐらいでは死なないと高をくくっていたのだが、死なないだけで苦しい思いはしなければならないのかと反省する。今後はもう少し気をつけよう。

「――今、どうなってるの？　犯人とかそういう話は？」

「警護はレオンハルト殿でん下かから頼まれて俺が。犯人捜しはレオンハルト殿下が指し揮きを執とって騎き士し団だんと共にやっているんだが……メイドの身辺を徹底的に洗っても何も出なかったらしい。犯人特定は難しそうだな」

「そうね、よかった。犯人は特定できない方がいいでしょうね」

　それを聞いて安心したとレティは息をついた。デュークは騎士団の無能さを罵ののしられるのを覚悟していたのに、逆の反応で戸と惑まどう。

「犯人は見つかった方がいいだろう？　身の安全が保証される」

「いいえ、犯人として真っ先に疑われるとしたら第一王子フリートヘルム殿下と第二王子グイード殿下。証拠が出てどちらかが犯人だということになれば、わたくしの作り上げた政治的均きん衡こうが崩れる。それは絶対に避けなければならない」

「政治的均衡って……」

「兄二人には互いに牽けん制せいし続けてもらわなければ困るの。どちらかが欠けたら、今度は残った方とわたくしが国を二に分ぶんする争いを始める。この均衡は兄二人とわたくしが死ぬまで保たなければならない。この国を守るためならば、毒殺の犯人なんて捕つかまらなくて結構」

　それに、とレティは言葉を続ける。

「貴方だって、その方がいいでしょう？　フリートヘルム殿下の親友ですもの」

　確かにその通りだとデュークは思う。親友がレティを毒殺させようとしたと疑いたくはない。だが……

「お前の気持ちはどうなる。……兄に、殺されかけたかもしれないんだぞ」

　目覚めてすぐ、平へい然ぜんとした顔で政治を優先させると言うレティ。だがその次期女王として完かん璧ぺきなまでの表の顔だけしか持たないわけではないと、デュークはもう知っている。

「兄達と仲がよかったのはわたくしが九つのときまで。それから今まで八年間、ずっと兄妹でいて兄妹ではない冷えた間あいだ柄がら。幼いときならともかく、今更仲よしこよししたい願望なんてないわね」

　レティは自分の話はこれでおしまいと切り上げる。

「それより、貴方を巻き込んで悪かったわ。実じつ行こう犯はんと疑われて嫌な思いをしたでしょう？」

「それは……仕方ない。疑われて当然の立場だ」

　レティが毒入りのお茶で倒れた後、同席したデュークが実行犯ではないかとレオンハルトは真っ先に疑った。デュークはフリートヘルムの親友で、グイード派に属している。どちらに頼まれてもおかしくないと第三者は見るだろう。

「俺のことは心配しなくていい。それより、お前が……」

「心配？　気持ちだけはもらうわ。それより、レオンに来るよう伝言お願いできる？　他の人は入ってきたら殺すって言っておいて」

「物ぶつ騒そうだな」

「物騒なのはわたくしではなくて周りよ。警護をさせてしまって悪かったわね。貴方にも仕事があったでしょうに。後でまとめてお礼をするわ」

　話を打ち切られ、帰るよう促うながされたデュークは、一つだけとレティに対して切り出した。

「お前、あのときに投げたのは『スプーン』なんだよな」

「ええそうよ。フォークに見えた？」

　逆に問い返され、デュークは納なつ得とくしきれない表情を浮かべる。レティの言う通り、投げたのは確かにスプーンだった。しかしカップを割ったのは、何かもっと鋭するどいもののような気がしてならない。

「……スプーンを投げつけた程度で、ティーカップは割れるものなのか？」

「カップにひびでも入っていたら素す手ででも割れるわよ」

　さあ行って、とレティはまだ顔を伏せたまま手をひらひらさせる。だがデュークはティーカップの件についてもっと問い詰めたい気持ちがあった。それに『目が覚めるまで警けい護ごを行う』という頼まれごとを果たしたからと帰ってしまうのも薄情な気がする。結局、二つの躊躇ためらいを無理矢理押さえ込んでレティの寝室から出ることを選んでしまった。

　少し歩いて閉ざされた扉を振り返り、どうしたいのかわからなくなっている自分がいることに気がつく。

（……俺は、今、どこに立っている？）

　フリートヘルムの親友で、家柄はグイード派。双方に義理を立てどちらにもつかず、中立を保ってきた。だが、心情的にはフリートヘルム派だったはず。なのに、今、明らかにレティ側からこの事件を見てしまっている。真っ先に兄に殺されかけたかもしれないレティを心配してしまった。フリートヘルムを疑うのか!?　と激げき怒どすることもなく。

（目の前で命を助けられたんだ。王女側に心情が偏かたよるのも当然だろう）

　理由をつけ、自分を納得させる。少しずつ生まれ始めている感情に薄々気づいてはいるが、まだ認めることはできない。

「姉上はどうでした？」

　デュークがレオンハルトを見つける前に、レオンハルトがデュークを見つけた。やつれているように見えるのはお互い様だ。この三日、レティの容よう体だいが安定するまでほとんど寝ていない。

　レオンハルトが真面目な顔をしていると、流石さすがにレティと姉し弟ていなのだとはっきりわかる。普段は眼鏡めがねによれよれの白い上うわ衣ぎを着て、早口で研究について語りに語る奇き人じん変へん人じんの代名詞だが、こうやって眼鏡を外していると繊せん細さいな美形と呼べる容姿をしていた。

「貴方を呼ぶように伝言を頼まれました。それと、他の者は入れないようにと」

「ならどォも～警護ご苦労様でしたァ。お気をつけてお帰りクダサイ～」

　だが口を開けば印象はやっぱり元に戻った。ハンカチをひらひら振り回し、追い出すがごとく見送り態勢に入った残念な男、レオンハルト。

　頼まれていた警護が終わったデュークは、一礼して出ていくべきだろうとは思うが足がなかなか動かない。

「おやァ？　帰らないんですかァ？　でもダメですよ、貴方の疑いは晴れたわけではありませんしぃ」

　レオンハルトは全てを見透かしたような目つきで腕組みをして、デュークに対しにっこりと笑う。

「残りたかったら、姉上の騎士にならないと」

「――そのようなつもりはありません。では失礼します」

　はっきりと拒きよ絶ぜつの意を表し、デュークは踵きびすを返す。その姿を見送りながら、レオンハルトはにやにやと口元を歪ゆがめた。

「んんーアハァ。姉上、思ったよりこれ脈みやく有りじゃありませんー？」

　デューク・バルヒェットについてあちらこちらで色々な話を聞いていたから、あ～これは駄だ目めだ～と思っていたが、そうでもなさそうだ。んっふふーと鼻歌を歌いながら、レオンはレティの部屋へと向かった。







　レティはレオンハルトから状況報告を受け、あれこれ指示を出してからもう一眠りする。そしてふと目を覚ましたとき、扉からノックの音が聞こえた。

「どなた？」

　様子を見に来たメイドか、それともレオンハルト以外の弟てい妹まいか。――もしくは招かざる客かと意識を右手に集中する。

　だが、勝手にドアを開けて入ってきたのはある意味招かざる客で、ある意味レオン以外の弟妹に属した人間だった。

「よ！　元気……なわけねーか、と思ったら元気だったな」

　扉が開いた瞬間に飛ぶレティの枕。だがそこは長年の付き合いの兄だ、長ちよう兄けいフリートヘルムはレティに顔面へ投げられた枕を難なく受け止めて、ぽいっと投げ返した。

「レディの寝室に断りなしに入るのはマナー違反よ！　外で二百を数えてから出直しなさい！」

「いや今更お前のネグリジェ姿を見てもどうも思わなっと、失礼しました二百を数えさせていただきます」

　今度は堅かたい本が飛んできて、フリートヘルムは一時撤てつ退たいとドアの外に逃げる。二百を律りち儀ぎに数えてから入れば、完璧なドレス姿のレティが椅子に座って出迎えてくれた。

「別に寝たままでもいいんだけどな。まだ調子よくないんだろ？」

「後は寝てれば治るわ。それでどんな用件？」

「見舞いに来たに決まってるだろ。レオンから探さぐり入れられ放ほう題だい。これは何かあったなと心配するって」

　そう言いながらこの部屋の主あるじのように長椅子に踏ふん反ぞり返る。

　第一王子フリートヘルムは艶つやのない金髪に緑色の瞳を持ち、レティやグイードとは違う方向ではあるが相当の美形。武ぶに秀ひいで、度ど量りようが大きく人を惹ひきつけるカリスマを持ち、騎士に限らず様々な者が忠誠を誓っていた。おまけにセブンスヘブンと呼ばれる騎士達は超がつく一級品。

（本当に苛いら々いらするわ。誰がどう見たって、わたくしより王に相応しいってところが！）

　理り不ふ尽じんな八つ当たりを心の中でしつつ、レティはふんと鼻を鳴らす。

「見舞いは建たて前まえでしょう？　本ほん音ねはどこ？」

　ここには今、水しかないわよとレティはメイドが替えてくれたばかりのゴブレットに水差しから水をだばだば注いだ。本当にただの水をよこされたフリートヘルムは、まるで極ごく上じようのワインが入っているかのように優雅に口をつける。

「いやさ、俺の親友を口く説どいてるって噂うわさだから。その辺訊ききたいとは思ってたけど」

「噂そのままよ。デューク・バルヒェットはわたくしのナイツオブラウンドの第一席にほしくて現在口説き中。あとは貴方のセブンスヘブンから四人ぐらいほしいのだけれど、その気になったら教えてちょうだい」

　ふぅん？　と面白そうにフリートヘルムは返事をし、ゴブレットを置いて立ち上がった。

「……なあ、なんで『知ってた』んだ？」

「何を？」

「『レティもお兄さまといっしょがいい！　いっしょにお勉強するの！』――とか昔は言ってたよなぁ。あーあ、あの頃はほんと可か愛わいかった」

　十年以上前の話を持ち出され、レティはぐっと眉間に皺しわを一つ足した。どうして年を取るとどうでもいいことばかりしっかり覚えていて、どうでもよくないことを忘れるのだろうと、まだまだ若い二十三歳の兄に対して思う。

「お前は帝王学も歴史も法学も勉強したがって、教師もやりたがるならと教えた。あのときは兄の真ま似ねをしたがる可愛い妹だと思ってたけど、今となってはあのときにもう、自分が王になるってことを知っていたように思えてくる」
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　レティの目の前に立ち塞ふさがったフリートヘルムはそのまま覆おおい被かぶさってきた。片手を長椅子の背に乗せ、レティの逃げ道を塞ぐ。こんな体調では満足に動くことなんてできないのにとレティはため息をついて、聞き分けのない子どもに言い聞かせるように言った。

「あのね、知るわけないでしょう。想像したことすらないわよ」

「勉強のことだけじゃない。俺とグイードが争っている間、お前はずっと中立の立場を保った。『国を二分する争いに加か担たんしてはならない』って言い含めてくれたおかげで、今となっては俺達以外の王子王女は全員中立派という名のレティーツィア王女派だ。俺と同どう腹ふくの弟妹までな。――もしかして王になるための足場固めをずっとしてきたのか、とか思うだろ？」

　フリートヘルムの言う通りだ。レティはあの王達の会議の間で、いずれ自分が王になる定めを背せ負おっていることを幼い頃に自覚した。受け入れたのはもっと後だが、受け入れたならば最さい善ぜんを尽くそうと準備をしてきた。争い事が嫌いな平和主義の中立派のふりをして、弟妹を全員味方につけたのも確かに事実。

「――本当に、偶然よ」

「その割には落ち着いてるなあって思えるんだよ。いきなり女王に選ばれて、戸惑ったり焦あせったりしないのかって」

「そう見えるだけでしょう。他人の内面なんてわかるわけがない」

　誰が相手だろうが弱みなんか見せてたまるもんですか！　と意気込んだところで、唯一デュークにだけは王達の肖像画が並ぶ長廊下ロングギヤラリーで見抜かれたことを思い出す。

（偶然よ、そう偶然。そんなに洞どう察さつ力りよくがあるとは思えない）

　内心の動揺を余よ所そに、顔だけは表情一つ変えず澄ましてみせた。

「ならその今だから言える内心、そろそろ見せてもいいんじゃないか？」

「何を見せろっていうのかしら」

「俺とグイード、どっちが王に相応しいって思ってた？　いやさ、お前がデュークと同じようにどっちにもつけなかったってのは理解できる。でもそれは表面上のことだ。実際、内心ではどう思ってたんだ？」

　レティはフリートヘルムの意い図とが読みきれなかった。仕方なく当たり障さわりのない答えを返す。

「血筋で言うならば弟のレオンハルトよ。第一王妃が生んだ王子ですもの」

「あーあ、お手本のお返事しやがって」

　真顔から一転、ちえっと拗すねたような顔をして子どもっぽい姿を見せるところが、この兄の人たらしなところだ。

「そうだよなー。本当はお前じゃなくてレオンだったんだよな。ああじゃなきゃなぁ……」

　ソルヴェール国の王位継承権についてここまで拗こじれたのは、複雑な事情がある。

　代々国王は跡継ぎが生まれない場合に備え、第三王妃まで持つことが許されていた。

　第一王妃になかなか子ができなかった当代は、やむを得ず後から第二、第三王妃を迎えることになった。そして第一子であるフリートヘルムを第三王妃が身ごもると、皮肉なことに第二子であるグイードを第二王妃が、第三子レティーツィアと第四子レオンハルトを第一王妃が産んだ。

　順当に考えて、フリートヘルムとグイードを避さけて王位を継承させるために選ぶ者は、第一王妃が生んだ男子のレオンハルトだったはずである。だが奇人変人の代名詞に次代の王位を継がせることは流石に憂ゆう慮りよしたらしい。まだしもレティーツィアの方が――と、考えたのは誰もが容よう易いに想像できた。

「あくまでも三人の男からこぼれ落ちてきた王位でしょう？　納なつ得とくいただいたところで、夫候補の肖像画を全部持ち帰って。全員お断りするわ」

　レティはさあ帰れと追い出しにかかった。ついでに大量に持ち込まれた夫候補の肖像画と資料のお帰りも願う。断っても断っても新しく送りつけてくる執しゆう念ねん深さは、デュークに言わせるならば『兄妹そっくり』である。

「この俺が顔よし家柄よし多分性格よしを選んだのに何が不満だ？　どういう男ならいいんだ？」

「顔は獅子王アレクサンデル、女王の夫としての能力は内政王カールハインツ、性格は隻腕王オスヴァルト。そういう男がいたら結婚してもいい」

「……それって誰とも結婚する気ないって意味だろ」

　隻腕王ってどっかの物語の王だっけ？　聞いたことねぇなーとフリートヘルムは首を傾かしげる。

「でもまあそろそろ帰るな、お前倒れそうだし」

　レティがさり気なく話題をそらしたことに気づきながらも、フリートヘルムは引くことを選んだ。長椅子についていた手を離し、ごちそうさまと嫌いや味みったらしく水についての礼を言う。

「もう大丈夫って言ったでしょう」

「その顔色見て大丈夫と思うかよ」

　鏡見てみろと鏡きよう台だいを指さし、フリートヘルムはドアノブに手をかけた。

「――難しいな、一度拗こじれると」

「え？」

「本当に、そういうつもりじゃなかったんだけどな。結局腹の探り合いで終わる。多分俺から折れなきゃ駄目なんだろうけど、難しいなこれ」

　またなとフリートヘルムが部屋から出ていってからレティはその言葉を理解し、がっくりと脱力して頭を抱えた。

「ああもう……っ」

　まさか、本当にまさか、本当にただ心配して見にきただけだったなんて、思わなかった。だって一度自分たちはもう駄目だろうと諦めてしまったのだ。

　小さい頃のフリートヘルムとグイードとレティはいつも三人一緒で、母親がそれぞれ違ったけれどとても仲のいい兄妹だった。でも大きくなるにつれ、フリートヘルムとグイードの仲は急激に悪化し、王位を巡って度たび々たび衝突する。レティにできることは間に入って二人の争いを仲ちゆう裁さいするために走り回ることと、どちらの陣営にもつかないと示すために距離を置くこと。気がつけば三人の仲は冷めきり、会えば腹の探り合いと嫌味の応おう酬しゆうだ。

「……そういうつもりなら、ちゃんといいお茶も、お菓子も出したわよ……」

　毒殺騒ぎがあった後だ、フリートヘルムが手をつけるかはわからないけれど、もてなす気持ちを表すことぐらいはできたはず。

「一度拗れると、難しい……か」

　それに関しては同意すると、珍しく兄妹の意見が一いつ致ちした。







　　　　第二章　王女の茶会




　レティーツィア王女毒どく殺さつ未み遂すいの騒動は表おもて沙ざ汰たにはならず、体調不良で済すまされた。となれば表に出てくる『ただの微熱』や『今回は回復に向かっている』等の情報は意い図と的てきに流されている偽にせの情報。デュークはその後レティが本当にどうなったのかを知る術すべがなく、レティの離宮がある王宮の東方向をついつい眺ながめてしまう日々を送っていた。

「先輩、もうお父さんの風か邪ぜって大丈夫ですか？」

「風邪……あーそうだな元気だ元気。大丈夫、親父おやじ殿どのはまだくたばらん」

　レティが生死をさまよっていた三日間、デュークはバルヒェット男だん爵しやく、つまり父親の風邪で呼び出されたという噓うそをついてレティの警護を行っていた。うっかり作った設定を忘れそうになり、危ない危ないと気を引き締しめる。

「そういえば王女様も風邪らしいですね」

「らしいな。そっちも簡単にくたばるようには見えないから大丈夫だろ」

　そうに決まっている、と若じやつ干かん願望込みの返事をする。あのしつこい勧かん誘ゆうも我が慢まんするから、元気な姿を見たいと思ってしまうぐらいには、レティを気にしているらしい。

「『へぇ、これだとどっちかわからないなあ』」

　死んだ方が『普通の人間』のはずだったんだけど、とアストリッドはぼんやりと思う。デュークは突然意味不明のことを言う後輩に首を傾かしげた。

「なんの話だ？」

「え？　俺、何か言いました？」

　アストリッドの本気の顔に、デュークはあれ？　俺の聞き間違いか？　と首を捻ひねる。だがすぐに心はレティのことに戻っていて、いっそ今どうしているのかフリートヘルム殿でん下か経由で探さぐってみるか？　と思い始めた。

　そうやって迷っているうちに、レティーツィア王女その後情報は、情報ではなく本体が飛び込んでくることとなる。




「……どうも、お元気そうで何よりです」

「ええ」

　城下町でケンカがあると呼び出されて仲ちゆう裁さいに駆かけつけ、やれやれやっと片づいたと王宮内の営えい所しよに戻れば、我が物顔でそこにいた当の本人レティーツィア王女殿下。誰もが遠巻きに「美しい……」「さすが……」と夢みるように呟つぶやいている。

　見た目に騙だまされるな！　とデュークは叫びたかった。中身は、下手すれば騎き士し団だんの男より漢おとこだ。

「生あい憎にくまだ忙しくて。長居ができなくてごめんなさいね」

「長居は間に合っております。で、ご用件は？」

「招待状を渡しにきたの」

　そして懐ふところから取り出した紙をデュークに渡す。お上品で白くて綺き麗れいな封筒は、赤い封ふう蠟ろうで留とめてある。指でべりべり開けたら顰ひん蹙しゆくを買いそうだ。

「あ！　先輩！　俺、ペーパーナイフ持ってきますね！」

　デュークはアストリッドが取ってきてくれた、なんだかやたらと高そうな年代物のペーパーナイフを使い、びりびりと端はしを破いていく。

「悪いな」

　持ってきてくれたアストリッドに礼を言ってナイフを返し、招待状を開いて、中に書いてある文字を読んだ。

「お茶会？」

「ええ、そう。この間のお礼」

　確かにレティはデュークに『お礼はする』と言っていた。それを本当に実行するのは律りち儀ぎだと感心するが、もうちょっと手段を選べなかったのかとげんなりする。次期女王陛下のお茶会の招待客に、たかが男だん爵しやく家けの自分がまじるというのは、身分が違いすぎて浮くだろう。その姿が今から目に見えるようだ。

「……とても光栄なお誘いなのですが、まだ男爵位すら継ついでもいない身の上としては別次元すぎて居い所どころがないので、お断りします」

「そう言って断ると思ったから、ごくごく身内だけの小さなものにしておいたわ。この通り元気になりましたって見せるためのものだし、わたくしも大げさにはしたくなかったの」

　デュークはレティから渡された上品な招待状をもう一度眺めた。デュークは一応貴族だが、一応である。男爵家でも貧乏な方なので、お茶会だとか観劇だとか、こういう貴族のたしなみというものに馴な染じみがない。

「もし恋人がいたら連れてきて。女王になった後ではわたくしもなかなか時間取れないでしょうし、未来の主しゆ君くんに今のうちに挨あい拶さつさせておきなさい」

「いやいや、広こう義ぎでいえば確かに未来の主君ですが、狭きよう義ぎの主君にはなりませんので」

　相変わらず騎士にする前ぜん提ていで話してくるレティに対して油ゆ断だんも隙すきもないと思いつつも、デュークはごくごく身内なら少し顔を出すぐらいはするかと諦あきらめる。お気持ちだけでなんて言った日には、レティが護衛を引き連れて当日迎えに来るぐらいはしかねない。

　それでも騎士団の方で何かあったら欠席しなければならないので『考えておきます』と曖あい昧まいな返事をするに留とどめた。用件を終えたレティを騎士団の営所を出るところまで送って、やれやれと思わずため息をつく。それにはおそらく安あん堵ども含まれている。

「恋人か……夜会と違ってパートナー不在は別に非ひ礼れいに当たらないよな？」

　貴族マナーが完璧な親友に一度訊きくかと思ったところではっと我に返った。

「ちょっと待て……あれのごくごく身内って……」

　うっかり聞き流したが、『王女のごくごく身内』は当然王族だ。規模が大きいお茶会なら王族だけではなく貴族も来るだろうが、この場合は王族しかこないだろう。

「……逆にもっと浮くだろうが！」

　レティはわかっていて勘かん違ちがいさせる言葉を選んだに違いない。しまった騙されたとデュークは少し前の己おのれを罵ののしった。元気になればなったで、面めん倒どうなことにまた巻き込んでくる。レティがいつもの調子に戻ったことをよかったと言いそうになる自分を叱しつ咤たし、巻き添えにする相手を探した。

「アストリッド、お前、明後日あさつては暇ひまか？　暇だよな？　よし、先輩に付き合って王女殿下のお茶会に出席しろ」

　お相手は、近くにいたレティを綺麗だと見るだけで喜んでいた後輩に決定。案の定アストリッドはこのお誘いに乗ってくる。

「え？　え？　いいんですか？　俺は平民ですけど」

「平民だから誘ったんだ。居所のない俺のために話し相手になれ。茶を一杯飲んだらすぐ帰る」

　ほえーと想像がつかない世界をアストリッドは頭の中に思い浮かべた。しかし明確な輪りん郭かくを得るのはあの綺麗な王女様だけである。

「あ、手て土産みやげってどうしたらいいんでしょうか。何か決まりとかありますか？　城下町にお勧すすめのおいしいパン屋がありますけど」

「……お前といると、時々俺が馬ば鹿かに思える」

　こうやって脳のう天てん気きに別次元を楽しめたらいいのだが、デュークは生き真ま面じ目めな質たちだったので、気苦労はきちんと背し負よい込む派であった。

「服装は騎士の正装な。マントと白手袋忘れんなよ。あと、ブーツ磨みがいておけ。泥を持ち込むな」

「はいっ！　マントって入団式のときに着た灰色のですよね？」

「そうだ、まだ灰色か？　汚れがひどかったら他の奴に借りてこい」

「大丈夫です、た、たぶん……？」

　王立騎士団は大きく十階級に分けられる。アストリッドを含めた新人の第十騎士のマントはラインが入らない灰色、第一騎士である騎士団長のマントはラインが入った黒。階級が上がるごとにラインが増えたり、色が濃くなったりし、一目でどの階級に属しているのかわかるようになっている。

「……マントの色は逆にすべきだな。若い奴やつほど汚れて騎士団長色に近づくのに」

　その騎士団長色に近づきつつあるマントを持つ後輩は、王女様とお茶会だ～とうきうきしている。アストリッドとは対照的に、デュークはなんでこういうことになったのかと一人反省会を開く羽は目めになった。







「本日はお招きありがとうございます、王女殿下」

　ご機き嫌げん麗うるわしく～だとかお決まりの挨拶を必死に叩たたき込んできたデュークは、慣れぬ言葉のせいで棒読み口調になる。その後はレティの白く細い手を取り、うやうやしく唇くちびるを落とす真ま似ねをした。

「ようこそおいでくださいました。本日はごゆるりとなさってください」

　流石さすがのお手本王女様だけはある。にっこりと完かん璧ぺきなお客様用笑顔で受け答え、それからデュークの後ろに視線を移した。

「第十騎士のアストリッド・ガルです。本日は同席をお許しいただきありがとうございます」

「お噂うわさは弟からも聞いております。お若いのに素晴らしい剣の使い手だとか」

　のちほど是ぜ非ひ武ぶ勇ゆう伝でんをお聞かせくださいと、レティはアストリッドに向かって微ほほ笑えんだ。デュークはアストリッドが絵かい画がの女神がそのまま出てきたようだ……と頰ほおを染めて感激するのを見なかったことにする。『見た目に騙されるな！』と何度言ったところで聞こうとしないので、デュークは忠ちゆう告こくすることを早々に諦めていた。

「それではこちらへ……」

　レティが庭へと案内すれば、フリートヘルムが子どもを右手に一人、左手に一人持ち、振り回して遊びに付き合っていた。こちらに気がつくと、子どもを下ろしてデュークにようと軽く片手を挙あげて挨拶する。

「あれ？　後ろアストリッド・ガル？　ちょうどいいや、勧かん誘ゆうしておこう」

　フリートヘルムはデュークとの挨拶もそこそこにアストリッドの肩をばんばん叩き、セブンスヘブンに入らないかと口く説どき始めた。その隙にレティはデュークに対しちょっと、と冷たい声で話しかける。

「わたくしは『恋人』を連れてこいって言ったのだけれど――……その、まあ、そうね、仕事がしっかりできるなら、私的な趣味には口を挟はさまないのが度ど量りようの大きい主しゆ君くんね」

「おいコラなに勝手にとんでもない誤解して納得してるんだ」

　レティが何を誤解したのかデュークは悟さとり、慌あわてて違うと言い訳する。

「今は恋人はいない。アストリッドは話し相手に連れてきたんだよ、王族のみの茶会なんか浮きすぎて身の置き所ないだろうが」

「ああそう。そういうことなのね」

　本気で安堵したようなレティの様子が更さらにげんなり感を増ぞう幅ふくさせる。

「年長男だけのテーブルにしておいたからそう気を遣つかうことないわ。後輩教育だと思って楽しんでいって」

　レティが言った通り、デュークのテーブルには男だけかつ十六歳以上二十三歳以下の年長組でまとめてあった。だがフリートヘルムとデュークとアストリッドとレオンハルトという組み合わせでは話も気も合うわけがなく。

「デューク先輩、これすごい！　こんないい香りのお茶生まれて初めてです！」

「………そーかよかったな」

「………」

「………まあ、グイード兄上が来ないだけでもマシだと思いましょうよアハハ」

　レオンハルトが言う通り、もしここにグイードがまざれば……いまいち気まずい程度では済まない。さあ帰ろうと意見が珍しく満まん場じよう一いつ致ちすることになる。

「じゃ、弟達と心の触ふれ合いしてきますんでぇ」

　一足先にこのなんともいえない空気が流れる空間を脱出したのはレオンハルト。自分のティーカップとお菓子の皿を手に抱え、別のテーブルへ移った。取り敢あえず世間話ぐらいはできる組み合わせになったテーブルで、デュークはフリートヘルムに話題を振る。

「……殿下はレティーツィア王女殿下と仲がいいのか？」

「よくねぇよ。呼ばれたのもこの間の詫わびだろ」

「詫び？」

「見舞いに行ったらゴブレットに水を出された」

「あー……」

　それはすごいなとデュークは苦笑した。そのゴブレットに水を入れて出したレティは、小さい子どもがいるテーブルで穏おだやかに笑って、あれこれと皆に話しかけている。

「みんな弟てい妹まいか？」

「いや、従弟いとことかもまじってる。でも兄弟でも兄弟って感じがしないのが、俺が駄だ目めな兄って証拠だ。こういうところで差がついていたのかもな」

　レティを認めたとも取れる発言をするフリートヘルムに対し、デュークは意外さを隠せない。そんなデュークにフリートヘルムは苦笑して、仕方ないだろとこぼした。

「俺だって自分のことばかり考えていられない。これでも国のことを第一に考えているんだ。……国を二に分ぶんして、血を流したいわけじゃない」

　第一王子として生まれ、いずれは王位を継ぐと言われ育った誇ほこりは捨てきれない。グイードは無理でも、レティーツィアならぎりぎりのところで納なつ得とくしてやる。ただし、立派な王にならなければ蹴け落おとす。これがフリートヘルムの妥だ協きよう点てんだ。

「……殿下が王になっても、立派な王になったと思うぞ」

「『も』、ねぇ。複数形の相手は誰だこの野郎。まあお褒ほめの言葉はありがたく受け取っておこうか」

　たわいもないことを言い合ってたら、レティが振り返り、デュークたちのテーブルを指さす。そして小さな少女が一人レティに手を引っ張られてやってきた。

「アストリッド、挨拶の練習の相手頼める？」

「うぇっお、俺ですか!?」

　小さな王子に話しかけられていたアストリッドは、突然のご指名に驚く。

「見知らぬ男性相手がいいの。緊張するぐらいが本番に近いから。さあ」

　レティに優しく促うながされた少女はスカートの裾すそをつまんで持ち上げ、腰を屈かがめた。

「え、と……おはつにおめにかかります、ミスティ＝ファル＝エーデルともうします」

「第十騎士のアストリッド・ガルです、お目にかかれて光栄です」

　そこでアストリッドはミスティの手を取り、キスをするふりをするのだが、身長差がありすぎてなんだかさまにならない。

「アストリッドー、そういうときは、膝ひざをついて視線を合わせてやるんだよ」

「あっそ、そうなんですかすみませんっ！」

　フリートヘルムの助言に従い、アストリッドは膝をついてからうやうやしくキスを落とした。ミスティはレティを見上げ、どう？　できた？　とキラキラ眼を輝かせる。

「上手にできていたわ」

　レティに頭を撫なでられて大喜びする姿はまだまだレディではなく子どもだ。微笑ましい光景に流石のデュークも自然と頰が緩ゆるむ。

「フリートヘルムお兄さまだっこ！　さっきのつづき！」

　いつの間にか他の弟妹も近寄ってきて、フリートヘルムの腕を摑んでぐいぐい引っ張り始めた。苦笑しながらもわかったわかったとフリートヘルムは立ち上がる。

「順番なーお兄様はもう若くねぇからあんまり無理させんなよ。アストリッド、お前も手伝え」

「はいっ！」

　広いところで順番に王女王子たちを振り回すフリートヘルムとアストリッド。レティはお守もり役ができて手が空あき、デュークの隣の椅い子すに座った。

「いいのか？　フリートヘルム殿下だけ呼んで。均きん衡こう保つんだろ」

「次はグイード殿下を呼ぶから。来るかどうかはわからないけれど」

「次？」

　これは快かい気き祝いわいのお茶会とか言っていたはずだったとデュークは聞き返した。レティはそれも兼かねているけど、と前置きして本当の目的を話す。

「月に一度、弟妹の教育のために開いてるのよこのお茶会は。小さい頃から自然に身につけておけば社交界デビューで恥をかかなくて済むから。来たければまた来て、歓迎するわ」

　こういう『姉』をきちんとやっているからこその最大派閥、中立派だ。デュークはいつも高たか飛び車しやで女王様な姿ばかり見せられているから、こういう優しい姉であるレティを見ると落ち着かない。

「――これっきりでいい。こういうのは居い心ごこ地ち悪い」

「わたくしの騎士になればそうも言っていられないでしょう？　今のうちから慣れておきなさい」

「いや、騎士になることはないと何度も」

　隙すきあらば騎士になる前ぜん提ていで話してくるレティに、デュークは一々訂てい正せいを入れなければならない。そんな馴な染じんできたやり取りをしていると、ふとレティが誰かに似ている気がして、すぐに納得した。今ここで弟王子と妹王女に囲まれて遊び相手になっているフリートヘルムだ。

「兄妹似ているな。特に人の話を聞かず自己完結するところが」

「よく言われるわ。見た目はグイード殿下の妹で、中身はフリートヘルム殿下の妹って。どちらも半分しか血は繫つながってないのだけれど。……そろそろお開きね、もうお勉強でなくて遊びに入っているもの」

　レティはそろそろ帰る時間よと皆に告つげ、それぞれの乳う母ばや教育係に一人一人弟妹や従弟たちを渡していく。残ったのは年長組の面々。

　特に何事も起こらず、平和なお茶会だったといえるだろう。弟妹の教育のため、デュークと親交を深めるため、兄との関係改善のきっかけのためと相変わらず打だ算さんだらけのお茶会だったが、結果は及きゆう第だい点てんってところかしらとレティは納得し、にっこりと笑顔を作った。

「本日はありがとうございました。また是ぜ非ひ……」

　主しゆ催さいとしてお茶会を締めくくる挨拶を始める。だがそのときレティの背後にある大たい樹じゆの枝葉が音を立てて揺れた。

　そこからの行動は皆早い。フリートヘルムがレティを自分に引き寄せ、デュークが前に立って後ろに庇かばい、アストリッドは剣を抜き駆けだす。

　庇われたレティはあっという間の出来事に驚いたが、恐きよう慌こう状態になることはなく冷静だ。すぐに何があったのかを見極めるために、フリートヘルムの腕の中からアストリッドに視線を向ける。

「先輩！　援えん護ごお願いします！」

　アストリッドはテーブルの横をすり抜けた際に空のカップをひったくる。そしてそのままの勢いで、葉が揺れた枝へと投げつけた。だがカップが枝に当たり破は片へんが散らばる頃には、皆目を丸くすることになる。にゃーと高い声が響き、黒いかたまりがアストリッドへと落ちてきたからだ。

「えっうわっわっ！」

　黒い柔らかい毛玉を慌ててアストリッドは受け止めた。まんまるな眼め、伸びた尻しつ尾ぽ。まさに猫としか言いようがない物体である。

「……猫、みたいですね」

「一応確認しとくか、上がってこい」

「あ、はい、猫頼みます」

　アストリッドはひょいひょいと身軽に樹の幹みきを登っていく。そして本当に何もないことを確認してそのまま飛び降りて綺麗に着地した。

「猫でよかったねぇ、驚いたよ。あ、これいい連れん携けいって意味も込めてだから。もう三人まとめて姉上の騎士になったらどうですアハハ！」

　唯一動かずただ見ていたレオンハルトの茶化すような声に、はっと我に返ったのは二人。フリートヘルムは腕の中に庇った妹から慌てて離れ、デュークは剣の柄つかを摑つかんでいた手をわきわきと居心地悪く動かす。

「い、いやっこれは騎士の反射としてつい！」

「へぇ、そう」

「おお俺もいつもグイードに狙ねらわれてたから思わずというか……！」

「へぇ、そう」

「大事にならなくてよかったです……あ！　カップ割ってしまってすみません！」

「いいのよ。助けてくれてありがとう」

　素直なアストリッドに対してだけレティはにっこりと微ほほ笑えんだ。思わず意地を張って言い訳をしてしまったデュークとフリートヘルムは、俺たちは馬鹿だと呟つぶやき合う。ここはアストリッドみたいに無事でよかったとさらりと流せば、それで終わる場面だったのに。

「あーもう猫よこせ、適当なところで放り出しておく。茶も菓子も旨うまかった！　じゃあな！」

　猫の首根っこを捕まえてフリートヘルムはさっさと歩きだす。爪つめを立てられたのかいてぇ！　と悲鳴が聞こえ、あらあらとレティは呟いた。素直でないのはお互いさまのようだ。

　関係改善に時間がかかりそうな兄のことはひとまず置いておき、問題はこちらだと残っている男たちを見る。レオンハルトがアストリッドの騎士服についた猫の毛取りの手伝いをしているのをちらりと見てから、デュークに向き合った。

「デューク、ありがとう」

　レティからまさかの感謝の言葉にデュークはどう返事をしたらいいのかわからずたじろぐ。先程、騎士の反射とか言ってしまった手前、感謝しろとか軽かる口くちを叩くわけにもいかない。

「……いや、それは……別に」

「わたくしの騎士になったら礼は言わないわよ、当たり前なんだから。もらえるときにもらっておきなさい」

「だからだな……」

　あーもーどうして話が通じないんだとデュークはこめかみを指で押さえた。

「あのな、さっきの見たか？　アストリッド、いい騎士だろ。平民出身の無所属、ちょっと若すぎるとは思うが実力は既すでに騎士団のトップクラス。俺の見立てでは本人もそれなりに乗り気のようだし、あいつにしておけよ」

「アストリッド・ガルね。確かにいい素材だけど……」

　弟のレオンハルトも推すい薦せんしてきた騎士。レティは既に調査を済ませ、ある結論に至った。

「御ぎよする自信がないわ。あの子、普通の騎士ではない。厄やつ介かいね」

「……おい」

「他人を見る眼だけは鍛きたえろって、曾ひいが何個もつくお祖じ父い様さまに口くち酸すっぱく言われ続けたもの。眼には自信があるわ。――だから貴方あなたを選んだのよ」

　レティはそれ以上は言わず、この件に関してはこれで終わりと意思表示をする。デュークはレティの観かん察さつ眼がんの精せい度どに、内心舌したを巻いた。

　デュークもアストリッドをただの平民とは思っていない。本人は何も言わないが、新人のくせに躊躇ためらわず人を斬きれる思い切りのよさを見て、おそらく、以前は傭よう兵へいでもしていたのだろうと見当をつけていた。そのことを一発で見抜いたレティは、吞のん気きに育ったお姫様には見えない。

　レティはなんでもない顔をしながら、アストリッドが登った樹の高さを眺め、一歩前へ足を踏ふみ出す。こつりとヒールが音を鳴らした。レティだけが気づき、他の男達は気づかなかったことが一つある。淑女レデイ教育を受けてきたレティだからこそ気づいたことだ。




　――あの高さから着地の足音を殺せるって……嫌な想像しかできないのだけれど。




　淑しゆく女じよのたしなみの一つとしてワルツがある。夜会にワルツはつきもので、踊れないなんてことは許されない。更に上手に踊るための技術に『足音を殺す』というものがある。ガツガツ音を鳴らして踊るのは下品とされているため、できる限り音を殺し妖よう精せいのように踊ることが望ましいのだ。

「……要注意人物ってところね」

　月に一度行う弟妹の練習のための、デュークとの親交を深めるための、兄との関係改善のきっかけの、そんな意味を込めたお茶会は、最後に不安を残していった。










　その日は天気がよく風がない日。家庭教師にやってきたと、にこにこ顔の弟レオンハルトは、はいとレティに薄い外がい套とうを手渡した。嫌な予感がし、レティは着る前にどういうこと？　と尋ねる。

「いやあ美術品目もく録ろくの虫むし干ぼししてるんですけど、姉上も是ぜ非ひ」

「それはお勉強に関係あるの？」

「えー……あ、ほら、うちの王家が何を所しよ蔵ぞうしているのかとか、僕説明しますんでぇ。あ、ほら国宝ものの騎き士し王おう伝説の本の原本がありますよォ！　ほらほら、騎士王が邪じや悪あくな者と戦って勝つ～とか書いてあるアレですアレ！」

「それで喜ぶのは貴方ぐらいよ。わかったわ、手伝ってあげる」

　渋しぶ々しぶとレティは外套を羽は織おり、手袋をして古文書を持ち出すのを手伝うことになった。写本作ればいいんじゃないのと思っていたら、原本は偶たまには外に出して風に当てないとカビが生えたり虫がつくのだと説明された。確かに原本にカビが生えるのは困るわね、と埃ほこりをはたいて木の台に乗せて広げる。

「美術品目録に騎士王の剣だけでなく幻の十二本の剣も入ってるのが面白いなァって思いません？」

「そうなの？」

「本物かどうかはさておき、骨こつ董とう品ひんの錆さびて抜けないボロボロの騎士の剣はある。でも騎士王が自分の騎士に授じゆ与よしたとされる約束の剣の十二本は残ってない。カールハインツ王はないことをわかっててそれでもロマンで目録に入れたのか、それともその当時は本当に存在していたのか、この辺りが面おも白しろいんですよ歴史学ってのはンフッフ」

　ほら、とレオンハルトが見せてくれた目録一覧の剣の項こう目もく。確かに騎士の剣、そして騎士王クリスティアンの十二人の騎士が持っていたとされる約束の剣が、十二本分記入されていた。

「この目録、姉上お気に入りの内ない政せい王おうカールハインツが晩年に編へん纂さんしたんですよ。すごく手間がかかっただろうにご苦労さまですよねぇ」

「ああ、そういうまめな作業好きそうねあの人」

　実際にやったのは命めいじられた家臣だろうが、やろうと思うこと自体がまめだと思う。何を思って取り組んだのか訊いてみたいが、晩年のカールハインツにあそこで会ったことはないので、当時の本人からの答えは得られないだろう。

「姉上のそれ、久しぶりに聞いたなあ」

　レオンハルトは手に持っていた本を開いて、いつの間にか入り込んだ虫の死し骸がいを払った。

「それ？」

「歴史上の人物を自分の友達みたいに話す癖くせ。昔はそういう話し方で歴史物語を教えてくれたデショ」

「……そう、だったかしらね」

　レオンハルトは小さい頃は身体からだが弱かった。そのせいで母親はレオンハルトにかかりきりで、寂さびしい思いをしたことがよくある。そんな夜はあの王の会議の間に行き、歴代の騎士王の生まれ変わりと色々話して寂しさを紛まぎらわせた。そこで聞いたことを、弟に聞かせてやったことが確かにある。

「いやあ歴史戯ぎ曲きよく家かになれそうな面白い脚色のお話だったんでぇ、僕が歴史学者になったのは、そういう表に出てこない裏であったかもしれないロマンに魅みせられたんですよ。てことは姉上のせいってことですよねアハハ」

「他ひ人とのせいにしないでちょうだい」

　別の目録を手に取り、レティはページをぱらぱらとめくっていった。とあるページの書名一覧に目を留とめる。

「あら、この本……って目録に入れるような本なの？」

「原本はそうみたいですねぇ。王宮の閲えつ覧らん可能蔵書の本は写本みたいですよ」

　レティが気に留めたのは、獅し子し王おうアレクサンデルのその後についてを集めた本である。

　獅子王は最も信頼していた宰さい相しように革命を起こされ、若くして殺された。そして獅子王の忠実なる騎士が、晒さらされた死体を国外まで慟どう哭こくし続けながら引き摺ずっていったのだと、歴史の授業で習う。おかげさまで、獅子王の遺い体たいは王家の墓にない。

　墓所が特定できないせいで、獅子王には『実は死んでいなかった』説がこれでもかというほどある。諸しよ説せつをまとめた本が内政王の時代に作られ、その原本が目録に入ったようだ。

「これって学術的な本なの？　わたくしずっと噂うわさ話ばなしをまとめた馬ば鹿かげた本だとばかり」

「姉上の言う通りですよ、とんでも説ばっかりでしたとも。一番面白いのは『実は死んでなくて南の海の海かい賊ぞくとなり海上王国を乗っ取ってまた王様になった』という説で。もうこれ説でなくてただの小説ですねアハハ」

　本当にただの小説ねとレティは呆あきれる。一通り並べ終えたところで、レティは手伝うのはここまでとレオンハルトに言い、外套を脱いだ。

　どことなく埃っぽさが残っている気がして早く離宮に戻って着替えたいと思えば、王宮内を歩く足が自然と速くなる。一通り払いはしたが、どこかについているかもしれない。そんな姿を見られたくはなく、あえて人通りの少ない通路を選んだが、それでも一定の間隔で出くわす王宮の警備兵に頭を下げられる。いっそ湯でも使おうかしらと思ったところで足を止めた。気配を窺うかがって、ヒールの音を殺し、静かに進む。




「別にいいじゃねぇか。もう王位継けい承しよう争いは終わったんだし。さっさと腹くくってセブンスヘブンに来いよ。お前の席、空けてある」
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　聞こえたのは兄とその親友の声。こんな人ひと気けのないところでやることといったら、人に聞かれたくない本音の話に決まってる。

「無所属ってのは勿もつ体たいなさすぎるだろ、それだけの実力があるのに」

「あのなあ、王位継承争いが終わったなら余計にグイード殿下側に義理立てすべきだろうが。下したっ端ぱだが貴族世界ってのも面めん倒どうなんだよ」

　デュークとしては、はいこの話はおしまいと切り上げたかったのだが、フリートヘルムはそれを許さなかった。

「――そこでグイードの名前が出たのが意外だな。レティーツィアかと思った」

「それはもっとない」

　外そと堀ぼりを埋うめられているような気がしてきたデュークが馬鹿馬鹿しいと背を向ければ、肩を摑んで引き戻される。

「レティーツィアの騎士になるって意味をわかってるか？　――命じられたらこうやって俺を殺すんだ。お前、できるのか？」

　右手でデュークの喉のどに手をかけ、脅おどす。友情を試されているデュークと、本当にレティーツィアの騎士になるかどうか試しているフリートヘルム。

　そんな意地の張り合いを少し離れて見ていたレティは、声にならないため息を吐はき出した。

（デュークは最初から貴方しか選んでいない。その想いを疑うなんて馬鹿な真ま似ねはやめておきなさい）

　このまま二人が去るのを待っていたレティだが、両者の睨にらみ合いが続き、それでも互いに一歩も引かない様子を見かね、動くことにする。

「わたくしの騎士に手を出すのはやめてくださらない？」

「……レティーツィア」

「わたくしは人の傷口を抉えぐるような真似はしたくないの。貴方を殺すならデュークにやらせずに自分でやるわ。こういう風にね」

　フリートヘルムの背中にはひやりとした金属の感触。ぞっとする温度が強く伝わるのに、服や皮ひ膚ふが切れた様子はない。つまり紙一ひと重えのところで躊躇ためらいなく押しつけられている。一歩でも動けばレティの手の中の凶器が背中を襲おそうだろう。

「せめて手ぐらい震わせろ。可愛かわい気げがないな」

「次回はご希望にお応こたえしましょうか」

　降こう参さん、とフリートヘルムが両手を上げれば、やっと背後からレティは退しりぞいた。フリートヘルムは振り返って凶きよう器きを確認するが、既すでにどこかに隠した後らしい。

「……ま、そりゃそうか。俺たちに命を狙われているわけだし、護身用のナイフぐらいは持ち歩いているか」

「そういうことよ。口く説どくのに邪じや魔まだから先にお帰りになって」

「はいはい。デューク、またな」

　手をひらひら振りながら帰っていくフリートヘルムを見送った後、レティは『物ぶつ騒そうな友情ね』と軽口を叩いて嫌な空気を振り払ってやった。こうやって場を丸く収めることが様になっていて自分でも嫌になる。この八年間で中立を保つことが身に染みついてしまったようだ。

「……護衛、どうしたんだ？」

「宝物庫で幸せを満まん喫きつしているレオンハルトのところよ。わたくしの代わりに置いてきたわ。真っ昼間の王宮で襲ってくる馬鹿はいないわよ」

「それでも……いやもういい。俺が言ったところで聞くだけなのは理解した。それよりナイフ、どこに持っていたんだ？　物騒だな」

　デュークはその心こころ遣づかいに感謝して話題を変える。レティの体を上から下まで見てみるが、違和感を感じるところはない。相変わらず油ゆ断だんも隙もないと思っていたらレティはドレスの後ろのリボンに手を伸ばした。

「ドレスにナイフは無理よ。さっきのはスプーン」

「……は？」

「本物でなくていいの、背中に冷たい金属が当たれば勝手にナイフとか短剣かと勘かん違ちがいするから。スプーンならどれだけ強く押しつけても相手を切る心配はないし、何よりかさばらないものね」

　はいと取り出したのは銀のスプーン。噓うそだろと啞あ然ぜんとするデュークに肩をすくめ、レティは再び後ろのリボンにスプーンをしまった。

「お前、スプーンは護身にならないぞ」

「知ってるわ。……そもそも、わたくしに騎士なんて不必要なのよ。自分の身ぐらいは自分で守れるから。それでも体面上ナイツオブラウンドは必要だから貴方に頭を下げてるだけで」

「いや、だから下げてないだろ」

　デュークの言葉を黙もく殺さつしたレティに対して思わず突っ込んでしまい、そうじゃなくてと脱線しそうになった話を元に戻す。

「お前に度ど胸きようがあって頭がよく回るのはわかる。だがそれで切り抜けられない事態があるってことを自覚しろ」

「心配してくれてるの？」

「……そうだ。未来の女王陛下に何かあったら困る」

　躊躇った末に素直でない言葉をデュークは吐いた。

　レティはその気持ちだけは受け取っておくと言い、デュークを置いて王宮内を歩く。

「親友というのは厄やつ介かいね」

　レティは『心の底から主君を敬けい愛あいし命を捧ささげる』という本当の意味での騎士をデュークに求めてはいない。だがデュークは本当の意味でしか騎士にならないのだ。

「獅子王と革命王、彼らも親友同士だった。革命王は獅子王を裏切ったのに、革命王を憎にくまない……それだけの、絆きずながあったから。デュークも、お兄様もきっとそう」

　そこに自分が割り込めるのだろうか、と考えたら自然と足が止まる。

（わたくしに、フリートヘルムお兄様のような王としてふさわしい能力があれば……）

　いいえ、と首を振り、再び歩き始めた。無いものを誰かにねだっても仕方ない。なりたい自分になる努力を、自分でするしかないのだ。

「何度断られても諦あきらめないわ。デュークが騎士にしてくださいって泣いて頭を下げるまで粘ねばり続けてやる」

　デュークが聞いていたら勘かん弁べんしてくれとげんなりする決意を、レティは口に出して己おのれを激げき励れいした。







　レティが決意を新たにしたことを知らないデュークは、騎き士し団だんの営えい所しよに戻って食堂にやってきた。味はまあまあ、量はかなりの食事を受け取って、まだ使っていないフォークとスプーンを指先で遊ばせる。

「？　先輩？」

　通りがかった後輩の背中にスプーンを押し当てると、どうしたのかと振り返ってきた。

「アストリッド、背中に当てたの、何かわかるか？」

「へ？　……スプーンか、フォーク……あ、スプーンかな？」

「よくわかったな」

「フォークだったらもうちょっとちくちくするかなーって」

　デュークはスプーンを引き、三つ叉またに分かれているフォークを手に取ってそうだよなあと一人で頷うなずく。

「お前、ナイフとスプーンなら間違えるか？」　

「それは難しいですよ。丸みをおびたところも似てるし」

「丸み……あ、いや、料理のナイフでなくて、短剣……かな。武器の方」

　言われてアストリッドはそっちか、とうーんと唸うなった。

「それは間違えないと思いますけど。なんというか……気け配はい？　雰ふん囲い気き？」

「そうだよな……」

　今度はデュークがうーんと唸った。レティはスプーンだと言ったが、本当にスプーンなのだろうか。前にもカップを割ったスプーンといい、妙みようにひっかかる。

「これで二度目の違和感だ。気のせい――……とは言い切れないな」

　レティが隠し持っているのはスプーンでなく、何か別のもののような気がした。
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「美術品の目もく録ろく？　……それはとても手間がかかりそうな作業だな」

　王達の会議の間にて、レティは内ない政せい王おうカールハインツに目録の件について尋たずねてみた。この時代、つまり若きカールハインツはどうやらまだやろうとは思っていなかったらしい。

「だが何な故ぜやろうとしたのかはわかる。色々理由はあるが、そのうちの一つはおそらく美術品に紛まぎれたゴズ＝エナージーを一つずつ潰つぶそうとしたのだろう。騎士王の転てん生せいには若じやつ干かん時間がかかるようだから、私の代を逃のがすと次の騎士王が生まれるまでの王が面倒なことになる」

「ゴズ＝エナージー……？」

　何それと思ったのはレティと、レティの後の世代の王となる失しつ恋れん王おうルートガー。ルートガーは偉い大だいな功こう績せきを残す王で立派な諡おくりなもあるのだが、失恋回数とその落ち込みっぷりから、後世では失恋王の方が有名になってしまったらしい――とレティは更に後世の他の王から聞いた。

「ゴズ＝エナージーは騎き士し王おうクリスティアンの時代の遺い物ぶつ。騎士王が己の騎士に授じゆ与よしたという十二本の約束の剣を邪悪な者――つまり敵が模も倣ほうして作った武器。だが重大な欠けつ陥かんがあり、後世となる私たちの時代には呪いの美術品と誤解されることが多かった」

「どのような欠陥？　命を無くすとでもいうの？」

「ああ、その通りだ。ゴズ＝エナージーは所有者の命を燃やすことによって、絶大な力を与える。そのせいでおよそ半年で死ぬ。事情を知らない者には、ゴズ＝エナージーは『持ち主の死期を早める呪いの美術品』に見えるだろうな」

　物語に度々出てくる呪いの美術品のルーツとは、どうもここからきているようだとカールハインツは述べた。レティは歴史に隠された秘密を知りなるほどと頷うなずく。

「それはもうオレたちの時代にはないんですよね？　こっわァ」

　怖い怖いと失恋王ルートガーは肩をすくめる。

「おおよそは獅し子し王おうアレクサンデルの時代で、残りは私の時代でほぼ潰したと思うが……私の次の転生者となるレティーツィア女王の時代には一つ二つ、残っているかもしれない」

「どう対処したらいいの？」

「それは……」
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「……くせ者！」

　はっと目を覚ましたレティはベッドから飛び起きた。すぐに枕の下に隠し入れている短剣を手に取り、振りかざす。護衛が駆けつけるまで時間を稼かせげばいい。例え彼らが遅れたとしても、自分を守る術すべはある。

「誰か！　来て！」

　レティは暗闇の中、ドアの外にいる護衛に叫ぶ。すぐに強い殺さつ気きを感じ、とっさに呼び出した『何か』で暗くら闇やみを薙なぎ払った。キンと甲かん高だかい音が鳴り、『何か』にことごとく阻はばまれた何本もの薄うす刃ばのナイフは、レティに触れることなく床に落ちていく。

「……まさか、貴様が……」

　暗闇の中、暗殺者アサシンが呟つぶやく。レティはその鋭するどい緑の眼めとその声に既視感デジヤブを覚えた。これはどこかで見たことがあるはずと必死に記き憶おくを探る。

「何よ」

「き……」

「姫様！　ご無事ですか!?」

　ドアの外で叫んだ護衛の言葉に暗殺者は撤てつ退たいを選び、窓から音もなく飛び降りていく。どうやら侵入経路はここだったらしい。

「姫様!?」

　暗闇に満ちた部屋に飛び込んできた護衛は慌あわてたが、レティは冷静に大丈夫と応こたえる。

「刺し客かくは逃げていったわ。すぐに窓の下に警護をつけて。それから騎士団に連絡して後を追わせなさい。おそらく、追つい跡せきは無理でしょうけど」

　レティは矢や継つぎ早ばやに指示を出し、部屋から護衛を追い出した。すぐにシーツを広げ、暗殺者が落としていった薄刃のナイフで少し傷をつける。それをナイフの上に無む造ぞう作さに載せ、『シーツでナイフを搦からめ捕とった』ように見せかける。暗闇の中、どうやって飛んでくるナイフを短剣一本で叩き落としたのかを疑問に思われたら面倒だからだ。

「ああもう……ゴズ＝エナージーの話の途中だったのに」

　暗殺者によって現実世界に引き戻されてしまい、ゴズ＝エナージーなるものがどういうものなのか、どういう対処が必要なのかさっぱりわからないままである。だが今はそんな呪いの美術品の話を聞いたことはないし、また今度でいいかとやっと廊下に控えていたメイドを呼び、部屋に入れた。

「姫様、お部屋を片付けにまいりました。お休みになられるなら別室に支し度たくいたしますので……」

「いいわ、少し早いけれど今日はもうこのまま起きているから。温かいお茶を用意してくれる？」

「はい」

　本当ならふて寝を決め込みたいが、そうはいかない。今日はとても大事な日なのだ。

「一日の始まりがこれとはね……」

　レティの大事な一日は殺されそうになるところから始まった。大事なわけは、今日は初めて国政に参加――とまではいかないが、会議に出席を許され、国政とはどういうものなのかを見学することになっているからだ。兄二人はそれなりに参加してきたが、いずれは臣しん籍せき降こう嫁かするか他国へ嫁とつぐであろうレティには必要ないからと、今までその機会はなかった。

　国王の仕事は午前中に会議、午後からは視察や謁えつ見けんなどである。これからのレティは午前中を王宮で過ごし、午後は国王の代理として視察が増えていく。外交の一いつ環かんとして国外への招待にも、国王代理として積極的に行くことになるだろう。

「でも外交は……フリートヘルム殿でん下かが一番向いている」

　まず見た目がいい。相当な美形なのに人ひと懐なつこさが顔に表れている。度量が大きく人を惹ひきつけるカリスマを持つフリートヘルムには、外交を任せるに限るとレティは思っていた。本人は当たり前すぎて気づいていないかもしれないが、この人ならば任せても大丈夫だと思わせる安心感は、努力しても手に入るものではない。

「グイード殿下は内政に向いている。完全な宰相型ね」

　外交に向く第一王子とは違い、第二王子は緻ち密みつな計画力と実行力を備えていた。こうと決めたら確実に事を成すのは、はったりと柔じゆう軟なん性せいで流動的な外交を切り抜けていくことよりも、税金の管理や式典の計画指示、法整備等をするのに向く。こちらは実績を重ねることで、他人の信頼を得ていく。

　レティは間違いなく自分より王にふさわしい兄二人に対し、羨うらやましいと思わずこぼしそうになる。

「……兄二人が協力してくれたら、このソルヴェールは安あん泰たいなのに」

　もし三人で協力し合えたら、もしかすると三人王だとか兄妹王とかそういう諡おくりなが付くのだろうか。ありえない、だがあってほしい未来を考え、レティはガウンを手に取った。




「それでは、本日はこれで終了します」




　午前中の会議のあいだ、レティは心の日記帳にどれだけ名前を書き込んだだろうか。斜め前の大だい臣じんは半分ぐらい居眠りをしていたし、隣の隣の男は的外れなことを終しゆう始し言い続けていた。他には……と次々に出てくる苛いら立だちに、これでは絶対に諡が愚ぐ痴ち王おう間違いなしだと確信する。レティはひきつる愛あい想そ笑いをどうにかしようと書類で顔を隠し、眉み間けんの皺しわをごりごりと指で押した。

（老ろう害がい……って厄やつ介かいね。あと身分だけ高い馬ば鹿かって本当にどうにもならないわ。いえ、身分の低い馬鹿も本当にどうにもならないのだけれど）

　だからといって、今の自分にはまだ何もかもが足りなくてどうすることもできない。黙って会議に参加し、言葉の裏に隠された真実を読み取りながら未来に備えることが精一杯。

「レティーツィア王女殿下」

「あら、ブライトクロイツ伯はく爵しやく、どうかされました？」

「よろしければこの後、食事でもいかがですか？　今日の会議の話でも……」

　これからまた日記に愚痴の行数が増えるのかとげんなりしつつも、レティは嬉しいですわとにっこり言いながら、差し出された手に右手を重ねた。レティより少し年上の若いブライトクロイツ伯爵と今から繫つながりを作っておくのは、未来を考えればいいことだ。

「わたくしは、獅し子し王おうにも内ない政せい王おうにもなれないのね」

「王女殿下？」

　小さな呟つぶやきはブライトクロイツ伯爵まで届かない。どうしたのかと問う言葉に、レティはなんでもありませんと微笑みを浮かべてごまかした。

（わたくしは獅子王のように潔いさぎく切り捨てることも、内政王のように協力者であった自身の王妃がいなくなった後も一人きりで内政改革や外交革命を成せる天才にもなれない）

　能力がある者に対しては上う手まく手た綱づなを取って利用できるだけ利用し、信頼できる者がいれば見合っただけの信頼を返す。過去の名君達とは違い、中ちゆう途と半はん端ぱで、作り笑顔を浮かべ続ける、そういう王にしかなれないのだとレティは自じ嘲ちようした。







　それを見かけたのは偶然だったとデュークは言いたい。本当に偶然、街の見回り中に、金髪の女が目に入った。それだけだ。

「……」

　その金髪の女が、まさかのレティーツィア王女だったなんて、自分だって信じられない。ちなみに護衛はまた連れていなくて、お忍しのびなのだろうと一目でわかった。だが叱り飛ばすには場所が場所で、声をかけるのを躊ちゆう躇ちよする。

（……北の墓所って、誰かの墓参りか）

　王家の北の墓所は王族に連なる者が眠る立ち入り禁止場所。そしてその奥には地下に王だけの埋まい葬そう室しつが造られている。レティもいずれそこに埋葬される身の上だ、自由に出入りしても怒る者など誰もいない。もっとも、ここは立ち入り禁止となっていても見張りが立つわけでもなく、『不ふ敬けい』の概がい念ねんがない子どもが遊び場所にする程度の『立ち入り禁止場所』だが。

　しばらく迷って、声をかけようとして、でも迷ってどのくらい経ったか。あーくそっとデュークは陽の傾かたむきを確認して、これだけ待てば十分だろうと自分に言い聞かせ、やっと呼びかけることに成功した。

「……ツィアお嬢様。護衛を連れてならどれだけいようと構いませんが、独ひとりでいらっしゃったならそろそろお帰りください」

　ぼんやりしていたのか、レティはいつの間にか傍にいたデュークを見て驚き、影が延びていることに気がついた。そうねと珍しく大人しく同意し、墓に黙もく礼れいしてから歩きだす。

「少しのつもりだったのだけれど、いつの間にかこんな時間だったわ」

　疲れているのか、その足取りはほんの少し覇は気きがない。いつもならデュークが速度を緩めなくても優雅に早足で歩いてくれるのだが、今日はデュークがほんの少し速度を緩める羽目になる。

（殿下は先月、十七になったばかり……か。若すぎる）

　普通は戸と惑まどい、不安になったり、悩んだりして当然の年齢。重たいものを背せ負おうならなおさら。

「悩み事か？」

　そっけない言い方にならないよう配はい慮りよしたデュークの言葉に、レティはため息を吐き出すように返した。

「自分に呆あきれただけよ。だからおこぼれ姫って言われるのねって納得できそうなぐらいに」

「上に立つってことは重い責任を負う。だから偶たまには弱音を吐いて自分を楽にすることも必要だ。……今なら聞かなかったふりを頼まれなくてもしてやるが」

　年上らしく諭さとすような、でも優しい声こわ色いろにレティは一瞬迷う。だがすぐに眼に強い光を灯ともし、同情は結構と視線だけで優しさをはね除のけた。

「そういう強情なところ、女としては可愛気がなくて駄だ目めだが、王としては必要だ。殿下なら良い王になれるな」

　デュークの何なに気げない言葉は、レティの心を打つ。

（騎士の誘いは断るくせに、ほしい言葉はくれるのね。――なんなのよ、もう、この男は！）

　更にほしくなるでしょうと憤ふん慨がいすれば、少し元気が出てきた。自然、足取りも軽くなる。

　徐々に足早になってきたレティにデュークはほっとするが、慌ててその前に出ることになった。少し先に姿の見えた同どう僚りよう三人がこちらにも気づき、手を振ったからである。

「……よりにもよってあいつか」

　ただの同僚騎士ならレティと共にいるところを見られても、ちょっとお忍びに付き合ったとごまかせるが、生あい憎にくグイード派がまじっている。レティがこうやって一人でふらふらするのを知られたら……あまり考えたくない結果が待っていそうだ。

「デューク、仕事中にナンパか？」

「違うって！」

　レティを背に隠し、早く興味を失ってどっか行ってくれとデュークは願う。対してレティはどうしたものかしらと考えながらも腹をくくった。知られたらそれはそのときだ。デュークとデートしていたと噓の情報を流して、いつもしているお忍び歩きのことだけは煙けむに巻いてやろうと決意する。

「……おい、ちょっと協力しろ。動くなよ」

　デュークは背後のレティに囁ささやき、くるりと振り返ってレティの腰に左手を、首に右手を回す。この体勢は一体なんなのとレティが問う前に覆おおい被かぶさった。デュークの予想通り、同僚の騎士達はおおっ！　とか、きゃー！　とか、思い思いに歓かん声せいを上げる。

「悪いな、デート中。邪魔するなよ」

　そのままレティの顔が見えないよう、渾こん身しんの力で胸に顔を押しつけた。金髪のお嬢様程度の認識では、未来の女王陛下まで考えが行き着かないはず。

「うっわ、見せつけるなって」

「はいはい邪魔しませんよーごゆっくり」

　隠そうとすれば人は食らいつき、見せつければはいはいと去っていく。レティの顔が認識できない程度まで同僚達が離れてから、デュークはやっと力を抜いた。

「おい、さっさと帰るぞ。ああいうことがあるかもしれないんだ、もうお忍びはやめろ」

　腕の中のレティはその言葉にがばりと顔を上げると、右手の拳こぶしに渾こん身しんの力を込めてデュークの腹に叩き込んだ。鳩みぞ尾おちに綺麗に入った拳は、思わずデュークを前まえ屈かがみにさせる。詰まる息の中、デュークは息も絶え絶えに顔を上げた。

「おまっ……何を……！」

「何じゃないわよ、何してくれたのよ！」

　そして今度は頰ほおへと綺麗に平ひら手てが入った。歯をとっさに食いしばった俺は偉いとデュークは自らを褒ほめる。涙目でレティを睨にらめば、そこには顔を真っ赤にしたレティが怒いかりに震ふるえていた。

「――真ま似ねだろ」

　大体の事情を察したデュークはかろうじて反論する。

「近づきすぎ！」

「近づくぐらいはいいだろうが！　お前その顔で十七なんだから経験無しとは言わせないぞ！　フリートヘルム殿下はお前の年には遊びたい放題だった！」

「っ箱はこ入いり舐なめないでちょうだい！　あと馬鹿兄と一緒にしないで！」

　遠回しにキスの経験なんてないと暴ばく露ろされ、デュークは「はァ!?」と聞き返してしまった。しかし再度の平手は手首を摑んで慌てて回かい避ひする。

「わ、わかった。そうだなそうだ、うんそうだ俺が悪かった。キスの真似をしたのは最初の一撃、さっきの暴言は二撃目の平手で相そう殺さいしろ」

「……平手をするために腹を殴ったから、そこは一つと数えるのだけれど、まあいいわ」

　どうやらレティは身長差のせいで渾身の平手ができなくて、その前準備としてデュークの腹に拳を入れたらしい。前屈みになって顔の高さが低くなったところで全力の平手打ち、という流れに持っていった。

　誰だこいつに高度な戦術を教えたのは、とデュークは護ご身しん術じゆつの教師を呪のろう。この一連の流れは実は己おのれの親友であり、レティの兄であるフリートヘルムがかつて教えていたことをデュークは知らない。

「女王なんて結婚相手は好きな人と～ってわけにもいかないんだろ？　結婚前に一度ぐらい遊んでおけよ、お前ならよりどりみどりだろ」

「ああそうね、いま貴方に遊ばれたわね」

「その言い方やめろ！　違う！　わかって言っただろお前！」

　二人で陰いん険けんな言い争いをしながら城に向かい、いつもの場所までやってくる。

　レティは別れの挨拶を言う前に、そうだとデュークに訊きくことにした。

「今朝、暗殺者に襲われたのだけれど、『まさか貴様が』の後に『き』から始まる言葉ってなんだと思う？」

「はァ!?　暗殺者!?　お前こんなところでなに一人になってるんだ!?　危ないだろうが！　離宮まで送るぞ！」

「驚きすぎよ。初めてではないからそんなに騒がないで。で、どう思う？」

　どうと言われてもデュークは今朝襲われたという話の方が気になり、答えが出るはずがない。混乱するデュークを見て、レティは暗殺者のところを抜かして訊けばよかったと思う。デュークは強こわ面もてだが情に厚い。不必要な心配をさせてしまった。

「……まさか、貴様、が……き、き………騎士もいねぇのかよ、……とか」

「ああそう」

　混乱しつつもデュークがなんとかひねり出した答えは、レティの参考にはならない。冷たくありがとうと言い放ち、城壁の欠けた部分へ足を引っかけ、ひらりと飛び上がる。

「おい、暫ざん定ていでいい、腕の立つ奴やつを騎士にしろ。この際アストリッドでいいだろ」

「忠告は聞いたわ、でも聞くだけよ」

　レティは城壁から向こう側へ飛び降り、デュークの視界から消えた。残されたデュークは手慣れすぎているレティのお忍びに苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔をする。

「護衛は一体何をしているんだ。俺が騎士なら絶対に一人で出歩かせないぞ」

　もしもを考え、思わず口から出た言葉を否定するように首を振る。

「心配は……するだろう、ここまで関われば。それは、もう仕方ない」

　ほとんど出かけている答えに気づかないふりをして、入れ込むのはここまでだとデュークは己に言い聞かせた。







　王宮内にある王妃たちが住まう一角、カトライア宮。そこは男子禁制でレティの護衛たちも入れない。そこでの所用を済ませたレティは護衛たちが待つ入り口に向かい、花が咲く庭を一人で歩いていた。雨が降りだしそうな雲で覆われた空の下では庭を楽しむ気にはならず、黙々と足を動かす。

「ベリーならちょうど旬しゆんで今の時期は甘いわよね」

　ジャムにするところから始めようか、それともあらかじめジャムは自分で作っておいた方がいいのか。そんなことを考え、角を曲がったところで見えた男の顔に、足を止めた。

（……男子禁制でも、王子だけは別ですものね。第三王妃のご機き嫌げん伺うかがいに来たのかしら）

　だがそれにしては歩く方向がおかしい。どうやらフリートヘルムは近道をするためにこのカトライア宮の端はしを横切っていくだけのようだった。

　レティは一瞬躊躇ためらったが、珍しく自分から声をかけることにする。

「フリートヘルム殿下、貴方、ベリー嫌い？」

「ベリーぃ？」

　最近、この二人でする会話といえば、フリートヘルムがレティへ夫候補の紹介するという一方的なものだ。レティはそれをあからさまに鬱うつ陶とうしがり、フリートヘルムをさけている。そのレティの方から話しかけられ、珍しいと驚きながらもフリートヘルムは好きと答えた。

「そう、ならそうするわ」

「俺にはさっぱりわからん」

「今度、妹とケーキを作るのよ。妹が貴方に持っていきたいと言うから、苦手だったら困ると思って確認したの」

「ああそういう……別に子どもの前で嫌いなんて言わないけどな。苦手でも笑顔で食べるぐらいはするって」

　大人の気き遣づかいを見せるフリートヘルムに、レティはそうだったのと感心したように言う。

「グイード殿下はどうかしら」

「あそこは菓子厳げん禁きんだろ、菓子屑くず落ちるからって」

「貴方に渡すならあちらにも渡さないと色々面倒なのよ。グイード殿下も笑ってもらってくれたらいいのだけれど」

「冷れい笑しようならしてくれるだろ。むしろ得意分野だろ」

　今日は思ったよりも上う手まく『世間話』をできたとレティは感じた。こういう機会を増やしていけたら、話せることも多くなり、政治協力を求めることもできるかもしれない。

「デュークとアストリッドはどう？　この間の騎士二人にも渡したいって言われて」

「デュークは大丈夫だと思うけど、アストリッドは知らないな。今からデュークに会うからついでにアストリッドのことも訊いておく」

「デュークと会うの？　ならわたくしも行くわ」

　カトライア宮の端を横切って近道するような横おう着ちやく王子フリートヘルムと共に歩けば、入り口に置いてきた護衛と合流せずに王宮内を歩くことになる。後で素知らぬ顔をして戻ればいいかと後をついていけば、カトライア宮との境さかい目めとなる回かい廊ろうの手すりが現れた。

「……貴方、いつもこんなところを通っているの？」

　回廊の手すりをひょいと身軽に乗り越えるフリートヘルムにレティはしかめっ面つらを作る。

「ここ使うと近いからな。ほら、手」

「結構よ」

　城壁を身軽に乗り越えるレティにとって、これぐらいの高さは大したことはない。フリートヘルムが手伝うと差し出した手を断り、ひらりと身軽に乗り越えた。

「これはこれは、おこぼれ姫でなくておてんば姫と呼ぶべきだったな」

「ここは流石さすがは俺の妹って言うべきところだと思うけれど」

　からかいに嫌いや味みを返すのはいつものこと。数歩進んだところで、レティは王女殿下と声をかけられ振り返る。

「何か？」

「それが……」

　王宮内のメイドだ。言いにくそうに近寄ってきた様子にレティとフリートヘルムはほぼ同時に気づき、動いた。

「危ない！」

　腕を引かれてレティはフリートヘルムの後ろへと庇かばわれる。メイドの手に握られたペーパーナイフが、レティではなくフリートヘルムの手に赤い筋を走らせた。

「ちょっと、怪け我が……！」

「どう見てもただのかすり傷だ！　帯剣禁止区域に行った帰りにこれかよ！」

　王宮の政治的な一画――謁えつ見けんの間や会議に使われる間は、警護兵以外の帯剣が禁止されている。かつて獅子王の時代に会議中の議論が白はく熱ねつし、そのまま剣を抜いて決けつ闘とうまで発展したことがあり、それ以来の決まりだ。

　少し前に帯剣禁止区域で用事を済ませたフリートヘルムは、いつもならあるはずの身を守る武器を持っていない。更さらに男子禁制のカトライア宮を横切るという横おう着ちやくをしたため、護ご衛えいであるセブンスヘブンを置いてきてしまっている。

　フリートヘルムは何か武器になるもの……と考え、前にレティからナイフを突きつけられたことを思い出した。

「お前護身用のナイフ持ってただろ、貸せ！」

「……スプーンなら、あるわよ」

「スプーン!?　……っもしかしてお前この間の!?」

「否定はしないわ」

　騙だまされたとフリートヘルムは叫び、再びペーパーナイフを構えたメイドからレティを庇いながら後こう退たいする。武器になるものをとレティも周りを慎重に見回した。

「仕方ねぇな……護ご身しん術じゆつぐらいはできるな？　俺が合図したら全力で逃げろ。カトライア宮でなく表へ行け」

　しかしレティはいいえと首を振った。このメイドが陽よう動どうの可能性だってある。どちらを狙ねらっているのかはまだわからない。

「隙を一瞬作ったらどうにかできる？　戦力分ぶん散さんは好ましくないわ」

「ペーパーナイフと戦ったことないからなあ……まあ努力はするが」

　さてどうしようとレティは考える。

　自分だけならば簡単に切り抜けられる。見られてもいいならやはり簡単に切り抜けられる。だが兄に見られないようメイドにある程度のダメージを与え、更に生かして捕らえるとなるとなかなか難しい。

「下がってろ、これでも騎士学校時代はデュークと五分の戦績だ」

　言葉通りフリートヘルムはメイドの懐ふところへ飛び込むと、肘ひじを使った当て身をし、バランスを崩したメイドの手に握られたペーパーナイフを奪い取った。

「お見事。王子でなければ騎士に勧誘したかもしれないわね」

「それは恐きよう悦えつ至し極ごく。後で礼しろよー」

　さすが俺、と行ぎよう儀ぎ悪く口くち笛ぶえを吹くフリートヘルムは、レティの髪を縛っているリボンをほどいてメイドの両足を縛り、レティへ手を差し出す。

「他にリボンない？」

「あるわ」

　腰につけている幅広のリボンをレティはしゅるりとほどいて渡す。すると隠していたスプーンが床へ落ち、甲かん高だかい音を立てた。

「本当にスプーンあるんだな……」

「腰に隠すにはこれが限度なの。――見習って、ペーパーナイフぐらいは隠そうかしらね」

　今度は手を縛り、フリートヘルムはやっとメイドから手を離すことができた。怪我をした左手に目をやるが、もう血は止まっている。これなら舐なめておけば治るだろう。

「しかしペーパーナイフとは盲もう点てん。武器でなくて道具、しかも王宮内にあるわけで」

　やけに古いなと取り上げたペーパーナイフを拾い上げた。特とく徴ちようのある装飾に気がつき、まじまじと柄がらを眺める。

「これ、もしかしたら相当値がつくぞ。騎き士し王おうクリスティアン時代のものかもな」

「そんなに古いの？」

「あの時代特有の飾り彫ぼりだ。多分元は武器だな。刃が錆さびて短剣スタイレツトからペーパーナイフに加工し直したんだろう。で、国宝ものなのに普通に使われてたせいで内政王カールハインツ時代に編へん纂さんされた美術品目録からうっかり漏もれた、とそんなところか」

　なるほどとレティは聞いていたが、何かがひっかかった。多分、点は揃そろっている。後はそれを結ぶ線がうまく引けていない。

（騎士王クリスティアン時代の武器である短剣スタイレツト……加工されて、ペーパーナイフに。そのせいでカールハインツ時代の美術品目録から漏れた……）

　既に縦の線は繫つながっている。だからきっとこの線ではなくて……




　――だが何故やろうとしたのかはわかる。美術品に紛まぎれたゴズ＝エナージーを一つずつ潰そうとしたのだろう――




「それに触っては駄目！」

　まさかと思いレティは叫さけんだ。これが内政王の見落とした騎士王クリスティアン時代の武器ならば、可能性がある。驚いたフリートヘルムは言う通りに手を離そうとしたが、なぜか右手の自由が利きかない。

「っ、あ、れ？　なんだこれ」

「噓！　もしかしたらこれ……！」

　レティはフリートヘルムの右手に手を伸ばし、握った拳こぶしをほどこうとする。がちがちに固まった指はレティの力では開かない。確か内政王カールハインツは、ゴズ＝エナージーの持ち主は半年で死ぬとか言っていた。もしこれが本当にゴズ＝エナージーならば今のうちにどうにかして手放してもらわないと大変なことになる。

「やめろ！」

　何故か叫んだのはフリートヘルムだった。どうしてとレティが思う前にフリートヘルムの左手が勝手に動き、レティの喉のどに手をかける。どうしてこんなことをしているのか自分でさえ理解できないフリートヘルムは、驚く妹の眼に逃げてくれと願いを込めた視線を送った。

「……っ」

　だがレティの喉を絞しめる手には、フリートヘルムの願いとは反対の強い力がぐっと込められる。しまったとレティが思った瞬間、目の前が暗くなった。





◆◆◆






「ちょっと！　死ぬじゃないの！　ここに来たってことは!!」

「今日はいきなり騒がしいな、どうした？」

「首絞められてここに来たのよ、ああもうすぐ戻らないと！」

　王達の会議の間に来られるのは、現実世界での意識がないとき。大たい抵ていは寝ているときに訪れる。だが今回は首を絞められ、意識が途切れてここに来てしまった。それが意味するところは容よう易いにわかる。このまま意識が戻らなければ、レティに訪れる運命は『死』だ。

　レティは戻ろうとしかけたところではっとなり、獅し子し王おうアレクサンデルに詰め寄る。

「ゴズ＝エナージーってなんなの!?」

　騎き士し王おうクリスティアン時代に作られた呪いの美術品。持ち主は半年で死ぬ。

　内ない政せい王おうカールハインツからの断だん片ぺん的てきな情報しかないレティは、彼より前の時代の王である獅子王アレクサンデルならばと尋たずねた。

「騎士王クリスティアンの敵が、騎士の剣とか他の約束の剣とかを真ま似ねて作ったらしいが、俺にはただの呪いの武器にしか思えなかった」

「それは知っているわ。持ち主は半年で死ぬとも聞いたけれど……」

「そっちよりも面倒なことがある。ゴズ＝エナージー本体に傷つけられた者は、ゴズ＝エナージーに身体の自由を奪われ、操られる。俺たちはそういう奴を〝従じゆう者しや〟と呼んでいた。元々は騎士王クリスティアンの馬ば鹿か野郎を殺すために作られた武器なわけだから、ゴズ＝エナージーの従者になれば騎士王を殺すように行動させられる」

　アレクサンデルはにぃと楽しげに笑った。

「わかるか？　生まれ変わりである俺達も標的になる。隠しててもなんでか騎士王の生まれ変わりって気づかれるんだぜ。ゴズ＝エナージーってマジしつこいぞ」

　もしかしたら今もまだ獅子王アレクサンデルはゴズ＝エナージーと戦っている最中なのかもしれない。この間も襲おそってきやがってと、心底楽しげに笑っていた。

「従者になった者を元に戻すには？」

「殺せ」

　敵も味方も殺しまくって荒あら療りよう治じで国を再建した獅子王アレクサンデルは、レティにあっさりと残ざん酷こくかつ最も簡潔な方法を言い放った。だがレティは頷うなずくわけにはいかない、乗っ取られたのは自分の兄だ。

「他の方法は!?」

「……ま、乗っ取られた直後ならなんとかなるだろうな。影をよく見てみろ。ゴズ＝エナージーと同化している宿やど主ぬしの人間から従者へと影の糸が延びている。その糸を光で消せ。ゴズ＝エナージーは従者を大量に作っても、一度に操れるのは一人だけだ。上う手まく利用しろ」

「ありがとう！　戻るわ！」

「宿主を殺さないと結局また従者を作って襲ってくるぞ。宿主は殺せ、武器は炎ほのおで浄じよう化かしろ、いいな」

　遠くで、獅子王アレクサンデルの忠告が聞こえた。





◆◆◆






「……だ、……れ、だよ……俺を使っているのは……」

　レティの喉のどを絞しめ上げているフリートヘルムが掠かすれた声を絞り出した。

「この手をレティから離せ……！　妹に、こんなことしたくないんだよ俺は！」

　喉を絞められて意識を失った妹は、このままでは命も失う。どういう形でもいい、誰か助けてくれとフリートヘルムが祈ったとき、助けは訪れた。

「殿でん下か!?」

　デュークの驚く声が響き渡る。待ち合わせ場所にいつまで経っても来ないフリートヘルムに何かあってはと思い、探しにやってきた。

　縛しばられて横たわるメイド、そして妹の首を絞めている親友の姿。デュークはすぐにその『何か』があったと理解する。

「デューク！　俺の手を引き剝はがせ！　急げ！」

　行動とは真逆の親友の叫び声に混乱しつつもデュークはすぐに駆け寄り、レティの喉を締め上げるフリートヘルムの腕を力を込めて引いた。ほんの微わずかに力が緩み、レティの喉に空気を通す。だがそこまでが限度で、大人の男の力でもフリートヘルムの手は引き剝はがせない。

「王女殿下！　もう少しがんば……」

　れ、と言おうとした言葉は出なかった。その代わり、デュークは歯を食いしばって呻うめき声を堪こらえる。見れば手に渾こん身しんの力で突き立てられたペーパーナイフが刺ささっていた。

　フリートヘルムの左手を引き離そうとしたデュークの手を、フリートヘルムが右手のペーパーナイフで襲おそった。鈍にぶい切れ味のペーパーナイフだ。切るというより抉えぐる形の傷。じくりじくりと頭が割れそうな痛みと合わせて、デュークの手の甲から血がこぼれていく。

（……どうすればいい!?）

　混乱しながらもデュークの頭はきちんと回転する。この場合、どちらを優先すべきなのか冷静な判断を下した。

　――どんな手段を用いても、次期国王であるレティの命を優先しなければならない。

「抜ばつ刀とうを許可する！　俺の手を切り落とせ！」

　デュークの心を読み取ったかのようにフリートヘルムは叫ぶ。しかし頭が冷静な判断を下せても、心が納なつ得とくできるわけではない。デュークは駄だ目めだと首を振り、命令を、願いを拒きよ絶ぜつする。

「……っできるわけないだろう!?」

「いい、切れ！　俺がいいっつってんだよ！　レティ死なす気か!?」

「それは……！」

「腕一本なくなったぐらいで死ぬかよ！　俺にこんなことさせるな！」

　デュークが決断しかけたのと同時に、レティに意識が戻った。デュークによって喉を通るようになったほんのわずかな空気が、現実世界へとレティを引き戻す。レティは現状をフリートヘルムとデュークの言葉によって把は握あくし、すぐにこの危機から脱だつするために動いた。

（首の後ろ！　柄つかを強く落とす！）

　レティは虚こ空くうから己おのれの片腕に等しい騎士の剣を呼び出し、そのままフリートヘルムへと落とす。脳を揺らす首への痛つう烈れつな一撃は、喉を絞める手を一瞬緩めさせる。デュークは何が起こったか分からないままだが、その隙を逃すことなく、レティとフリートヘルムを引き離すことに成功した。

「王女殿下！　生きてるか!?」

　いっきに胸へと入り込む空気にレティはむせる。その音で取りあえず生きてるだろうとデュークは安あん堵どし、腰の剣を引き抜いた。目の前にはペーパーナイフを手に再び襲いかかろうとする親友、フリートヘルムがいる。

「……どういうことなんだ？」

「わからない。俺の意に反して身体が勝手に動くってことはわかる」

「本当にどうにかならないのか？」

「本当にどうにもならない。原因はこのペーパーナイフだろうな」

　どうする？　とデュークは己に問いかけた。後ろには生きてはいるが、死にかけたレティ。前にはそのレティを襲おうとするフリートヘルムがいる。

「頼む、この手を切り落としてくれ」

「殿下！」

　どうしたらいいんだとデュークは答えを求めた。

（いや違う！　どうしたらいいじゃない！　己がどうしたいかだ！）

　フリートヘルムとは親友だ。立派な王になるだろう親友に俺の騎士になれと誘われたとき、嬉しかった。でも家の立場を考えると誘いに応じることはできなかった。セブンスヘブンと呼ばれる超一流の騎士のみで構成されるフリートヘルムの私し設せつ名めい誉よ騎き士し団だんに加われなかったことを悔くやしく思う気持ちは、確かにある。

　でも、とデュークは剣の柄を握る手に力を込めた。

　フリートヘルムは良き王になるだろう、自分のことのように誇ほこらしい。結局王にはなれなかったが、そんなフリートヘルムに騎士として仕つかえたい、共に在ありたい。そう思っていた。

　だがこの気持ちは全て『親友』からの延えん長ちよう線せんだ。守りたいという気持ちとは少し違うと最近わかってきた。――ならば、俺は誰を守りたい!?

「武器の間合いの差がこれだけあれば苦労することはないだろ。ひと思いにやれ。頼む、レティにはあまり見せたくない」

「……わかった。すまない」

　考えるための時間はない。今できることをしなければと歯を食いしばる。それはできる限り、苦しまないよう、一ひと太た刀ちで右手首を切り落とすこと。それでもレティを襲うならば、止とどめを。覚悟を決め、デュークはレティの視界を塞ふさぐために一歩横へとずれた。

（………こんの格かつ好こつけ馬ば鹿か男ども！）

　ぼんやりとした意識だったレティは、デュークとフリートヘルムの言葉に何をしようとしているのかを察さつ知ちする。どうしようもない怒りに任せて拳こぶしを床に叩たたきつけた。

（お兄様が右手を切り落とそうが死のうが、今度はデュークが従じゆう者しやになる！　影を消せばいいだけよ！）

　レティは霞かすむ視界の中、必死に眼の焦しよう点てんをフリートヘルムの足下へ持っていく。そこには不自然な糸のように延びる黒い影があった。おそらくあれを辿たどると宿主へ至いたる。だがそれは後回した。

　来い、と強く念ねんじる。かつて騎き士し王おうを守ると約束した剣だ、呼びかけには必ず応こたえる。（――紫し電でんよ！　地へ落ちろ！）

　約束の剣のうちの一つ、紫電の剣をレティは呼び出した。それに応えるべく重たく曇くもった空が割れる。建物の中にある無数のものの影を一瞬ですべて消し去るほどの強く青白い光、耳を襲う轟ごう音おん、びりびりと窓と床さえも揺らす衝しよう撃げき波は。

　突然の落らく雷らい音おんにデュークとフリートヘルムは驚き、動きと思考を止める。一方レティは目に焼きつく光が収まった直後、フリートヘルムの影を素早く確認し、あの糸が消えていることを確かめてから強い口調で指示を出した。

「デューク！　取り上げて遠くへ投げなさい！」

「御ぎよ意い！」

　鋭い声にデュークは素早く従う。絶対に正しいと思わせる何かが、レティの言葉にはある。デュークはフリートヘルムの右手からペーパーナイフを取り上げ、床を滑すべらすように遠くへと投げた。柱に当たった音が響き、途と端たんに辺りが静まり返る。

「……もう、戻ったでしょう？」

　短く荒い息を繰り返すレティに言われたフリートヘルムは、右手をゆっくり持ち上げる。

「も、どった………、本当に……？」

　今、自分の意い志しで手が動いた。フリートヘルムがそのことを認識した瞬間、考えるより先に床を蹴ける。苦しそうなレティの傍そばに駆け寄り、膝ひざをついた。

「……っ!?」

「よかった……！」

　フリートヘルムの両腕が、しっかりとレティを抱きしめた。本当に安堵したように言われてしまえば、突き放すこともできない。どうしたらいいのかわからず、レティが助けを求めるようにデュークを見上げれば、肩をすくめて応える。その顔は好きにさせてやれと言っているようだった。だが、一応警戒続行はしているらしく、一旦剣を戻していても柄に手はかかったままだ。

（昔は、こんな風に抱きしめてもらってたわね……いつまでしてもらってたのかしら……）

　懐なつかしさに、そして呼吸困こん難なんを味わったせいか、まだ微かすかに朦もう朧ろうとする意識に従って瞼まぶたが閉じかける。だがまだやることはあると自らを叱しつ咤たした。あのメイドの影も確認して、二人にこの件を口止めして、それから一眠りだ。

「……!?」

　まずはペーパーナイフの始末からだと柱の下に視線を持っていったが、いつの間にかなくなっている。どうしてと視線をそのまま上にずらせば、柱の陰に更さらに色濃い闇があることに気づく。その闇から浮かび上がる緑の瞳は、レティを見ていた。

（あのときの暗殺者……ゴズ＝エナージーの宿やど主ぬしと考えてよさそうね）

　もう互いの正体はわかり合っていた。襲われたときの謎の言葉、『まさか貴様が』に続くのは『騎士王なのか』だったのだろう。デュークの言った『騎士もいねぇのかよ』は実は正解に近かったようだ。

（それにもう一つ、点と点が繫がった。……こんな単純なことを見落としたなんて）

　暗殺者アサシン、ゴズ＝エナージー。これらの事件が絡からみ合い始めたのはいつからだったか。普通の騎士ではない〝彼〟と知り合ってから。全てが彼を中心とし、イコールで繫がっている可能性が十分にある。

　レティと密ひそかに睨にらみ合っていた暗殺者がふいに姿を消したことによって、ひとまず今の状況は一段落だと気持ちを切り替えた。

「――さてと、この件について後はわたくしに任せてもらうわ」

　レティはフリートヘルムに摑つかまってよろよろと立ち上がり、デュークに向かって言う。

「お前、『知ってる』のか？」

「ある程度は」

「……話す気は？」

「ないわね。このメイドも、もう解放して大丈夫よ。安心して」

　ここからは一人で動き、ゴズ＝エナージーの宿主となっているあの暗殺者を始末する。そして宿主を失ったゴズ＝エナージーを浄じよう化かすればこの一件は片付く。

「今回は供ともの一人もつけず、人ひと気けのない回廊を歩いていた第一王子と第一王女にも非がある。よってこの件は『なかったこと』にするわ。反論は聞かない」

　レティは縛られたままのメイドに近寄り、影を確認する。糸は伸びていない。さっき呼び出した落雷でこちらの影の糸も消えたのか、それとも従者の標的をフリートヘルムとしたときに消えたかのどちらかだろう。

「お前、俺に殺されそうになったんだぞ!?」

　平然とするレティにフリートヘルムは問うが、レティは言ったでしょうと解ほどけていた胸元のリボンを結び直す。

「貴方に殺されそうになったってなんの話？」

　すべてをなかったことにしたレティの言葉。それが精一杯の思いやりだと二人には伝わった。

　レティが背筋を伸ばし、何事もなかったかのように歩き去るのを残された二人は見守る。しばらくの沈黙の後、口を開いたのはフリートヘルムだった。

「……デューク、怪け我が、悪い」

「あ？　……まあこの程度なら大したことない」

　ペーパーナイフを突き立てられた傷は血が固まり始めているとはいえ、このままにしておくと制服の袖そで以外のところも汚しそうだ。デュークはハンカチで血を拭ぬぐい、そのまま止し血けつのために手の甲を口ともう片方の手で器用に縛しばった。

「デューク、お前、レティの騎士になれ」

「それは……」

「アイツ、何か知ってるだろ」

　レティが『何か』を知っていることはデュークも薄々気がついている。今回の件に関しても、レティはその片へん鱗りんを見せた。

　あの突然の落雷。デュークとフリートヘルムが驚き、動きを止めたのとは真逆に、レティは待っていましたとばかりにすぐさま動いた。そしてフリートヘルムは落雷後、自由を取り戻した。

「……知って、いるだろうな。今回の真相も多分……」

「そうだ、一人で辿たどり着ける、その力を持ってる。けど今回はお前がいなかったら、俺は妹を殺してた。一人だとどうにもならないことがあることをアイツはまだ知らない」

　デュークがあの場に入ってこなければ、レティの意識は戻らず、そのままフリートヘルムの手によって殺されていた。不ふ意いを突かれれば人の身体からだなんてものはあっさりと死に導かれる。想定外の事態に備え、常に傍そばに付き従う騎士が必要なのだと、フリートヘルムはデュークにそれを望む。

「グイードへの義理と、俺への義理で板いた挟ばさみになって動けないっていうなら俺が背中を押してやる。レティの騎士になって、アイツを守れ」

　だがデュークは頷かなかった。

「断る。俺は俺の意志で動く」

「……っなら！　兄として頭を下げる！　信頼して妹を託たくせる奴なんか他にいない！」

「それでも断る！　……言っただろう、俺は俺の意志で動く。例え親友に頼まれても意志をねじ曲げることはしない」

「デューク！」

　デュークは引き止める声に振り向くことなく歩いていく。長身のデュークが意識してペースを上げれば、子どもが走っているのとほぼ変わりない速度になる。そう時間もかからず、レティに追いつくことができた。

　重たいものを背せ負おいながらもいつだって伸ばしているレティの背中。一瞬その姿を見つめた後、大きく息を吸って声を張り上げた。

「おい！」

　レティは脚あしを止め、優雅にゆっくりと振り返る。

「……わたくしにおいって呼んでいいのは夫だけよ。もちろんそんな男は夫にしないけれど。それで、何か用？」

「ああ、少し話をしたい。……場所を移してもいいか？　ここでは色々差し障さわりがある」

「ええどうぞ。でも、質問に答えるとは限らないと先に言っておくわ」

　レティはどうせさっきのことについてあれこれ訊かれるのだろうと思い、あらかじめデュークに釘くぎを刺しておいた。

「言えることは吐いてもらう。行くぞ」

「!?　ちょっと!?」

　レティの右手首を摑んだのは大きな手。ぐいぐいと遠えん慮りよなく力を込めて引っ張られ、レティはほとんど小走り状態でついていくことになった。

「貴方！　手を離しなさい！　構わないってわたくしは言ったでしょう!?」

　恋人同士のような手の繫ぎ方ではなく、明らかに連行的な意味合いで手首を摑つかまれているだけだが、周りから見たらどう見えるか。そのことが気になってレティは上うわ擦ずった声を出す。

「こっちも色々あるんだ。……いいから、ついてこい」

　レティの抗こう議ぎを無視し、黙々と歩くデュークはいつもと違う雰囲気だ。

（怒っている……？　いえ、そういう感じでもないわ。切せつ羽ぱ詰つまっているというか……でも、一体何に焦るというの？）

　デュークが何を考えているのか全く読めないまま、王宮の奥まで来た。そこは肖しよう像ぞう画ががずらりと並ぶ長廊下だ。ようやくデュークはレティの手首を離し、重たいため息をつく。

「ため息をつきたいのはわたくしの方よ。……で、話ってなんなの？」

　デュークから訊かれることはある程度予想ができる。何故フリートヘルムが身体の自由を奪われたのか。何故突然解放されたのか。さあどこまで話そうかとレティは身構えたのだが、デュークから切り出されたのは、全く違うことだった。

「お前にとって騎士とはなんだ？」

　思ってもみない質問を投げかけられ、レティは拍ひよう子し抜ぬけする。だがすぐに頭を切り替え、質問に答えるために言葉を選んだ。

「わたくしにとっての騎士とは、ただの飾り。守ってほしいなんて思っていない。わたくしの騎士は周りが納得する有能さがあれば、後は飾りとして傍に置いておくだけ。わたくしを支えるだとか、守るだとか、そんなことは一切求めていない」

　騎士王の力があるレティはほぼ無む敵てき。言ったところで誰も信じないが、護衛も騎士も本当に必要ないのだ。

「わたくしは一人で動くのが一番動きやすくて、誰かが傍にいるとむしろ足手まといで面倒なのだけれど……でも、貴方のせいで少し考えを変えたの。今回、貴方がいなかったらわたくしは死んでいたかもしれないわね。いないよりは、いてくれた方がいい。今はそう思えるわ。――妹殺しの汚お名めいからお兄様を助けてくれて、ありがとう」

　レティの言葉を聞いたデュークは、ぐっと歯を嚙みしめた。

（本っ当に可か愛わい気げがない女だ。――本人のいないところでしか『お兄様』呼びしないところとか、『自分を助けてくれて』と言わないところが特にな）

　こんな可愛気のない女、誰が守りたいと思うのか。デュークがしかめっ面つらを作っていれば、レティは貴方は？　と問い返した。

「俺は王を支えることはしない。精神面で支えることは夫や愛人にやらせればいい。政治に関しては宰相の仕事だ。唯一できるのは有ゆう事じの際の指し揮きだが、このご時世だ。そこまでの機会があるとは思えない」

　騎士団は戦争が起これば即そく座ざに『軍』となる。騎士団の騎士は軍の指揮官となり、徴ちよう兵へいされた民たみと共に戦う。騎士としての本来の在り方は戦うことだが、平へい穏おんが保たれている今はきっと、違うことが求められている。

「俺の騎士としての在あり方は、主がやるべきことのみを考えていられるよう、傍にいてどうでもいい煩わずらわしいことを払いのけることだ」

「どうでもいい煩わしいこと？」

「例えば、さっきの件だ。俺にこう言えばいい。『後は任せた』と」

　デュークの言葉が、つい先程レティが言った『この件について後はわたくしに任せてもらう』に対するものだと気づく。

「……どういうことよ」

「いい加減、俺だってお前の考えを把は握あくしてきたってことだ。後は任せたと言えば、お前の意い図とを汲くんでメイドが納得するような事情説明と後あと始し末まつをしてやる。そして黒幕の捜そう索さくもしてやる」

「それは……」

　具体的なデュークの言葉に、レティはまさかと心臓を高鳴らせた。この言い方では、まるで……

「お前は王としての責せき務むを最優先する義務がある。くだらない後始末や、王としての責務に関係のない騒動の黒幕なんか放っておけ。それよりやるべきことをやれ」

　だから、とデュークは言葉を繫いだ。

「俺をお前の傍に置け」

　悪い、とこの場にいないフリートヘルムへデュークは謝しや罪ざいする。

（俺はこの可愛気の欠片かけらもない女の騎士になると決めた。誰かから頼まれたからではない。俺は自分の意志でなると決めたんだ）

「お前が言えない何かを持っていても仕方がないと割り切って、意図を汲んで動いてやれる騎士は俺ぐらいなものだ。そうだろう？」

　どうしてだろう、とレティは自分に問う。どうしてこの男は、ほしい言葉をくれるのだろうか。

　泣きたいような気持ちを抱え、でも顔だけはなんとかいつもの傲ごう慢まんで余よ裕ゆうのある笑みを浮かべた。嬉うれしいと泣き、喜ぶ女の子ではいたくない。当然だと頷く王でいたいのだ。

「――本気なの？」

「本気だ。ただし、条件が二つある」

　デュークは指を二本立てた。

「一つ目、残り物の中で一番マシなんてごめんだ。セブンスヘブン、ワルキューレ、現国王のナイツオブラウンド……全ての中で一番だったと言え」

　レティはデュークを勧かん誘ゆうする際に『残り物の中で』という言葉をつけた。それでは嫌だとデュークのプライドが言う。

「いいわ、貴方にならその言葉を言っても惜おしくないわね。――全ての中で貴方が一番だからほしい。これでいい？」

「ああ。二つ目は騎士になったら俺を信頼しろ。知っていることを言える範囲で話せ。俺にはその権利があるはずだ」

　頑がん固こよりももっと手強いレティの秘密主義。それがデュークには気に食わない。

「……そうね、騎士になった貴方には言える範囲でだけれど、きちんと話をする」

　大人しくレティは条件を吞んだ。ならいいとデュークは腰に吊つるした剣の金かな具ぐを外し、鞘さやごとレティに差し出す。

「ほら、持てるか？　やり方は知ってるな」

「ここで？　立たち会あい人にんがいないと騎士の叙じよ任にんは成立しないわよ」

「立会人ならうんざりするほどいる」

　デュークが壁に並んだ肖像画に視線を移す。歴代十九人の王たちが二人を見ていた。

「獅子王と内政王、お前の憧あこがれの王だ。叙任式に立ち会ってほしいだろ」

「っ!!」
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　隻腕王はいないようだがな、とデュークは軽い口調で付け足した。

　悔しさと嬉しさと、切ない気持ち。混ざり合った名を付けられない感情をごまかすように、レティはデュークの手から剣を受け取る。途と端たんにずしりと重みがかかり、慌てて両手に力を込めた。

　騎士の剣はレティの一部、自分の一部に重みなどは感じない。だから騎士の剣を持つつもりでデュークの剣を持ったら、その重みに驚いた。片手で持てるか不安だったが、根性で鞘から引き抜く。

　デュークはレティの前に膝ひざをつき、頭こうべを垂たれた。レティはその左肩に剣の腹を置き、問いかけのために口を開く。

「汝なんじの右手を剣とし、汝の左手を盾たてとし、汝の命朽くち果てる刻ときまでの忠ちゆう誠せいを」

　騎士の誓いの言葉はレティにとってうんざりするものだった。小さい頃から何度も練習で言わされ、ありがたみなど薄れたと思っていたが、どうもそうではないらしい。新しい発見とは楽しいものだ。

「我が右手は剣、我が左手は盾、我が命朽ち果てる刻まで忠誠を誓う」

　デュークの返事にレティは頷き、剣で三回肩を叩いた。自分が選んだ男が、自分の騎士になる。嬉しいと思う代わりに、悪くないとレティは思った。

「汝、我が騎士たれ」

　そしてレティは剣を鞘に途中まで戻し、デュークへ返す。デュークは剣を受け取ってから立ち上がり、強く鞘の中へ刀とう身しんを戻した。鍔つばが鳴らす高い澄すんだ音が響き、たった二人きりの騎士の叙任が終わったことを告げる。

「……近いうちにきちんとお披ひ露ろ目めの叙任式をやるわよ。それはもう盛大なものにしてやるから、恥ずかしがらずに覚悟して挑いどみなさい」

　レティとしてはこれで十分だったが、次期国王となる身では勝手に二人でやりましたというわけにはいかない。

「盛大？」

「わたくしの身内と騎士団全員を揃そろえてやるに決まってるでしょう。未来のナイツオブラウンドの第一席騎士の叙任なんだから」

「それは……盛大だな」

　両親を呼びたいが、両親が倒れそうなほど豪華な立会人達だ。

「今後のことだけれど、わたくしが王になるまでは王立騎士を辞めなくて結構よ。まだ数年あるもの、その間は世話になった王立騎士団にしっかり尽くしなさい」

　レティの提案はデュークにとってありがたいものだった。引き継ぎのこともあるし、今すぐ辞めるのは色々差し障りがある。

「そうそう、言い忘れてたけれどわたくしも一つ条件があるわ」

「条件を提てい示じする前に騎士にするのは詐さ欺ぎじゃないか？」

　ちょっと待てとデュークは焦るが、レティは簡単なことだからとため息をついた。

「わたくしが死んだら、日記帳を燃やしてほしいの」

「……日記帳？」

「愚ぐ痴ちしか書いていないのよ、日記に。後こう世せいに愚痴王なんて言われたら死んでももう一度死ねそうだから。頼むわ」

　そんなことを言われたら、気になる。もちろん日記の中身だ。

「お前が死んだら読んでもいいか？」

「いいけれど、貴方のことばかり書きそうね、今後は」

　騎士になったデュークには、お望み通り今回の真実とやらを話してみようか。『わたくしは実は騎士王の生まれ変わりで、今回の真犯人は騎士王の敵が作った武器なの。わたくしが呼び出した落雷によってお兄様が助かったのよ』――と言ったところで信じないのは目に見えている。そして信じないデュークに対し『言わせておいてなんなの！』と日記帳に怒りの愚痴を書くのも。

　きっとこれからはそういう日が増えていく。――悪くないわね、とレティは思った。










　そうと決まったら色々準備があるからとレティは騎士の叙任の余よ韻いんに浸ひたることなく、自分の離宮へと戻っていった。残されたデュークは、壁にかかった歴代の王達に一礼する。

「……決めたからには、命を懸かけるさ」

　そう心の中で誓い、やっと肩の力を抜くことができた。途端に強きよう烈れつな脱力感に襲われ、座り込みたい気持ちになる。

「緊張しすぎだろ、俺」

　騎士になると決めて、その気持ちに怯ひるまないよう強引にレティを連れてきて、騎士の叙任をさせた。騎士にしろと告げた時、緊張しすぎて声がひっくり返るとか、そういうことにならなくてよかったと心底思う。

「緊張のあまり言葉に詰まる方が初うい々ういしくて愉ゆ快かい……いや微ほほ笑えましいけどなー」

「殿下!?」

　にやにやと笑うフリートヘルムが姿を現した。

「レティーツィアのお望み通りに後始末はやっておいたぞ。メイドの手足を解放してから『おーい、大丈夫か？　貧血か？　倒れていた間ずっとうなされていたぞ』――で、さっきのは夢だったと無理矢理納得させておいた」

「そうか、助かった」

「これでさっきの借りはなしだ。それで、俺にはあーんなことを言っておきながらこれかよ」

　デュークは低く唸って頭をぐしゃぐしゃに搔かき回す。一体どこから見られていたのか。気き恥はずかしさに襲われ、仕方ないだろうと言い捨てた。

「王女殿下と俺は同じどっちにもつけない中立派同士だ、互いの心情は理解できる。それにナイツオブラウンドの第一席は、騎士として魅力的な誘いだしな。普通に考えて悪くはない誘いだろ」

　デュークは最初、レティの強引すぎる誘いに絶対頷くものかと反発し、一刀両断した。だが十七歳の、下手をすればまだ少女だといえるレティが、王として重すぎる責任を背負う覚悟を持っていると知る。

　こいつを守りたい、そう思うのにさほど時間はかからなかった。でもここまで頷けなかったのには、迷いがあったから。

「最後の最後、お前とレティーツィア王女の二に者しや択たく一いつで迷わず選べるか、それがどうしてもひっかかっていたが……」

　フリートヘルムに問いかけられた『命じられたらこうやって俺を殺すんだ。お前、できるのか？』という言葉。それに迷いなくできると言える覚悟がなければ、レティの騎士になる資格などない。

「――この先は万が一があればお前でも殺す。……悪い」

「構わん。命を懸けて守れ、できなかったときは俺に首を差し出して謝れ」

「御意に」

　本人のいないところで心配し合う兄妹に面倒な奴らだと苦笑する。そこでもう一つ、大事なことに気づいた。

（もしかして、王女殿下は兄二人にも立ち会ってほしかったんじゃないのか）

　多分間違いないとデュークは確信を抱く。

「……半分は叶かなったぞ」

　教えてやるべきか、黙っておくべきか。どちらがいいのか迷う自分に、デュークはまだまだレティの理解が足りないなと再度唸うなった。
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「それは随ずい分ぶんと派は手でな演出でしたね……」

　王達の会議の間にて、レティはやっと意中の騎士を口説き落としたことを告げた。あれだけ渋った相手がどうしてそういう気になったのかと、隻せき腕わん王おうオスヴァルトに一連の流れを説明してみれば、感心したような言葉が返ってくる。

「そうなの？　わたくしにとっては殺されそうなところを助けてもらったなんて屈くつ辱じよくの極きわみだけれど。情けないところを見せられて、そんな気になれるものかしら」

「もし男だったら情けないで終わりますが、女性だと途端に『守ってあげないと』って思うのが男なんですよ」

「よくわからないわ」

「わかったら悪女になれますよ」

　そう言われてレティはそうねと納なつ得とくした。そろそろ帰るわと立ち上がる。

「もう帰るんですか？」

「ええ、わたくしの新しい騎士を自慢したかっただけだから」

　こんな惚のろ気け、ここでしか言えない。現実世界では誰一人気づかないが、実はレティは相当浮かれていたのだ。







　　　　第三章　騎士と暗殺者




　未来の女王陛へい下かのナイツオブラウンド第一席騎士叙じよ任にん式しき。王宮の大広間には王族、王おう立りつ騎き士し団だんの上層部、そして警けい護ごの騎士を抜いた王立騎士の全員が集まり、立会人となる盛せい大だいなものだ。滅めつ多たにない大規模の叙任式となれば誰だって緊張する。立会人席の末まつ席せきに加わったアストリッドは張り詰めた空気の中、遠くから先輩と憧あこがれの王女様の姿をぼんやり眺ながめていた。

（初めて見る……これが騎士の叙任）

　デュークがレティーツィア王女の騎士となると聞いたとき、あれだけ嫌がっていたのにどうしてかとアストリッドは直接本人に訊きいてみた。

　――命を捧ささげたいと思える主しゆ君くんだからだ。

　その言葉をアストリッドは望んでいたのかもしれない。他の騎士に、どうして今の主君に騎士の誓いを立てたのか？　と質問してもほとんどが義理だとか、誘われたからとか、そういう答えばかり。

（あの二人は本当の意味で、騎士の誓いをする……）

　レティはデュークを騎士に望み、デュークはレティを主君に望んだ。これが騎士の誓いのあるべき本当の姿。羨せん望ぼうの眼まな差ざしでアストリッドは二人を見た。

　レティは美しい白いドレスを着ていた。デュークはその前に膝ひざをつき、深く頭こうべを垂たれる。

「汝なんじの右手を剣とし、汝の左手を盾たてとし、汝の命朽くち果はてる刻ときまでの忠ちゆう誠せいを」

　凜りんとした美しい声が音楽のように広間に響く。

「我が右手は剣、我が左手は盾、我が命朽ち果てる刻まで忠誠を誓う」

　主君の呼びかけに答える声もはっきりと響いた。

「汝、我が騎士たれ」

　デュークが鳴らす鍔つばの高い澄すんだ音が無事に叙任式を終えたことを告つげる。拍手が鳴り響く中、アストリッドは自分も手を鳴らした。

（……なんで、だろう）

　何故自分は今、唐とう突とつにレティの着ている白いドレスを紅あかく染めたいと思ったのか、理解できなかった。










　レティはもう吞のん気きなお姫様ではいられない。つまり、暗殺者アサシンの一件にかまけてはいられない。次期女王としての大事な仕事を最優先すべきで、今日のお茶会はその一環だった。

「貴方あなたはここで待っていて。そのうちメイドが別室に通して待っているように言ってくれるから、そのときはその指示に従って」

　レティはデュークを置いて、開けられた美しい装そう飾しよくの扉をくぐる。片手には大きなバスケット。

「ご機き嫌げんようグイード殿下、フリートヘルム殿下」

　本日は重たい雲に覆われた嫌な天気。三人の関係を象しよう徴ちようするかのような空に、レティは今日のお茶会に相応しい天気ねとにっこりと微ほほ笑えみを作って挨あい拶さつをする。

　グイード殿下の離宮にて、兄妹三人水入らずだがお茶は入るというお茶会を提案したレティ自身も、入れられたお茶が冷えきるまで仲良く談笑できるかどうか、自信を持ってもちろんとは言えない。

「それはなんだ？」

　レティが手に持つバスケットに対し、典型的な麗うるわしの王子様といわれるグイードが不ふ機き嫌げんそうに問いかけた。

　グイードはレティと同じ色の金色の髪に、これまた同じ青せい灰かい色しよくの冷たい瞳ひとみ。その顔は己おのれの美び貌ぼうを自覚するレティでさえ、この男には負けを認めるというほど整っている。陽気なフリートヘルムに対し知的な冷たさを感じるグイードは、母親が違うことを忘れさせるほどレティに似ている。

「わたくし自らケーキを焼いてきたの。貴方に任せるとお茶会は真実お茶しか出ないお茶会になるだろうから」

　そう言ってバスケットに被かぶせた白い布を取り、小さな木箱を取り出す。

「ここは菓子厳げん禁きんだ」

「男のくせにねちねち細かいなあお前。レティーツィアを見習えよ」

　既すでに椅い子すに座っているフリートヘルムは神経質な弟をからかう。屑くずはこぼすなと念押ししつつもグイードはメイドに食器を運ばせる。レティは手慣れた手つきでケーキを六等分に切り分け、一人一個ずつ皿に乗せた。だが誰もフォークに手を伸ばさない。

「……なに？　手ぐらいつけたらどう？　毒どくは入れてないわよ」

「そういうお前も茶に口をつけるぐらいはしろ。毒は入れていない」

「いやさーこの間、毒殺騒ぎあったよなー……」

　この三人が揃そろえば和なごやかなお茶会になるわけがない。あーあ、やっぱりこれだよとフリートヘルムはケーキにもお茶にも手を出さず、椅い子すの背にもたれかかった。

　フリートヘルムがレティの切り出した『嫌がらせにケーキ持ってグイードのところでお茶会をしよう計画』に賛成したのは、この間の件を引き摺ずっていたからだ。ちょっとした罪つみ滅ほろぼしの自覚はある。ついでにしようと言いだしたレティの意い図ともまあわかる。兄妹の関係改善の必要性は自分だって理解していた。

「同じものを食べるのだから、貴方が死ねばわたしも死ぬわ」

「作った者と切り分けた者が同じ。疑っても仕方ないだろう」

「一部分に毒を入れるなんてそんな器用な真ま似ねしないわよ。異物を入れたらケーキが膨ふくらまなくなるの」

　ああもうとレティは三人の皿にあったケーキを再び箱の中へ放り込んだ。とても乱らん暴ぼうな手つきで、中でひっくり返っててもおかしくない。

「おい！」

「こうすれば気にならなくなるでしょう。万が一毒が入っていても、三人の死体が仲良く転がるだけ」

　箱の蓋ふたを閉め、レティは勢いよく上下に振った。ぐっちゃぐっちゃと悲ひ惨さんな音が漏もれ、何が箱の中で起こっているかは容よう易いに想像できる。兄二人は口をはさめずうなだれた。

「味は変わらないわ、見た目は変わるけれど」

　ぼろぼろのぐちゃぐちゃになったケーキを、レティは澄ました顔で再び三等分する。皿に盛もられた無む惨ざんな姿になったケーキを見て、フリートヘルムは弟へと呟つぶやいた。

「俺も反省するからお前も反省しろ……なんでこんなケーキを食べないといけないんだこの俺が」

「……そうだな」

　フリートヘルムはフォークですくうように食べてお、と声を上げた。見た目はがっかりだが、味はいい。

「お前、ちゃんとケーキとか作れるんだな。これ美う味まい」

　フリートヘルムが褒ほめれば、グイードもそうだなと頷うなずく形で同意した。

「それで用件は？」

「本日のお茶会はただの世間話よ、グイード殿下。先日わたくしに新しい騎士がついたのはご存じでしょう？」

「無ぶ難なんで最さい善ぜんのところに落ち着いたな。悪くはない」

　初めての騎士の自じ慢まん話ばなしでも始めるのかとグイードは思ったが、レティの世間話は世間話で終わらなかった。

「釣つり合いも取れるし、セブンスヘブンから四人、ワルキューレから五人わたくしの騎士にほしいのだけれど。どう？　いただけるかしら？」

「「断る」」

　即そつ行こうでのお断りにレティはあら残念とお茶を一口飲んだ。舌に刺激はない、これなら毒は入っていないだろう。

「それは世間話っていわねぇよ、用件だろうが。世間話っていうのはだな、愛人と最近どう？　って訊くことだ」

「愛人？」

　フリートヘルムの言葉に、レティはそんなのうちにいたかしらと首を傾かしげる。グイードはデュークのことだと言葉を付け足してやった。

「ああ、あれはわたくしの顔の好みから若じやつ干かん外れるの。鑑かん賞しよう用にするにもちょっとね」

「はいはい、好みの顔は獅し子し王おうアレクサンデルって言うんだろ。あの肖しよう像ぞう画がはどっちかっていうと虐ぎやく殺さつ王おうとでも言われそうなとても男らしい絵だと俺は思うがな」

「今生きている男の中で誰が一番好みだ？　似たようなのを用意してやろう」

「あっ抜ぬけ駆がけすんなお前！」

　結局のところ、この三人が集まれば世間話からずれて『用件』になってしまうのだ。




　世間話から用件となりつつあるお茶会が開かれていたとき、レティの護衛として共にやってきたデュークは別室にて待たい機きしていた。普段はワルキューレが使っているという控えの間には誰もおらず、デュークはテーブルの上に置かれていた本を適当に手に取り、暇ひまつぶしに読書をする。

「失礼しますー……ってあれ、先輩？」

　デュークが全く頭に入ってこない詩集の文字を追いかけていれば、ドアのノックと共にアストリッドが入ってきた。互いにどうしてここにと驚いた顔を見せ合う。

「俺は主君の護衛。茶会終わるまでここで待機。お前いつの間にワルキューレに入った？」

「あ、いや勧かん誘ゆうされたんです。仕事見てみないかって」

　そういうことねとデュークは後輩アストリッドの姿に納得した。無む派は閥ばつの若手ナンバーワンとなれば早い者勝ちだ。フリートヘルムのセブンスヘブンにも勧誘されていたし、近いうちにどちらかには入るだろう。

「じゃあ、今ここに王女様がいらっしゃるんですか？」

「意外だろ、俺も意外だ。更さらに意外なことにフリートヘルム殿下もいらっしゃるそうだ」

　世間話する予定だと聞いていたが、世間話というより密みつ談だんか舌ぜつ戦せん大会と言われた方が信じられるとデュークは言おうとした。だがアストリッドの目つきがおかしいことに気づく。

「レティーツィア王女殿下が……いる」

　普段はとても優しげな緑の瞳ひとみなのに、レティの名を呼んだ瞬間、濁にごった光を滲にじませる。勘かん、というべきものなのかもしれない。それがデュークに警けい戒かいしろと訴うつたえかけた。

「お前も殿下待ちだろ。ちょうどいい、暇つぶしに付き合え」

　アストリッドを一人にさせたくはない。デュークはテーブルの上に本を放り投げ、代わりにチェスボードを指で叩たたいた。




　メイドがお茶会が終わったことを告げたのは、お茶二杯が冷めるぐらいの時間。思ったより早いと言うべきか、それともここまで世間話をがんばったと褒めるべきか。デュークはやれやれと立ち上がり、レティを迎えに行く。

「次回はクッキーにするわ。同じ型で抜くから安心して恐きよう怖ふに怯おびえて」

　兄二人に対し物ぶつ騒そうなお別れの挨あい拶さつを言う主君に軽く右手を挙あげ、迎えにきたことをデュークは知らせた。

「あらアストリッド、貴方いつの間にワルキューレに入ったの？」

　レティはデュークの後ろにいるアストリッドに気がつき、声をかけた。アストリッドはにこやかな笑顔を向けられ頰ほおを染め、ぶんぶん首を振って見学ですと言う。

「俺はセブンスヘブンのデューク用に空あけておいた席、アストリッドで埋うめるつもりなんだけどな。おいデューク、説得の手伝いぐらいしろよ」

「生あい憎にく後輩に対しては放任主義だ。……レティーツィア王女殿下、申し訳ありませんが、少しフリートヘルム殿下との時間を頂いても？」

「構わないわ」

「その間はグイード殿下の傍そばに。決してお一人にはならないでください」

　まさかアストリッドと二人きりになるなと言えるわけもなく、遠回しに注意をすることが精一杯。場所を変えようとフリートヘルムに対して目め配くばせし、この場を離れた。

「なんだ？　レティーツィアに聞かせられない話か？　あるよなあ色々と。例えば夜の悩みとかさ」

　何を勘かん違ちがいしたのかにやにやとするフリートヘルムに対し、そうじゃなくてとデュークはため息をついた。

「アストリッドのことだ。セブンスヘブンに誘うってことは、色々調べたんだろ」

「騎士にしようと思うなら身上調査は当然」

「……アストリッドの過去は、どうなっている？」

　自然とデュークの声が低く小さいものになる。フリートヘルムはにぃと口の端を持ち上げ、そういう話かと一人で納得した。

「白だ」

「……白、か、そうか」

　ならよかったとデュークが安あん堵どしようとしたとき、フリートヘルムはそういう意味じゃないと面白がるように言う。

「白紙って意味の白な。……調べても経歴が出てこない。意味わかるだろ、お前なら」

　経歴が出てこない。つまり〝表〟で生きていた人間ではないとフリートヘルムは告げる。

「傭よう兵へいやっていたとしても、ギルドに所属していたことがない流れの傭兵だ。そういうのを世間一般では『犯はん罪ざい者しや』とか言うらしいぜ」

「それでもセブンスヘブンに誘うのか？」

「敵にするよりは身内で飼いたいね、俺は。グイードもそう判断したんだろ」

　細かすぎてねちっこい次男も、アストリッドの調査をしただろう。そして同じ結論を出した。――ただの騎士よりも、いい手て駒ごまになると。裏を返せば、敵にするべき相手ではないと、最大の警けい戒かいをフリートヘルムに抱かせた。




　残されたレティはデュークが戻ってくるまでグイードといることになってしまった。ここにはアストリッドもいる。彼は気を遣つかっているのか、兄妹の会話に割り込まずに少し離れたところにいるが、この後、動くのかどうか。

　レティはグイードをとっさに庇かばえる位置、そしてアストリッドを視界の端に入れていられる位置へとさり気げなく移動した。

「……そういえば、ソフィア王妃はお元気かしら？　最近、お見舞いに行けてなくて」

　アストリッドを警戒しつつ、レティは当あたり障さわりのない話題を持ち出す。グイードもデュークが戻ってくるまでは付き合うと決めてくれたらしく、立ち去ることはせず会話をするために口を開く。

「母上の見舞いに行ったのは四カ月前だ」

「わたくしは三カ月前。四カ月前の貴方に訊いても意味なかったわね」

「時間ができたら行ってやれ。お前なら喜ぶだろう」

「……それが行きにくいのよ、わたくしが次の王と決まってからは」

　グイードの実母、第二王妃であるソフィアは昔からレティを可愛かわいがってくれた。幼い頃に実母を亡くしたレティへ年の離れた姉のように接してくれた温かい存在。だがソフィアはよくこう言った。『グイードをよろしくね』と。

（つまり、息子を王にするのを手伝えってことだったのでしょうけれど……）

　恩おんを仇あだで返すとまではいかないが、それに近いことをしてしまえば顔を合わせにくい。

「貴方なら綺き麗れいに割り切れるのにね」

　利益不利益で物事を綺麗に割り切るグイードみたいになりたいとは思うが、どうしてもなりきれない。王としては、その方が絶対にいいとわかってはいる。

　似ているのは顔だけねとレティが密ひそやかに息を吐はくと、デュークとフリートヘルムが戻ってきた。デュークの言葉通り、用件は少しの時間で事足りたらしい。

「フリートヘルム殿下、グイード殿下。わたくしはこれで」

　空からのバスケットをデュークに持たせ、レティは挨拶をする。

「有ゆう意い義ぎな時間だった……とまではいかないけれど、無意味な時間でもなかったわ」

「そうかァ？　折せつ角かくこの三人が揃そろったのに密約一つ結べないとか無意味だろ無意味」

「今回は密約するために催もよおしていただいたお茶会ではなくてよ」

　レティの意図をわかっていて、あえてまぜっ返すフリートヘルム。グイードは何も言わないが、フリートヘルムにおそらく同意しているだろう。

「でもそうね、そんなに無意味なら、今から多少有意義にしてみましょうか。――わたくしの好みの男の手がかりを教えてあげる。訊きたがっていたわよね」

　レティは兄二人に向かい、にんまり笑う。

「わたくしの初恋ってフリートヘルムお兄様とグイードお兄様だったの」

　ご機き嫌げんようとレティが帰ろうとした瞬間、フリートヘルムがその腕を摑つかみ引き戻した。その瞳は真剣そのもので、年頃の娘なら誰だって心が揺ゆらぐ切なさを見せる。

「レティーツィア、いやレティ。実は俺、隠していたが母が浮うわ気きしてできた子なんだ」

「貴方のその都合のいいところ、嫌いではないけれどイラっとするわね」

　だがレティにとって兄は兄でしかなく、ときめく対象ではない。レティは即そく座ざに厳しい突っ込みを入れた。

「実は私は小さい頃に取り替えっ子の疑惑が……」

「貴方は冗談に聞こえないからもう少し練習してきて」

　今度はグイードがレティに迫る。利益があると判断して動いたのか、それとも珍しく冗談を言ったのかレティには判別できない。馬ば鹿か兄と馬鹿兄しかいないのかしらねとため息をつき、デュークを伴ともなってこの場を立ち去った。

「あっ、いえっ、俺っ大丈夫ですっ！　他言無用にしますっ！」

「……いや、噓うそだから信じるなよ」

　残されたアストリッドは慌あわてて聞かなかったと主張するが、的はずれな反応にフリートヘルムは脱力した。一方のグイードは金髪が好みなのか？　と自分とフリートヘルムの共通点を探る。

　不ふ義ぎの子疑惑と取り替えっ子疑惑を否定されたアストリッドがほっとしかけたところで、フリートヘルムでもグイードでもない第三者の声が耳元で囁ささやかれたように届く。

『今は絶好の機会とはいえない。殺すのを見送っても仕方あるまい』

　今のは？　と振り返るが誰もいない。

「あれ……？」

「どうした？」

　きょろきょろと辺りを見回しても、他にやっぱり誰もいない。

「声が聞こえたんですけど……気のせい、みたいです」

　アストリッドは妙みようにじっとりとした嫌な汗を手の平にかいていた。







　茶会を無事に終えたデュークとレティは離宮に戻ってきた。これから交代だからと、デュークはその足で騎士団の営所へ向かおうとするが、思い直してレティを呼び止める。

「殿下は、アストリッドのことをどう思う？　騎士にしたいと思っているのか？」

「前にも言ったけれど、彼は厄やつ介かいよ。騎士にするなら相当の覚悟が必要ね」

　アストリッドは高いところから飛び降りた際、思わず足音を殺した。それぐらい暗殺者アサシンとしての動きが身体からだに染みついている。あのときはただ厄介だと言っただけだが、今は更にゴズ＝エナージーの宿主としての強い疑惑がある。頼まれたとしても騎士にしようとは思わない。

「そうか」

　レティの返事にほっとしたと、デュークの眼が気持ちを語った。今まで散々アストリッドを騎士にと推おしながら、今になっての心変わり。もしやとレティが一歩踏み込む。

「――アストリッドが、どうかしたの？」

　だがデュークはなんでもないと言うに留とどまった。デュークは現時点ではアストリッドに対し、もしかしたらと可能性を感じ取っただけにすぎない。証拠がないただの可能性の段階では、レティを狙ねらった暗殺者かもしれないと口にするのは躊ため躇らう。

「殿下、これからは騎士団にいる俺に用があっても一人では……いや、例え護衛がいたとしても直接出向くことは避さけてくれ。使いを出してくれたら、すぐに戻るようにする」

　デュークの忠告に、レティはわかったと大人しく頷いて自室に戻った。部屋にある窓から騎士団の営所の方を眺ながめ、脳のう裏りに己おのれの騎士と、その後輩の騎士を描いた。

（デュークはわたくしとアストリッドとの接触を回かい避ひさせようとしている。どうやら気がついたようね）

　デュークはこれからアストリッドを調べ、見張るだろう。それは早めに決着をつけたいと望むレティの思おも惑わくとは反対に、ゴズ＝エナージーの動きを牽けん制せいしてしまうかもしれない。賢かしこい男は好きだが、今回はもう少し愚おろかな頭をしてくれていた方が助かった。

「――ならば、見極めるのもいいわ。今のうちに」

　デュークが自分の騎士として、どこまでの覚悟があるのか。

　このゴズ＝エナージーの一件にもう関わらせる気はなかったが、気づき始めたならば疑いを止めることは無理だ。いっそ、このままデュークを利用してゴズ＝エナージーを泳がせてしまった方が……。

　それに今なら……アストリッドと自分を天てん秤びんにかけられ、選ばれなかったとしても、傷が浅くて済む。

「いいえ、それでは駄だ目め！　しっかりなさいレティーツィア！　貴女あなたはそんな王になりたかったの？　なりたい自分になるんでしょう!?」

　信頼に値あたいする騎士を自分で選んだ。なのに信頼ができないのは、己おのれの心の弱さ故ゆえだ。

「……利用ではなく、デュークを信頼しなさい」

　アストリッドが本当に宿主であれば、デュークに命令してでも関わらせない。

　ただの元暗殺者であれば、デュークの好きなようにさせ、自分は口を挟まない。

　一番大事な見極めは、いざとなればデュークに協力を求めてでも慎重に行う。

　どうか、と願う。一歩踏み出す勇気を。疑う弱さではなく、信じることができる強さを。










　揺さぶりを一度アストリッドにかけてみたい。

　レティはそう決め、アストリッドが受け持つ見回りの経路を調べさせた。アストリッドを待ち伏せる場所は北の墓所に決定。王族が眠る北の墓所は、許可がないと入れない人ひと気けのない場所だ。危ないことをするならば、ここが一番だろう。

　数日降り続いた雨が上がった朝、レティは覚悟を決めて王宮を抜け出す。しかしその決意にそぐわない高く明るい声が北の墓所から複数聞こえたことに驚いた。

「墓参り……？　王族では見ない顔だけれど……」

　服装を見れば大体身分がわかる。集まった六人の子どもはどうやら皆、平民の子どものように見えた。墓所には石せき碑ひや茂みなどがあり、子どもにとっては隠れんぼに最適な場所。　レティは勝手に入って遊ぶのも仕方ないと思ったが、大人として取りあえず一言ぐらいは言っておかなければならない。

「貴方達、遊ぶなら昼間だけにしなさい。夜はおばけが出るわよ」

　レティがやる気のない注意を口にすれば、子どもたちは顔を見合わせ、小こ馬ば鹿かにした顔を見せた。

「すぐ大人はそういううそつく！　おばけ出ないよ！　一回も見たことないもん！」

「ねー！」

　弟てい妹まいがいるレティには、子どもの相手はお手のものだ。生なま意い気きと憤ふん慨がいすることなく、そうねと微ほほ笑えんだ。

「でも、おばけはいなくても怖い騎士が出るわよ」

　もうすぐやって来るだろう元暗殺者のアストリッドを思い浮かべてレティは言ったが、それとは違う別の〝怖い騎士〟が現れた。

「そうだ。ここは王家の墓所だ。子どもの遊び場じゃない、違う場所に行け」

　低音の威い圧あつ感かんたっぷりの声がレティの背はい後ごから聞こえる。なんでと勢いよく振り返れば、泣く子はもっと泣くと評判のデュークが子どもたちとレティを睨にらみ凄すごんだ。そして少し離れたところにいた目的のアストリッドはレティの姿を見て驚く。

　子ども達が不満たっぷりにはーいと頷く一方で、レティは面めん倒どうなことになったと頭が痛くなった。

（わたくしがデュークの行動を読みきれていなかったせいね、これは。デュークがアストリッドを見張るために、他の騎士と仕事を代わってもらうぐらい予想できたはずよ）

　ここは色々諦あきらめて、大人しく叱しかられて、離宮に送ってもらうしかない。

「お一人ですか？　護衛が見えないようですが」

「わたくし一人よ。ええ、もちろんわかっているわ、大人しく帰るから」

　まずは降こう参さん、と軽く両手を挙あげてレティはデュークに従うことを示す。次に近寄ってきたアストリッドに笑顔を向けた。

「……ごきげんようアストリッド。お仕事、がんばっているようで何よりね」

「あっあ！　お、王女様っ！　えーっとご、ごきげんうるわしくっ！」

　偉い人への挨拶ってどうするんだっけとあわあわするアストリッドを誰が暗殺者だと思うだろうか。でもこれがアストリッドの『誰にも警戒されない』という最大の武器だ。レティだってきっかけがなければ、ずっと騙だまされ続けていただろう。

「アストリッド、俺はこれからこの方を送っていくから……」

　さりげなくレティの前に出て、アストリッドから庇かばう形で立つデューク。デュークの警けい戒かいがアストリッドに向いたちょうどそのとき、子どもの一人がレティに近寄り、スカートの裾すそを引いた。

「……おい、この方は」

　知らないとはいえ、王女殿下への無礼は無礼だ。叱ろうか迷ったデュークにレティはいいからと視線で制し、屈かがんで子どもの目の高さに合わせる。

「どうしたの？」

「ねぇ、あっちのお墓に入ったことある？　あっちはおばけ出るの？」

「あっち？　ああ、王だけが眠る地下の埋まい葬そう室しつのこと？　……あそこにおばけは出ないわ。でも、迷路みたいになっているから、例え扉の鍵が壊れていても絶対に入らないで」

「迷路!?」

「そう、約束ね」

　形だけは頷くが、子どもの目は輝いている。仲間のところへ駆け寄り、興奮してあれこれ話してちらちらと地下の埋葬室への扉を見始めた。だがデュークが睨み付けているせいもあり、名な残ごり惜おしそうにしながらも墓所を出ていく。

　その様子を見たデュークは、これはまた入ってくるなと確信し、アストリッドに何故ここで子どもが遊んではいけないのかを教えた。

「北の墓所を子どもが遊び場にしていたら必ず注意しろ。不ふ敬けいなのはもちろんだがここは人目がない。人ひと攫さらいとかの事件に巻き込まれたら目撃証言が得られず、最悪の事態に発展しやすい。わかったな」

　元気よくわかりましたと頷くアストリッドは、先輩騎士の言うことを素直に聞く良き後輩。デュークだけでなく、多くの騎士に可愛かわいがられているに違いない。

「アストリッド、お仕事中の先輩を少しお借りするわ。忙しいところごめんなさい」

「いえっ大丈夫です！　一人でもちゃんとできますからっ！」

　お気をつけて！　とアストリッドはぶんぶん手を振りながらレティとデュークが城へ戻る後ろ姿を見送った。

「主あるじと騎士……か」

　叙任式があったのはつい最近。なのに共にいる姿が当たり前のように思える。なんとなく誇ほこらしい気持ちになり、自分もいつか主を……とアストリッドが思ったところだった。

『大したことのない男が一人ついていただけ。絶好の機会だった。なぜ殺さなかった？』

　またあの声だと勢いよく振り返るが、誰もいない。

「……今の、誰が……、俺…が……？」

　最近妙に聞こえる変な声。まさか、と拳こぶしに力を込める。

（俺は……やっぱりそういう、人を殺す種類の人間なのかな。……先輩みたいな騎士には、なれないのかな……）

　囁ささやき声は己の心の奥深いところに息づく闇やみから生まれた。アストリッドにはそうとしか思えなかった。







　颯さつ爽そうと城に向かって歩くレティの後をデュークはついていく。城に着く前にあれこれ言おうと思っていたが、何を言っても聞くだけだと思い直し、説教を早々に諦あきらめた。その代わり、気になった別のことを指し摘てきしておく。

「さっきのは注意としてはよくないな」

「さっきの？」

「悪ガキ相手に『迷路みたいになっているから絶対に入るな』って言っただろう。そんな注意をすれば、どうぞ中に入ってくださいって言っているようなものだ。幸い、地下の埋葬室への扉には鍵がかかっているから心配ないが」

　歴代の王が眠る地下の埋葬室は、頑がん丈じような鍵と扉に守られている。子どもたちは中が迷路と聞いて入りたくて鍵を触ったりするだろうが、びくともしないだろう。

　心配はないとデュークに言われたが、レティは少し考え込んで俯うつむいた。王族の一部の者しか知らない〝あのこと〟をデュークに言うべきか少し迷う。しかし今のところはまだ大丈夫だろうと、話題を変えることにした。

「貴方、人前ではわたくしに敬けい語ごを使うのね」

「人前ぐらいはけじめだ。お望みならば今日から常に敬語でお話しますが」

「最近は使えと言っていないでしょう。わたくしも思うところがあるのよ」

　確かにいつの間にか言わなくなっていたとデュークは思い返した。一体どんな心変わりがあったのか、ご本人の口から偉そうに解説してもらえる。

「初めは立場をわきまえさせようと思っていたのだけれど、途中から少し考えを変えたの。貴方、たかが男だん爵しやく家けのたかが若わか造ぞうですもの」

「たかが男爵はその通りだが、十七のお前が二十三の俺に若造呼ばわりはないだろ」

　世間一般では確かに若造に属してしまうが、レティはそもそも若造扱いにもならない若さだ。遠回しに子どもと言われたレティは、そのことを気にすることもなく、逆にデュークをからかいを含ふくんだ眼で見上げる。

「あら？　わたくし、知っているのよ」

「何を？」




「その顔が妙に年上の貴き婦ふ人じんに好かれやすくて対たい処しよに困るから、わざと目つき悪くして威圧感出しているってことぐらい」




　――レティの言葉に、デュークは平手打ちされたときよりも強い衝撃を脳のう天てんに食らった。

「なっ……!?　っ誰に訊いた!?　フリートヘルム殿下か!?」

「訊いていないわ、見てわかっただけ。そこが若造呼ばわりされるのよ。その顔と身体からだを使って好みの貴婦人を籠ろう絡らくするぐらいの男になったら、若造発言は撤てつ回かいしてあげる」

　キスの真ま似ね一つで動どう揺ようするお前に言われたくない！　とデュークは言おうとしたが、言った後に何が起こるかを予想できたので、出かかった言葉を吞み込んだ。若造ではなく大人になれ俺！　と自分へ必死に言い聞かせる。

「そんな若造の貴方が、わたくしが女王になって正式にナイツオブラウンドの第一席になったとき、他のナイツオブラウンドの騎士に舐なめられないか心配しているの。貴方は特別ってことをわたくしがあらかじめ示しておけば無用の諍いさかいが避さけられるでしょうし」

　デュークを自分の騎士にしたことで『最高のナイツオブラウンド』の最低限の条件は満たした。あとは可能な範囲で『最高』を目指していけばいい。その過程で勢力関係図を考えて、やむを得ず任命しなければならない、くだらない者もいるだろう。そういう者はデュークを『たかが男爵家、たかが若造』という理由で見下す。

「敬語を使わなくても叱らないのは貴方だけ。弱い立場の臣下を庇おうとする理解ある寛かん大だいな主に感謝しなさい」

「あーあーそうだな寛大な主君を持てて光栄だ。だが俺の方こそ、アストリッドの前ではにっこり笑っているんだなと言わせてもらいたい」

「わたくしは人前では心優しい王女様なの。演技をせずに接するのは身内ぐらいよ」

「身内ぐらい？　俺には最初から偉そうな態度だっただろうが」

　最初の一声が『貴方をわたくしの騎士に任命します。ナイツオブラウンドの第一席をありがたく承うけたまわってさっさと頭を下げなさい』というもの。こんな傲ごう慢まん発言、同じく傲慢系なフリートヘルムからも聞いたことがない。

「貴方は最初から身内にすると決めていた。結果、そうなったんだから問題ないわ」

　はっきりとレティは言い切る。デュークがその言葉に対し何か返そうとする前に、それよりもと遮さえぎって視線を元来た道へと向けた。

「……確認しておきたいのだけれど、アストリッドと貴方、どちらが強いの？」

「試合形式の戦績は互ご角かくだ。……今は」

　遠回しに将来はアストリッドの方が強くなるだろうとデュークは告げた。そう、とレティはデュークの眼を真っ直ぐに射い貫ぬく。

「自分の実力を客観的に評価できるのは結構なことよ。貴方のいいところね。それで、騎士としての試合が互角なのはわかったけれど」

　風に美しい髪をなびかせながら静かに問いかけた。

「殺し合いなら？」

　告げられた言葉の意味の重さをデュークは感じ取る。

「彼を騎士として迎え入れるなら相当の覚悟が必要だと言ったことを覚えているかしら？　わたくしは今は迎え入れてもいいと思っている。理由は、貴方がいるから」

　レティは先に信頼を示し、二つの重い覚悟をデュークへ問う。

　わたくしは、貴方がわたくしをアストリッドから守りきると信じている。貴方はどう？

　殺し合いになったら本当にわたくしを守りきれるの？

　そしてアストリッドの命を躊躇ためらいなく奪うことができるの？

　強い風がざっと吹いて、デュークの視界を金色の髪が覆おおった。きらきらと輝くレティの髪が元の位置に落ち着いても、デュークはその問いに答えを返せない。

「……時間をあげる。また今度、答えを聞かせてもらうわ」

　覚悟はあるのかと問われた。ナイツオブラウンドの第一席として当然持っているつもりだった。

（きっと、躊躇うが殺すことは……できる。だが、その力が俺にあるのか？）

　いいやと首を振り自分の言葉に、デュークは訂正を入れる。

（違う、躊躇うことも許されない。ナイツオブラウンドの第一席とはそういうものだ）

　レティはそれ以上は何も言わない。デュークはただその背中を何も言えずに追いかけた。





◆◆◆






　己おのれの騎士に覚悟を問い、答えを待つその夜。レティは気がつけば王達の会議の間に来ていた。今夜の先客は獅し子し王おうアレクサンデルのみ。静かな部屋の中、レティはアレクサンデルと向かい合う席に座る。

「お前、今いつだ？」

　アレクサンデルに問われ、レティは一人目の騎士を得たところだと応える。ふーんとアレクサンデルは言い、立ち上がった。

「俺は今日でさよならだ。また別の日に別の時間の俺に会えるとは思うが、今日でさよならだ。意味はわかるな」

「――貴方、今日は、前日なの？」

　複雑で簡単な言葉をレティは理解し、確認する。アレクサンデルはそうだと頷いた。今日のアレクサンデルは、明日の夜、己の騎士であり宰さい相しようである後の革かく命めい王おうに呼び出され、殺される。

「駄だ目め、行かないで！」

「駄目だ。俺は起きて、明日を迎える。そして殺されるんだ。この運命は疾とうに受け入れている」

　アレクサンデルはレティの時代の人ではない。王達の会議の間は意識が集まる場で、時間という概がい念ねんすらも存在しない。けれど明日死ぬと言われて、そうですかと頷うなずけるわけがなかった。

「……なら、約束して」

「どんな？」

「あ、貴方あなたは、実は生き延のびるの。南の海で海かい賊ぞくになって、海上王国を乗っ取ってまた王になるの……そういう説があるから、だからそうするって約束して！」

「なんだそりゃ」

　すげー面おも白しろい展開だなとアレクサンデルは笑った。

「生き延びたらそうしてやるよ。南の海で海賊、海上王国を乗っ取って王様な。約束する」

　アレクサンデルの差し出した小指にレティも小指を絡からめた。小さい子どもの約束のように指切りをする。

「……お前等らを見て、初めて子どもぐらい作っておけば良かったと思った。血は直系として繫つながってないが、子孫って悪くねぇな」

　アレクサンデルがレティにあれこれ言いながら、それでもその中に優しさが見えるのは、遠い遠い孫という意識があったから。レティがその優しさを嬉うれしく思う中に、切なさがまじる。

「わたくし……」

　言いかけたところで、レティの意識は現実へと引き戻された。





◆◆◆






「姫様、申し訳ございません。デューク様が……」

　大事な話の最中に己おのれの騎士の呼び出しによって叩たたき起こされ、レティはとても不ふ機き嫌げんになった。だが大まかな話を聞いて気持ちを切り替える。

（獅し子し王おうアレクサンデルとの最後の時間だった……けれど、優先すべきは現実！）

　少し待てと指示を出し、レティはメイドに手伝わせて着替えてからデュークを部屋に招き入れた。

「悪いな、こんな真夜中に」

「気にしないで。子どもの保護が最優先よ。それで、許可が必要な場所ってどこ？」

「念のために北の墓所を手の空いている騎士と捜索しようという話になった。昼にあそこで遊んでいたしな。もし人ひと攫さらいなら、抵抗でもしていれば手がかりがあるかもしれない」

　デュークが夜中にレティを起こしたのは、行方ゆくえ不ふ明めいの子どもの捜索のため。手がかりを探すために北の墓所に行こうと決めたが、既すでに夜も夜。国王陛へい下かに許可を取りにいくのは流石さすがに躊躇ためらった。だがそれに準ずる立場である、次期国王のレティの許可があれば……とデュークは怒られるのを覚かく悟ごでメイドに起こすよう頼んだのだ。

「北の墓所なら勝手に入って後日報告でも構わないわよ」

「子どもを注意するために入るだけならともかく、捜索で踏み荒らすとなると許可は必要だろう」

「それもそうね。……わたくしも行くわ、子どもが行きそうな場所に心当たりがあるの。それが本当なら、子どもの好奇心を煽あおる注意の仕方をしたわたくしに一番責任があるでしょうし」

「責任？」

　そうよと頷うなずきつつも、レティは今は説明する気がないらしい。

「急ぎましょう。馬車ではなく馬を用意して。女性用の鞍くらはなしで構わないわ」

「そう言うと思った。既すでに用意させてある」

　デュークが詳しよう細さいを報告する前――メイドが子どもが行方不明になったと知らせた段階でレティが行く気になっていたのは、メイドが用意した外がい套とうと、底が分厚いブーツを見てわかった。

　こんな真夜中にとデュークは止めようと思ったが、一瞬で考え直す。レティを危ないからと置いていっても勝手に一人で追いかけてくるのはわかりきっている。なら傍そばで見張っていた方がまだ安心だ。

「あら、止めるかと思っていたわ」

「お望みなら一応言っておこうか。『危ないからどうかここにお残りください』」

「わたくしに命令できるのは国王陛下のみよ。行くわ」

　やっぱりなと苦笑しつつ、デュークはレティに外套を投げつける。レティは飛んできた外套を難なく受け止め、羽は織おりながらデュークの早足に負けることなく、優雅な足取りで横に並び歩いた。

「わたくしが一人で馬に乗れるって話をしたことあったかしら？」

　この時代、ドレスを着た女性は馬に跨またがるのではなく、男性の御ぎよする馬の後方で横座り用の鞍くらに座る二人乗りをする。貴族の令れい嬢じようが一人で馬に乗れるとするなら、不必要の技術を身につける相当な変わり者だ。レティは兄二人へなんであろうと負けたくないという理由と、王になったとき一人で馬も乗れないなんて格かつ好こう悪すぎるという理由で乗馬を覚えた。

「お姫様なのは外側だけだろ。中身は城を抜け出して城下町をふらついて俺に迷惑かけにかけてくれた騎士学校時代のフリートヘルム殿下とそっくりだ」

「よく知っているわね」

「フリートヘルム殿下と違うのは、そんなこと考えたこともありませんってお利り口こうさんの皮を被かぶっているところだ。こっちの方がよっぽどタチが悪い」

「よーく知っているわね」

　怒るわけではなく、面白がるような声こわ色いろのレティ。

「姫様!?　一体こんな時間にどこへ……！」

「北の墓所に行くわ。それと――」

　慌あわてて追いかけてくる使用人にはあれこれと指示を。護衛にはついてきたければついてきなさいと言い捨て、再び早足で歩き始めた。

　デューク、レティ、そして護衛三人の総勢五人で王都の北にある墓所へと向かう。無事に辿り着いたものの、初めて体験する夜の墓所にレティ以外の皆は不ぶ気き味みさを感じた。

「先輩！　西の森で……って王女様!?」

　待ってましたと駆け寄ってきたのは王おう立りつ騎き士し団だんの一員であるアストリッド。真夜中に現れたレティの姿を見てどうしてと驚く。

「殿下は捜索を手伝ってくれるらしい。……それよりアストリッド、お前は非番だろう。グランツはどうした？」

　一緒にここで手がかりを探すと言っていた仲間の騎士の姿がない。デュークはレティを庇かばうように一歩前へ出た。

「グランツ先輩は西の森へ応援に行きました。子どもが入っていくのを見たって話が出たらしいです。なので非番ですけど伝令のために俺が残るよう言われました。先輩も西の森へ行きますか？」

「そうだな……」

　西の森に子ども。それがどのぐらいの信しん憑ぴよう性せいがある情報なのか、デュークにはわからない。応援に行くべきか、念のためにここも捜索しておくか……とデュークが迷えば、レティはこっちよと勝手に歩きだす。

「デューク、アストリッド。貴方たちであの石をどけてくれる？　心当たりは念のために潰つぶしておいてからわたくしは帰るわ」

「石？」

　レティが指を刺した方向は真っ暗で何も見えない。かろうじて、近くに地下の埋まい葬そう室しつへ繫がる扉があることだけはわかる。

　足場の暗さをものともせず歩き、レティはランプをかざして場所を指し示した。確かにレティの言葉通り、転がすのに力のいる大きめの丸い石がある。

「子どもでも数人がかりなら充分転がせる」

「やったことがあるのか？」

「ええ、あのフリートヘルム殿下の妹ですもの」

　この中で一番の年少者であるアストリッドが石押し役に立候補し、まだ昨晩までの雨でじっとりと濡ぬれた石に手を置く。力を込めて石を押せば、簡単にごろりと転がった。そして石があった場所には、ぽっかりと穴が空く。

「驚いたな……」

　デュークだけではない。アストリッドも、ついてきたレティの護衛も、石で塞ふさがれていた穴の大きさに驚く。

「想像通りよ。この穴、地下の埋葬室に繫がっているの。長年の風ふう雨うで崩れた偶ぐう然ぜんの産物だと思うわ。知っているのは王家の子どもの一握りだと思っていたけれど……もしかしたら誰かから聞いたか、自力で見つけたのかもしれない」

　レティはその穴にランプの光を近づけ、じっと目を凝こらした。

「穴の端の一角が崩れている。傍に置いていたはずの石が滑り、勝手にここを塞いでしまったのね」

　その言葉通り、石を置いていたと思われる小さな地面の窪くぼみから穴まで、何かを引き摺ずった跡が残っていた。

「小さな足あし跡あとが見える、まだ泥が乾ききっていない。もしかしたら、が本当になる可能性があるのならばわたくしたちで確かめておきましょう」

「見えるのか？」

「ええ、眼めには自信があるの」

　眼というよりも、闇にというべきか。レティは約束の剣十二本のうちの一つである暗黒の剣のおかげで、深い闇の中でも物がはっきり見える。

「この大きさの穴ではわたくしたちは通れない。正面から中に入るわよ」

「正面……ですか？」

「入り口から。ちょうどよく、鍵も到着したわ」

　レティの言葉通り、豊かな白しら髭ひげを持つ老侍じ従じゆうが馬に乗って姿を現した。レティが城を出る前に使用人に出していた指示とは、王宮で管理されている墓所の鍵を取り寄せることだったらしい。手抜かりないレティの姿は、デュークにもう一人の兄であるグイードを彷ほう彿ふつとさせる。

「こんな時間に呼びつけて悪かったわね」

「孫と同じ年頃の子が危ないとなれば、この老体に鞭むち打つこともしますぞ。もう一つのご所しよ望もうの品もこちらに」

　老侍従の差し出した小さな袋を受け取り、レティは中身を確認した。

「色々と助かるわ。鍵はわたくしが返しにいくから、もう戻って休んで結構よ」

「いやいや、それは私の仕事です。ここでお待ちします」

　老侍従が頑がん丈じような鍵を開け、太い鎖くさりを解いていく。アストリッドと護衛が協力して重たい扉を引けば、王だけが眠るという地下の埋葬室へと続く階段が現れた。

　アストリッドは真っ暗な階段を覗き込み、その物もの々ものしさに及および腰になる。風がまるで呻うめき声に聞こえるこの不気味な場所には、できれば長居したくない。

「迷わないようわたくしが先頭に。他には……」

　レティとしてはこの際アストリッドの疑惑の件を処理したい。できれば二人で行きたいが、上手い言い訳が思い浮かばなかった。

（……いいえ、アストリッドに子どもを盾たてに取られる可能性がある。二人きりは危険ね。何かあったら先に行けと子どもを託たくせる相手が必要だわ）

　またとない機会だったが、子どもの保護が最優先だ。考え直し、デュークを連れていくことを選ぶ。

「はぐれたら面倒だから少人数で中に入りましょう。デュークとアストリッドはわたくしと。子どもが一人で出てくる可能性も考えて、他はここで待機」

　本来ならば護衛はレティから離れると仕事の意味がないのだが、傍に一の騎士であるデュークがいるなら……と納得した。お気をつけてと言われ、レティは頷く。

「気をつけて。昨日の大雨で足場が濡ぬれて滑すべるわよ」

　レティは躊躇いもせずにランプを手にし、足元も見ずに先を行く。続いてデュークが下りて、アストリッドが下りた。

　星明かりも月明かりも届かない地下の埋葬室では、ランプの光は足元を照らすだけで精一杯。手を伸ばせば、もう指先が見えなくなるほどの深い闇となる。

「殿下、貴方が一番ここに詳しいのでランプを持ってこのまま先に。アストリッド、お前は念のために後ろを警戒しろ」

「はい」

　デュークはまずいなと警戒を強める。本来ならば自分とアストリッドでレティを挟む形にし、身の安全を確保してやるべきところだ。だが、アストリッドを警戒しなければいけない今、レティとアストリッドを近づけさせたくはない。

（……殿下も、アストリッドの身元の危うさには気づいていた。無警戒というわけではないだろう）

　今はレティの持つ何かに期待するしかない。いつでも剣を抜けるようにと気を張るデュークとは対照的に、レティの声はいつも通りの落ち着いたものだった。

「この地下の埋葬室は結構広くて、しかも入り組んでいるの。わたくしは昔はよく来ていたから大体覚えたけれど、初めてなら間違いなく迷うわね」

　騎き士し王おうクリスティアンの騎士が造ったとされる王の埋葬室は、墓荒らしからその眠りを守るために入り組んだ造りになっていた。通路は必ず曲線を描き、脳内地図の製作を邪じや魔まする。レティも脳内にしっかりとした地図があるわけではなく、この道を辿ればここに出る、という経験則しか持っていない。

「でも所しよ詮せんは墓場よ。大した時間もかからずに一通り回り終えるし、すぐに見つかるわ」

「はあ……なんか不気味ですよね……」

　アストリッドは弱気な声を出す。確かにここは墓場、何かが出てもおかしくない。デュークも聖水ぐらい持ってくればよかったと、この暗闇に対して心こころ許もとなさを感じた。

「あ、あのう……今まで、ここで、生きていない方を見たことは……」

「生きていない方って幽ゆう霊れいのこと？　わたくしは一度も見たことないわ。いっそ出てほしいぐらいだけれど。主君を殺した革命王に訊いてみたいことなら山程あるもの」

　ひえっとアストリッドは息を吞む。

「先輩……っ！　もし、もし出たらどうすればいいんですか!?　歴代の王様に剣を向けたら不ふ敬けい罪ざいになりませんか!?」

「それより剣が通用するかを心配しろ。一人ぐらい聖せい職しよく者しやを連れてくるんだったな。殿下、魔ま除よけのお守りだとか清めた水だとかはありませんか？」

「わたくしは今、一人で捜しにきた方がよかったかもしれないと後こう悔かいするので忙しいみたい。話しかけないで」

　情けないことを言う男二人にレティは呆あきれる。

「わたくしは生きている人間の方が怖いわ。血だらけの剣を持って襲おそいかかる生なま身みの暗殺者と、ただぼんやり見ているだけの過去の幽霊。生きている方が怖いでしょう？」

「あー……そう言われると」

　デュークが同意しかけたところでアストリッドはえ？　と首を傾かしげた。

「生きている暗殺者には負ける気がしないので、やっぱりぼんやりいるだけの幽霊の方が怖いですけど……」

　デュークは、そこは噓うそでも同意しておけと後で叱り飛ばすことに決めた。だがレティは気にした様子もなく、そういう見方もあるのねと呆れ半分で感心したようである。

　雑談が一通り終われば静かになり、靴が石いし畳だたみを叩く音が響いた。手にしたランプが影を伸ばし不気味な形を作る。平気な顔して先頭を行くレティを、男二人は心底尊敬しつつただひたすら歩く。

「……ん？」

　微かすかに人の声がした、とアストリッドが理解する前に、口は悲鳴に近い声を上げた。

「ひゃあああ！　人！　声！　何かいますここっ！」

　入り口で聞いたようなひゅうひゅう鳴る不気味な風の音ではなく、確かに人の声だった。幽霊がいると真っ青になるアストリッドと、本当にいるのかと動揺するデューク。そして、冷たい視線を送るレティ。

「――貴方たち、何をしにきたのか覚えているのかしら」

「え？　何って……子どもを捜しに……」

「あ」

　アストリッドとデュークはそうだったと顔を見合わせた。すぐに音の方向へアストリッドが走り、立ち止まっては音を探り、また走る。ある程度まで来ると、アストリッドが子どもの気配を捉え、レティが明かりを掲かかげて迎えにきたわと声を張り上げた。途端小さな影がびくりと動き、すぐに駆かけ寄ってくる。

　うわああああんと盛せい大だいな泣き声。レティは勢いよく腰にしがみつかれ、よしよしと優しく頭を撫なでた。

「来たのは一人？」

　レティが聞けば泣きながらひとりと答え、それならもう帰ろうとデュークが促うながす。少し待ってとレティは言い、デュークにランプを預けた。

「大丈夫。すぐに外に出られるわ。はい、まずはお水を飲んで」

　老侍従に用意させた袋から水すい筒とうを取り出し、子どもに手渡す。長い時間、水も食べ物も口にしていない子どもは一気に飲み干ほした。水を飲み終わった子どもが何か言う前に、レティはその口へビスケットを問答無用で突っ込む。

「子どもには多少優しいんだな」

「女性にもね。騎士道精神ぐらいわたくしも持ち合わせているわよ」

　甘い菓子も与えられ、子どもの気持ちが落ち着いてから歩き始めた。レティがランプを持って先頭に立つので、デュークが子どもと手を繫ぐ。その後ろにアストリッドが続いた。

　レティが子どもへ事情を問えば、予想通りの答えが返ってきた。石を動かし、穴からここへ入ったはいいが、石が勝手に穴を塞ぎ、出られなくなってしまった。他に抜け道がないかと歩き、道に迷ったらしい。

　その迷路のように入り組んだ道を、レティが先せん導どうして歩き、入り口まで迷うことなく戻ることができる。階段の上の扉が見えれば、誰もがほっとし、気を緩ゆるめた。

「デューク、足元を照らすから子どもを抱えて階段をのぼって。段差が大きいし、滑りやすいからその方がいいでしょう」

　レティの言葉に頷き、デュークが子どもを抱え上げる。アストリッドは念のために周りを警戒しながら、その姿を眺めていた。しかし、視界にレティの無む防ぼう備びに曝さらされた背中が入った途端、身体の中からまたあの声が聞こえる。

『今なら無防備だ、殺せ』

　じわじわと頭の中に何かが入ってくるような感覚。思わず手で押さえ、呻うめき声を殺して歯を食いしばった。常に袖そで口ぐちに隠し持つナイフを無意識のうちに手の平に滑らす。

　あの首筋にナイフを突き立てればいい、血が噴き出て、服を紅く染め上げるだろう。そして腰の剣で腹を貫つらぬき、床へと串くし刺ざしにすれば抜くこともできずにもだえ苦しむ。

　それが見たいと、そうじゃないと、アストリッドは葛かつ藤とうに苦しんだ。

『さあ早く、お前はそれを望んでいる、騎士王を殺したいと！』

　違うとアストリッドは首を振った。そんなことは望んでいない。この方は次期女王陛へい下かで、先輩が誓いを立てた主しゆ君くんで、心優しいとてもいい人だ。殺したいなんて思うわけがない。

　レティは後ろのアストリッドを気にすることなく、上にいるデュークへ声をかけている。次は自分が上がろうと階段に足をかけたとき、ぴしりと嫌な音がした。ぐらりとレティの体勢が崩れ、デュークがとっさに手を伸ばす。アストリッドも危ないと叫ぶより先に身体からだが動いた。

「殿下！　アストリッド！」

　レティとアストリッドは衝しよう撃げきと落下、それを同時に味わう。胃が迫せり上がるような一瞬の浮ふ遊ゆう感かんの後すぐ、たくさんの瓦が礫れきが降ってきた。







　ぽつりと顔に落ちてきた水すい滴てきが目覚めを促うながしている気がした。レティが半なかば無意識で起き上がると、からからと音を立てて身体の上に載っていた石が落ちていく。

「いたた……」

　対攻撃に強い鋼こう鉄てつの剣、それを身体に収めているから多少の石が当たったところで怪け我がはない。確かにこれは誰にも授じゆ与よできないとレティは外套の埃ほこりを払った。

「……足元が崩れて、下に落ちた。自力で上がるのは無理そうね」

　上にぽっかりと口を開けた穴を見上げ、レティはため息をつく。どうやら長い年月をかけて少しずつ脆もろくなっていったのに加え、昨晩の大雨がしみ込んだことがとどめを刺していたらしい。普段は誰も立ち入らない場所で問題はなかったが、今回は四人分の体重がかかったことでひびが入り、崩れ落ちたのだろう。その瞬間を見たデュークが外にいるのは幸いだ。待っていればすぐにロープなり梯はし子ごなり持って助けに来てくれる。

「アストリッド、生きてる？」

「いてて………って王女様！」

　すぐ傍でアストリッドの声が聞こえた。レティの呼びかけにすぐに飛び起き、何があったのかときょろきょろ周りを見て、最後に上の穴を見て納得したのかがっくりとうなだれる。

「あ……」

　レティを眺めていたアストリッドは、落ちた衝撃であの声も聞こえなくなっていることに気づいた。

（俺は……そんなことを望んでいない。大丈夫、気をしっかり持てば、暗殺者としての自分に取り込まれることはない）

　何度か深呼吸を繰り返し、埃を振り払って立ち上がる。

「アストリッド、ナイフ持ってるわね、貸してもらえる？」

「え……？」

「爪が欠けたのよ、ひっかけたくないから今のうちに削けずっておくわ。わたくしはスプーンぐらいしか持ち合わせていないの」

　アストリッドはなんで知っているんだろうと戸と惑まどいながらも、袖そで口ぐちにいつも隠し持っている薄うす刃ばのナイフをレティへ手渡した。レティは左手の薬指の爪をナイフで慎重に削そぐ。戻ったらやすりで磨みがかせて形を整えなければならない。

「薄々知ってたし、誰にも言う気はないから安心していいわ」

「あの、……」

　まさか知られていたのだろうかとアストリッドは一歩後あと退ずさった。

「剣の天才というより殺しの天才という気がしたの。これでも見る眼めだけはあるから」

「え、あ……ああ……そう、ですね」

　レティの言葉にそっちかとアストリッドは力を抜く。最近やけに多い、暗い奥底の心の声のことを知られているのかと勘かん違ちがいした。それではなく生まれの方かと安あん堵どしかけ、はっと息を吞む。

「いやえっと違います！　違いますから！　本当に違うんです！」

「違うなら違うで結構よ。それより単純な興味だけれど、貴方はどうして騎士になったの？　多分、わたくしと同じように家業を継ぐという選せん択たく肢しがあったでしょう」

「あの、……」

　口では違うと言いながらも、レティに信じた様子はない。

「貴方、ソルヴェールの平民出身設定でしょう？　その明らかに習ったとわかる綺麗な発音は不自然ね。もう少し下町なまりを取り入れなさい。それと普通は『とっさに』足音が出るものなの。気をつけなさい、逆になってるわよ」

　レティは無む造ぞう作さにナイフを投げて返す。暗闇の中、アストリッドが投げられたナイフの刃を指で綺麗に挟んで受け取ったのをレティの眼ははっきり捉えた。

「気長に潜せん入にゆう工こう作さく？　にしては目立ちすぎね」

「いえ……本当に単純に騎士になりたかったんです。あ、いや！　本当に違いますから！」

「そこが不思議。貴方のような生きつ粋すいの育ちで、どうして騎士になりたいって思えるの？」

　アストリッドの否定を完全に無視する形でレティは話を続ける。アストリッドは眼をこれでもかと泳がせ、とうとうごまかすのを諦めた。

「……暗殺者に一番大切なのは警戒されないこと。こいつ人を殺しそうだなって思われるようでは駄目なんです。だから普通の人に紛まぎれ込めるように教育を受けます。その教育の一いつ環かんで騎士の物語の絵本を読みました。憧れました。力を殺すことに使うのではなく、守ることに使うありえない世界に」

　実際はそんな綺き麗れい事ごとではないとレティは知っている。きっとアストリッドも知っている。だがアストリッドは綺麗事の騎士に憧れた。

「別世界のおとぎ話に憧れたことはないですか？　ありえないから、きっと憧れたんです。どうしてもなりたい自分になりたくて、家を飛び出してきました」

　騎士になりたいと、同じ暗殺者育成の組織で教育を受けている仲間に話した。冗談だと思われて大笑いされ、ならなればいいと言われた。アストリッドはああそうすればいいのかと組織を飛び出す決意をしたのだ。

「……そうね、それは理解できるわね」

　そんなアストリッドの決意を、レティは肯こう定ていする。

「ずっと不安だったんです。俺、きちんと笑えてますか？　笑う訓練もしてきたけれど、本物と違ったらどうしようって……」

　そう言うアストリッドの顔はいつもの爽さわやかな人好きする笑顔。そこでアストリッドの笑顔が一種類しかないことにレティは気がついた。

　痛みを堪こらえた笑顔、切なさが滲にじみ出る笑顔、全てを受け入れ覚悟を決めた笑顔。笑顔に種類があることをアストリッドは知らない。

「人に好かれるための笑顔も、言葉も、全部作り物で……こんな俺が外の世界で上手くやっていけるのか不安で仕方なくて」

「騎士学校は二年制だったわね。暗殺者を辞やめてまだ二年の若わか造ぞうが何を言ってるの？」

　レティは一つ年下を若造呼ばわりする。六つ年上のデュークが聞いていたらお前もだろうと盛大に突っ込みを入れてくれただろう。

「わたくしはお手本のような王女って言われるわ。最近はまあ、おこぼれ姫と言われてしまっているけれど。でもね、お手本のような王女というのは生まれつきではないの。わたくしが十七年かけて自分で作り上げたもの。好かれるための笑顔も、言葉も、全部作り物よ」

「そう……なんですか？」

「ええ。ねぇ貴方、デュークのことは好き？」

「はい！　好きです！　デューク先輩は強いし、みんなに頼りにされててすごいんです」

「一緒にいて、嬉しいことや楽しいことはある？」

「あります。この間も、よくやったって褒ほめてくれて……」

　他にも他にもと声を弾はずませるアストリッドの表情は、いつもの一種類しかない爽やかな笑顔ではない。本人すら気づかない、少し照れが入ったような、年とし相そう応おうの微笑ましい表情だ。

「もう一つ訊かせて。〝ゴズ＝エナージー〟という言葉を知っている？」

「ゴズ＝エナージー？　……すみません、無学で。聞いたことがないです」

「知らないならいいの。変なことを訊いて悪かったわ」

　アストリッドの申し訳なさそうな表情と声。噓うそをついているようには見えない。

（それにこの邪じや魔まが入らない絶好の機会。ゴズ＝エナージーならば襲おそってこない方がありえない。――違う、と判断してもいいのかもしれないわね）

　完全に疑いを晴らしたわけではない。でもただの元暗殺者の少年の可能性だってある。一度信じて、見守ってやろう、そんな気にさせられた。きっとアストリッドならなりたい自分になれる。そのための強い絆きずなをきちんと騎士団で育はぐくんでいる。

「今の気持ちを忘れず、わたくしのように十七年間真似をやってみなさい。十七年やっても見せかけだけで真似のままのものもある。……けれど、確かに本物になったものもあるから」

「十七年……」

　すごい、とアストリッドの尊敬……いや崇すう拝はいになりつつある眼まな差ざしを止める者はいない。

「迎えがきたようね」

　上の方から振しん動どうが伝わる。レティの言葉通り、からからと石が降り頭上が崩れ始め、ぱっと光が射し込んだ。

「殿下！　アストリッド！」

「両方とも怪け我がはなし。安心して」

　デュークの声にレティは叫ぶ。聞こえてきたのは複数のざわめく声。一度城に戻って人手を集めて、瓦礫をどけてくれたのだろう。縄なわ梯ばし子ごがすぐに下ろされ、先にレティが上がっていった。

「……十七年やってる先輩、か」

　レティの言う通り、焦らず気長にやっていこうとアストリッドは思った。今は確かに、心の闇の声に囚とらわれることがあるかもしれない。でも、いつかは……十七年間ずっと努力を続けている王女様のように、尊敬する先輩騎士のように、なりたい自分になりたい。

『力がほしいか？』

「力……？」

『そう。己の望む姿になるための力だ』

「……己の望む……先輩のような騎士……」

　騎士団の先輩デューク・バルヒェットはレティーツィア王女という素晴らしい主君に望まれ、望んで、騎士となった。幼い頃に読んだ物語に出てきた、アストリッドの憧れたあの騎士の姿そのままの眩まぶしい人。

「うん、なりたい……ほしい……な」

『ならばその為の力を与えよう。契約は成なった』

　どれだけ『レティーツィアを殺せ』と魔まの囁ささやきを繰り返されても、アストリッドははね除のけてきた。本の中にいた理想の騎士のようにありたいと願い、そんなことは望んでいないと闇に取り込まれることはなかった。

　だが、真っ直ぐであればあるほど、搦からめ手てには弱い。正しいことに使う力がほしいかと問われたら、ほしいと心の隙すきを見せる。

　――アストリッドの、身体が震えた。

「がッ……」

　今までとは違う、頭から指の先まで何かに犯おかされていく感触に震ふるえる。近くの壁に爪を立てればがり、と嫌な音がした。だがそんなことが気にならないほど、身体の中が搔かき回されていく。

『この身体、我と同化させてもらう。お望みの力を、貴様の命を燃やして与えてやろう』

「や、めろッ」
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　なんだこれとアストリッドは目を見開く。頭の中に自分のものではない記憶が生じる。

（え？　違う？　俺じゃない!?　この声は俺の闇じゃない……！）

　語りかけてくる声は、心の闇から生まれる声だとずっと思い込んでいた。同化を始めたことによってゴズ＝エナージーの記憶がアストリッドにまじり、自分の中にいたものの正体を知る。

（違う！　俺はこんなつもりで力を望んだわけじゃない！　ゴズ＝エナージーの力なんかいらない！　自分の力で、本当の騎士になりたかっただけ……なの……に……）

　アストリッドの意識は、そこで途切れる。そのまま泥どろ沼ぬまに沈むような重たい眠りに誘われ、瞼まぶたを閉じる。

　本人も知らぬ間に持ち続けていた、ペーパーナイフに加工された短剣スタイレツトだったもの。それがゆっくりと身体の中へと融とけ込み、心臓を燃え上がらせた。

　一方、レティはアストリッドの異変を知らないまま、縄梯子をのぼりきって声をかける。

「アストリッド、次いいわよ」

　綺麗な声が反響し、アストリッドだけが残っている空間へと響く。

　ぎしぎしとロープの梯子を軋きしませながらアストリッドは無言で地上へと戻ってきた。軽く埃を払い、デュークの大丈夫かという心配の声に顔を上げる。

「……平気です」

　ランプの明かりに照らされて、アストリッドの顔がデュークの目に映る。ぞっとするようなあの眼が、デュークではなく別の誰かを見ていた。

「おい、アストリッド」

「早く戻ってお湯使いたいですね。泥だらけです」

　呼びかければ、いつもと変わらないアストリッドの顔と声に戻った。デュークはそれにほっとすることはなく、逆に警戒を強めながらレティを馬に乗せる。

「アストリッド、お前はここに残れ。真夜中だから子どもがまたこの穴から入るようなことはないだろうが、念のために見張っていろ。城に戻ったら増援を呼ぶ」

　レティにアストリッドを近づけさせたくない。そのために非番相手だとわかっているが、デュークは残れと指示を出した。アストリッドはわかりましたと大人しく頷き、王宮へ戻る一団を見送る。

「……ついにやったぞ！　これまでとは違う、完全にこの身体を手に入れた！　本当に素晴らしい！　命を燃やし尽つくすのが勿もつ体たいないぐらいだ！」

　墓場で狂くるったような笑い声を上げ続けるアストリッドの姿を見た者はいなかった。







「殿下、アストリッドと二人きりになったとき、何もなかったよな？」

　デュークは王宮の厩きゆう舎しやで馬から下りてすぐ、念のためにとレティへ確認を取る。

「世間話をしただけ。彼が女にどうのこうのするようには見えないわ」

「そうじゃない！　アストリッドは……」

　レティの命を狙ねらっているようなそんな眼を見せる。危険だとは思うが、証拠は何もなく、今できることはレティに気をつけろと注意を促うながすことぐらいだ。

「とにかく、部屋までは送る。部屋に戻っても何かあったら声を上げて俺を呼べ」

　離宮に戻ればメイドや使用人がいて何かをしようとすると目につく。何かあるなら人気のない、厩舎から離宮までの道のりだと警戒していたが、杞き憂ゆうに終わってくれた。

「今日は悪かった。後のことは任せろ。明日、色々と報告する。……といっても、もう明日が来る時間だな」

　明日が来る。その言葉にレティははっとなり〝彼〟との会話が脳のう裏りを過よぎった。

　―――俺は起きて、明日を迎える。そして殺されるんだ。

（そうよ、もうすぐ明日が来てしまう……）

　この時間と、彼の時間は違う。自分にとっては遠い遠い昔に通り過ぎた出来事のはずだ。だが本当に明日起こってしまうことのような気がする。

「――デューク、ちょっと、そこに立ってなさい」

　レティはそう言うと燭しよく台だいの明かりを吹き消した。真っ暗になった部屋に、おいとデュークは振り返りそうになるが、レティに動かないでと叱り飛ばされる。

「明日が、来るのよ」

「それは来るだろう」

「来ないでほしい、そう思う日はない？」

「あったかもな」

　どんと背中に何かがぶつかった。高さと感かん触しよくから、レティの頭だろう。

「……貴方は、わたくしを裏切らないわよね」

　革命王は獅子王の親友で、騎士で、従い兄と弟こだった。唯一獅子王に逆らっても殺されなかった、それぐらい信頼されていた。その人に裏切られ、彼は死ぬ。

「あのなあ、お前に頼まれても無理だ」

　今望む最高の答えに、レティはそうねと呟いた。獅子王アレクサンデルにもこういう日があったはずだ。どうして失ってしまったのか、アレクサンデルだってわからないぐらいだ、レティにだってわかるはずがない。

「ありがとう、おやすみなさい」

　今晩はもう王達の会議の間に行くことはないだろう。ただ普通の夢を見て、約束が果たされることを願うだけ。

　獅子王アレクサンデルは最さい期ごまで王だった。そのことを悲しむのではなく、誇ほこり高く想うことを彼は何よりも望むだろう。










「子どもは怪我もなく、元気にしていた。親にも相当叱られたようだし、騎士団からは特に何かを言うつもりはない。西の森の件は……」

　次の日、レティは弱よわ音ねを見せた少女ではなく、いつも通りの王女殿下に戻っていた。そのことにほっとしながらデュークは昨晩の事件の後あと始し末まつに関しての報告をする。

「それと、抜け穴や階段の補修に関しては侍従が話を通してくれていた。完全に塞ふさがるまでは騎士団が交代で見張りにつく。報告は以上だ」

「ご苦労様。ついでにこれを持っていって」

　レティは机の上に置いていた紙束をデュークに渡す。

「なんだこれは」

「わたくしのナイツオブラウンドの騎士候補よ。平民出身の王立騎士団の騎士から身分だけは高い脳のない馬鹿まで、どこか見所のある者の一覧」

「脳のない馬鹿のどこに見所があるんだ？」

「身分が高いって言ったでしょう。身分の低い馬鹿よりは多少役に立つもの」

　なるほどねとデュークは紙をめくる。

「最有力候補の十人は個別に身上調査の結果もつけておいたから。貴方の未来の部下になるのだから、きちんと目を通しておいて」

「わかった、やっておく」

　一覧が終わると、個別の身上調査の結果の紙が現れる。真っ先に出てきた見知った名に、デュークは思わずおいとレティを呼びかけた。

「おいと呼んでいいのは夫だけと言ったでしょう。何かわからないことでも？」

「……アストリッドの名前がある」

「アストリッド・ガルに関しては、能力だけ見るなら最有力候補よ。後は貴方次第」

　レティはアストリッドのことを厄やつ介かいだと評価し、騎士にする気はなかった。だが今は少し考えを変え始めている。アストリッドの騎士への想いは強い。過去に目をつむり、見守っていってもいいかもしれないと思いつつある。

　アストリッドはこのままだとセブンスヘブンとワルキューレ、どちらかに行く。どちらかを選ぶならセブンスヘブンの方がいいかもしれないとレティは思う。フリートヘルムならアストリッドの抱えた闇に気づいて、それでもなお受け入れる度ど量りようがあるだろう。

「用件はこれでおしまい。それと十日後の夜、ローエンシュタイン家の夜会に行くことを忘れないように。騎士として連れていくから騎士の正装よ」

「わかった。……それ、夜会というよりお見合い会のような気がするな。フリートヘルム殿下によるエスコートという名の見張りつきの」

「そうよ、根回し手回ししてうんざりするほど張り切ってるわ。適当な理由つけて早々に帰るから、気になった女性がいたら早いうちに声をかけなさい。いないんでしょう、恋人。これから忙しくなるから今のうちに作った方がいいわよ」

　デュークはお前は俺の母親かと言いたくなったがぐっと堪こらえた。今はいないだけだ、今はとデュークは心の中で言い訳し、黙って騎士団に向かう。

「おはようございます、先輩。昨晩は大変でしたね」

　営所へ行けば朝の訓練に励はげむ、いつも通りの変わらない笑顔の後輩アストリッドと出くわした。おはようとそれに挨拶を返し、デュークは警戒しながらもがんばれよと声をかけ、アストリッドの横を通り抜ける。

「……？」

「どうしたんですか？」

　デュークが思わず振り返れば、アストリッドがきょとんとした顔で見てくる。なんでもないと言い残し、足早に去る。

「伝言……？」

　周りに誰もいないことを確認し、デュークはアストリッドからすれ違いざまに握らされた紙し片へんを眺めた。小さく握にぎり潰つぶされたそれを丁てい寧ねいに開き、中の文字を読む。

「絶対に捨てないでください……ってどういうことだ？」

　たったそれだけ。他には透すかしてみても何もない。本人は渡したことすら知らぬ顔をするし、一体なんの意味があるのだとデュークは考える。

　そんなことがまた次の日、起こった。そしてその夜にもう一度。紙片が三枚になれば、デュークもこの意味に気づく。

　――これは、アストリッドからの手紙だ。言葉が繫がっていて、文章になっている。

　『絶対に捨てないでください。』

　『お願いします。王女様を』

　『守ってください。俺を』

　どうしてこんな形で手紙を送るのだろうか。直接言えない、だが伝えたいことがあるならば、普通の手紙にすればいい。細こま切ぎれの紙片をすれ違い様に残していって、本人は素知らぬ顔をする。全く意い図とがわからないとデュークは唸うなる。

　だが次の四つ目の紙片がデュークの手に届いたとき、ぼんやりと意い図とが見えてきた。

「絶対に捨てないでください。お願いします。王女様を守ってください。俺を……」

　デュークは今まで何度も紙片を読み直した。もう繫がった文章を暗あん唱しようで言えてしまう。これはその続きだ。




　『殺せる方法を教えます。』










　デュークは一応貴族身分だが、騎士として夜会に出席する際には騎士の正装をしていく。甲こうにエンブレムが刺し繡しゆうされている白しろ手て袋ぶくろをし、王立騎士団第六騎士としての紺こん色いろのマント。

　好みから若干外れるとレティは言うが、整った顔とこの正装姿なら夜会で女性を多く集めることができるだろう。だが目つきが少々――いや結構悪いので、繊せん細さいな心を持つ女性は近寄ってこない。

「お、デューク、気合入れた格好してるな」

「仕事だ仕事。今から王女殿下の護衛でローエンシュタイン侯こう爵しやくの夜会に行くんだよ」

　同どう僚りようにからかわれながら騎き士し団だんの宿舎を出ようとしたとき、アストリッドとすれ違った。アストリッドはデュークの姿を見て、ああと声を上げる。

「先輩ってさすが貴族ですよね。夜会、レティーツィア王女殿でん下かと一緒に行くんですか？」

　いつも通り笑っている顔だが、眼は笑っていない。獲え物ものを今から狩りに行くと言いたげな光を宿している。

「王女殿下と一緒だ。……ついでに伝えておけ。安心しろ、心配するなって」

「誰にですか？」

「誰だろうな。――また、後で」

　アストリッドのぞっとするような視線を浴びながら、デュークは歩きだした。







　レティは他人の機き嫌げんなどに左右され、一いち々いち気を遣つかうような人間ではない、大たい抵ていはあえて黙もく殺さつする。だが、今夜馬車にて隣に座っている男は自分の騎士なので、一応訊きいておくかぐらいの気持ちにはなった。

「……何かあったの？」

「別に」

　そう言いながらもデュークからはぴしぴしと不機嫌そうな気配が伝わる。年上の男は年下の女に慰なぐさめられると馬ば鹿かにしたとか騒ぎだすので面倒だ。放っておこうとレティはそれ以上何も言わず、だんまりを決め込んだ。

　無言のままローエンシュタイン侯爵家に到着する。レティが馬車から降りたとき、デュークがやっと口を開いた。

「できる限りフリートヘルム殿下から離れないようにしておけよ」

「心情的にフリートヘルム派ってのも傍そばに置くと面倒ね。フリートヘルム殿下に何か言われた？」

　レティが近寄らなくてもフリートヘルムは今日はとても張りきってエまスとコわーりトつしいててくれるに違いない。結婚相手候こう補ほをこれでもかと紹介し、どうだとうるさく訊いてくるだろう。挨あい拶さつが終わったら帰るつもりだが、その挨拶が終わるのすら怪あやしく、レティは今からうんざりだと鬱うつ々うつとした夜空を眺ながめた。

「ようこそレティーツィア王女殿下。偶たまには昔のように遊びに来てくださると妻もベリーパイの腕を振るえると喜びます」

　現ローエンシュタイン侯爵と挨拶をし、その夫人と挨拶をし、その息むす子こと挨拶をし……と喉のどがかれるほど挨拶をしてから、レティはやっと落ち着くことができた。それまで少し離れた場所でレティを見守っていたデュークが近寄ってくる。

「王女殿下、少し席を外します。……知り合いが来たようなので」

「構わないわ。好きにして」

　デュークは一応男だん爵しやく家けの跡あと継つぎ。騎士として来ていても、挨拶をしなければならない相手はいるだろうとレティは承しよう諾だくした。

「申し訳ありません。離れている間はフリートヘルム殿下のお傍に」

「避さけても向こうが近づいてくるわ」

「だろうな」

　デュークは苦笑を見せてから、もう一度レティへ殿下、と呼びかけた。

「あの問いの返事をここで。主君の命が危機に曝さらされるならば、俺は躊躇ためらうことはない。例え……可愛かわいがっている後輩だとしても」

「デューク……？」

「騎士の誓いを、貴女あなたに」

　覚悟はあるのかと以前、レティはデュークに問いかけた。それに対する答えは最高のもの。嬉うれしいと喜ぶ前に何かおかしいとレティは感じ、踵きびすを返すデュークを引き止めようとする。

「王女殿下、ご機き嫌げんよう。今日のその花飾り、とてもお似合いですわね」

「……あ、……お久しぶりですわ」

　顔かお馴な染じみの侯爵令嬢に話しかけられ、レティは口にしようとしたデュークの名を押し留める。横目で窺うかがえば、デュークはレティに軽く頭を下げ、招待客の中に姿を消した。

（後で捉まえて、話を聞いてみましょう）

　だがその後がなかなかやってこない。レティはゴブレットを片手に、次々に話しかけてくる相手と談笑をしながら、さり気なく中ちゆう座ざ用の退たい路ろを確認する。義理の時間は終わった。そろそろデュークを捉まえて……

「そっちの扉の先には棘とげを一切取っていない薔ば薇ら園えんがあるぞ、痛いぞー」

「……心を読むのはやめてほしいわ」

　避け続けていたがついに捉まってしまった。諦あきらめてレティはゴブレットを控ひかえていた給仕に渡す。

「アストリッドを見なかったか？　セブンスヘブン全員連れてきたから紹介しようと思ってたんだけど」

「さあ、わたくしは見なかったわ」

「来てもいいって誘い方はちょっと弱かったか」

　きちんと招待しておけばよかったと色々言うフリートヘルムから、そっと音を立てず右へ一歩動いた。だがフリートヘルムは誰にも気づかれないようにレティの袖そでを摑つかみ、引き戻す。流石さすがは六つも年上の兄だ、レティの行動は読めているらしい。

「右前方にいる青い上着の男はどうだ？」

「……神経質そうなところがグイード殿下を彷ほう彿ふつとさせていや」

「お前も神経質だろ」

「菓か子し屑くずが嫌いで菓子を食べないような男と一緒にしないで」

　菓子厳げん禁きんのグイードの離宮を思い出し、フリートヘルムは苦にが々にがしい顔つきになった。ならとレティの希望に応こたえ、左の方向とフリートヘルムは言う。

「金のカフスに裏地が赤の男、エッカート伯はく爵しやくの長男だ」

「今やり手のところね……でもわたくしより二十も年上はどうなの？　うっかりお父様って呼びそうになるのだけれど」

「文もん句くが多いな」

　なら誰がいいんだとフリートヘルムが尋たずねれば、レティは前にも言ったでしょうと好みの男を口にする。

「顔は獅し子し王おうアレクサンデル、女王の夫としての能力は内ない政せい王おうカールハインツ、性格は隻せき腕わん王おうオスヴァルト」

「その隻腕王オスヴァルトってどこの小説に出てくるんだ？　一応調べたが、誰に訊いても知らないって言うぞ」

「そのうち出てくるわ。暗い男だけれど、やるときはやる人よ。じゃあわたくしはこれで」

　さり気なく会話を切り上げて逃げようとするレティの手を取り、よし踊るかとフリートヘルムは時間稼かせぎにフロアへと引ひき摺ずった。セブンスヘブンの騎士に目配せして、夫候補を呼んでこいと命めいじておく。

「次期女王陛へい下かのお相手とは恐きよう悦えつ至し極ごく」

「――下へ手たくそなリードだったら足を踏むから」

　国王陛下の第一子と、その妹であり次期女王陛下のワルツとなれば誰もが場を空ける。次期女王の名に恥じぬ、足音を全く立てない優雅な踊りをレティは披ひ露ろうした。

「偶たまには兄妹仲悪くないって見せておかないとな」

「そう？　冷えきっているのは周知の事実だと思ってたわ」

「俺は熱い仲は無理だが温いぐらいにはしようと思ってるぞ」

　ひそひそこそこそ踊りながら話す。それでもレティがにっこりと笑顔を作ったままなのは流石さすがというところか。

「雨……？」

　ワルツの音楽に別の音がまじる。ふわりと漂ただよう雨の香り、そして強くなっていく音。

「ついに降ったか、帰りが面倒だな」

　ざあざあという雨の音に負けないよう、一段と音楽の音が大きくなった。







　薔薇の花が強い雨を受け、たまった水の重みに耐たえられずその茎くきをしならせる。デュークは雨が降りだしても薔薇園から立ち去ることなく、誰かを待つように立ち続けていた。ふいに雨に濡ぬれ、重くなった手袋を脱ぎ、無む造ぞう作さに放り投げる。

「やっぱり来たんだな」

　薔薇の上に落ちるはずだった白い騎士の手袋は闇にぶつかった。それを合図にゆらりと人の形を作る。デュークの手は既すでに腰の剣の柄つかにかかっていた。何があってもいいように、すぐに抜ける体勢を崩さない。

「……どうしたんですか先輩、風か邪ぜひきますよ。俺はフリートヘルム殿下に挨拶を……」

「噓うそだ」

　馬鹿馬鹿しい腹の探り合いをする気はない。デュークはアストリッドの白しら々じらしい言い訳を一いつ刀とう両りよう断だんで切り捨てた。

「アストリッド、俺は誰だ？」

「次期女王レティーツィア王女殿下のナイツオブラウンド第一席……らしいですね」

「そう、俺は殿下の騎士。主君に向けられる殺気には誰よりも敏びん感かんだ」

　夜、ただでさえ視界が悪いのに雨でもっと見えない。かろうじて屋敷からわずかに漏もれる光だけが頼りだ。そんな中、アストリッドがいつもと違う笑みを浮かべる。

「お前は誰だ？　手紙を書いたアストリッドではなく、お前の方だ」

「手紙？」

「ほんの数秒間、お前から身体を何度も取り返して必死に書き綴つづり、俺に託たくしたらしい。自分から主君を守れと書いてあった」

「ははは！　時折意識が途と切ぎれると思っていたがそんなことをしていたのかこの身体からだは！　実に健けな気げではないか！　だが限りなく愚おろかだ！　叶かなわぬ望みを託すとは！」

　デュークはこの挑発には乗らず、冷静に見返す。

　殺気を込めてレティを見るアストリッドとは違い、可愛がっていた後輩のアストリッドはデュークに自分自身への対たい抗こう策さくを教えてくれた。これからやることを止めてほしいと、真っ直ぐな願いが込められていた。

「叶わぬ望みにはしない。任せろ、絶対に俺が止めてやる」

　そのために剣を抜き、突きつける。

「さあやろうアストリッド！　殺し合いをな！」

　腰の剣を引き抜き、アストリッドは隙のない構えをする。どちらが生き残るかを決めるために、二人は剣を強く嚙かみ合わせた。







　優雅なワルツが混じる強い雨の音に取り囲まれた薔薇園は、完全に外界から隔かく絶ぜつされていた。高々と響く剣けん戟げきの音は誰にも聞こえず、二人の騎士が殺し合う姿は誰にも見えない。

　二人は強く剣の刃を交まじえる。火花でも散りそうな耳みみ障ざわりな音を立て、再び刃が離れて、また打ち合う。

「馬鹿力め……！」

　アストリッドの身体はまだ青年になりきれていない。長身で力のあるデュークと打ち合えば力負けし、手の平に痺しびれが残る。だがその不利な部分もアストリッドの幼い頃から人を殺すために鍛きたえられた驚きよう異い的てきな身体能力で補おぎない、余力すら残すこともできた。

（やはりアストリッド相手では正攻法は不ふ利りか……！）

　若干ではあるが、今はアストリッドが優位に立っている。長引けば体力に分ぶがあるデュークが少しずつ有利になるのはわかっているだろうから、その前に決着をつけにくる。アストリッドに仕掛けられたら最後、デュークを待つのは死だ。

　そうならないための方法をアストリッド本人から託されている。

『俺の弱点はできすぎることです』

　紙片に書かれていた、アストリッドを殺す方法。

『試しに、至し近きん距離で小石でも投げてください。絶対に避よけます。避けることができてしまうから、隙すきを自分で作ってしまう』

　デュークはアストリッドの攻撃を捌さばききれずにもたついたと見せかけて、剣の柄から左手を離した。そのまま袖の中に隠し持っていたコインを手の平に滑すべらし、指で弾はじく。

　たかがコインだ。当たっても多少痛いだけで、無理に避ける必要はない。

　なのにアストリッドの身体はコインを避けようと、無理に動き、無駄に時間を使う。その隙をデュークは見み逃のがさない。

　今だと身体は反射で動く。心はまだ追いつかない。けれど……それでも、

　――……ッ躊躇ためらうな！

　己に言い聞かせ、デュークは握った剣を斜ななめから叩き下ろす。肩から反対側の脇わきまで、アストリッドの上半身を深く抉えぐり、血を大量にこぼす――はずだった。

「……!?」

　岩を斬りつけたような手応え。制服はばっさりと切られているのに、血がこぼれ出ない。どういうことだとデュークが呆ぼう然ぜんとすれば、アストリッドは嗤う。

「流石に無傷とはいかないようだ。彼奴あやつの鋼こう鉄てつの剣のようにはいかぬか」

　アストリッドは自ら傷をなぞり、指を掲かかげてみせた。指先を濡らすのは確かに赤い血だ。だがこの量はおかしい。あれだけ力を込めて斬りつけたはずなのに、こんな浅手で済むはずがない。

「どうした？　ようやく己の愚かさに気がついたか？」

　雨の音が更に強くなった。







　三人とワルツを踊り、大人しくしていると油断させた後、レティは隙を見て会場から抜け出した。薔薇園に面した回廊の手すりにもたれ、雨のカーテンを眺める。

「結婚か……それは最後の切り札だってこと、わかってないわね」

　自分が王になることを決めたあの日から、レティは自由な恋愛を諦め、国のための結婚をする覚悟を決めている。例えば和平と引き替えだとか、条約の交渉に使うとか、それとも国内の動乱を静めるためか。今からそのカードを切ってどうするとレティは憤ふん慨がいした。

「次期女王陛下、まだまだお相手はいるぞ」

「踊りっぱなしにさせるなんてレディに対しての配慮が足りないわよ」

「このぐらいで疲れるような奴じゃないだろ」

　捜しにきたのだろう、あっさりとフリートヘルムに見つかり、レティはため息をつく。

「あと三人、絞って。でないと仮け病びようで帰るから」

「三人？　五人じゃ駄目か？」

「わたくしの足に限界が来る前に終わらせたいの。上品に踊るのは疲れるのよ」

　完かん璧ぺき淑しゆく女じよを保てるのはあと三人が限度だ。レティは条件をフリートヘルムに吞ませ、広間に戻ろうとした。だが薔薇園の暗闇から現れた何かが、二人の近くに叩きつけられる。石いし畳だたみにたまっていた雨水がぱしゃんと音を立てて跳ね、レティのドレスを濡ぬらした。その染みに薄い紅い色がまじっていることにフリートヘルムがいち早く気づく。

「なっ……デューク!?」

　石畳の上に倒れているのはレティの騎士、デューク・バルヒェット。フリートヘルムは驚きながらもレティが駆け寄ろうとするのを手で制した。代わりに自ら地に伏せったデュークの横に膝ひざをつく。大丈夫なのかと手をかけたらぬるりと滑すべり、金かな臭くさいにおいがした。指を濡らしたのは雨ではなく、血だ。

「中へ！　俺から離れないよ……う………ッ」

　言いきる前にぐらりとフリートヘルムの身体が傾かたむく。デュークに重なるように倒れ込み、そのまま動かなくなる。

「お兄様!?」

　何者かがこの屋敷に入り込んだ。そのことだけは間違いないとレティは素早く頭を巡めぐらせる。自分の立場を考えればすべきことは駆け寄ることではなくて、屋敷の中へと戻り、皆に逃げろと注意を促すことだ。

　デュークも兄も手て練だれの男、そう簡単に死ぬことはない。大丈夫だからと言い聞かせてレティは駆けだそうとした。しかし目の前に殺気を感じ、慌てて飛び退のく。

「また会えたな……騎士王」

　ずぶ濡れなのを気にもせず、血ち塗ぬられた剣を持って立つ男をレティもよく知っていた。デュークの後輩で、騎士団の天才――そして元暗殺者アサシン。

「アストリッド!?」

「驚いたか？　あはははは！　貴様のそんな顔は久しぶりだな！」

　何がおかしいのか狂ったように笑いだす。レティは怯ひるむことなく向き合い、素早く動けるよう靴を自ら蹴け飛とばし、裸足はだしになった。

「貴方が、デュークとお兄様を？」

「デューク？　……ああ、そこの馬鹿な男か。結構粘ねばってくれたがこの身体の能力には敵かなうまい」

「……ゴズ＝エナージーね。アストリッドが貴方の宿主だったの？」

「ああ、ずっと探していたぞ騎士王、あの日にようやく見つけた。見つけたのはいいがこの身体の主ぬしは愚かすぎて、我の声を己の心の声だとずっと勘違いし、完全同化の契約を拒否し続けた。おかげで乗っ取るのに時間がかかったが……まぁいい。この身体の能力は充分苦労に値あたいする」

　アストリッドに対する警戒を緩めた自分の判断が甘すぎたとレティは唇を嚙む。アストリッドは、確かにゴズ＝エナージーを知らなかった。だが〝知らない〟と〝宿主でない〟は同じ意味ではない。内心の動揺を隠すかのように、強気に挑発をする。

「今日の武器はペーパーナイフではないのね。本体は怯おびえてどこかに隠れているかしら？」

「違う、我はこの身体の中だ。従じゆう者しやに襲わせた時にはまだ完全同化はしていなかったが、今はもう既にゴズ＝エナージーと肉体は完全同化済み。時折健気に抵抗を試みているようだが、それも時間の問題だ。すでに充分な力を発揮できる」

　アストリッドの能力にゴズ＝エナージーの能力を足せば怖いものなどない。その脅きよう威いを誰よりもわかるレティは手の平に力を込めた。

「騎士の剣よ！　来い！」

　かっと手の平が熱くなり、光が収しゆう束そくする。騎士の剣は騎士王の剣。どこにあっても呼びかけにすぐ応えてくれる。その剣を構えた瞬間にアストリッドが斬りかかり、かろうじて受け止めることだけができた。

「無駄無駄！　貴様が約束の剣を呼び出す前に決着をつけてやろう！」

　レティが何かしようとする前にアストリッドの剣は次々に襲いかかってくる。間合いを開けようとしてもすぐに詰められ、その剣を受け止めるだけで精一杯だ。受け止めることができているのも、ゴズ＝エナージーと同化したアストリッドが、面白がって手加減をしているからに違いない。

「約束の剣を持つ騎士が一人もいないことが仇あだとなったな、騎士王よ！　いつからお前は人望を失った！」

　容よう赦しやない攻撃に、次第に息が上がる。足がもつれるのも時間の問題だと冷静に思いながら、レティは剣をひたすら振るった。

「獅子王や内政王の時代とは違う！　この時代にはいらないわ！」

　アストリッドの剣が左肩をかすめていく。

「今の時代に必要なのは信頼よ！　過度の力は争いを生む！」

　レティにとって騎士の剣とは自分の一部だ。自分の腕を振り上げるのに重いと感じることがないのと同じで、剣に重みはまったく感じられない。滑すべりやすくなった石畳を裸足でしっかり踏みしめる。

「迷ったわよ！　この力があれば兄二人なんか簡単に押し退のけて王になれるって！　でもそれは違うって言えたことが！　今まで生きてきた中でたった一つの英えい断だんよ！」

　兄二人は優秀だった。優秀すぎて王位継承争いが加熱した。フリートヘルム、グイード、どちらが王になっても自分より相応ふさわしい。今でもそう思ってる。けれど自分が騎士王の生まれ変わりだと示せば、王にまつりあげられるだろう。ただそれだけのことで王になってしまう。……それは違う！

「わたくしはおこぼれ姫でいいわ！　これから国一番の褒ほめ言葉にするから！」

　ついでに最近デュークが言われているらしいおこぼれ騎士とやらも、いつか褒め言葉にしてやろう。

「アストリッド！　貴方も騎士の端くれなら少しでも魔ま剣けんの意識を抑えなさい！」

　肺が激しく痛むのは運動不足のたまもの。もうちょっと鍛きたえておくべきだったかとレティは今更悔くやむ。つばぜり合いに負けたように見せかけて石畳の水たまりへと片手をつき、すかさず振りかぶってきたアストリッドの顔をめがけて泥水をぶちまけた。目に入った隙に立ち上がり、約束の剣を一つ呼び出す。

「紫し電でんよ！　落とせ！」

　雨の中、稲いな光びかりが空から空間を割ってアストリッドに向かう。轟ごう音おんを撒まき散らす雷かみなりの直撃を受けたアストリッドの身体は、衝撃と強い痺しびれに身体の自由を奪われた。レティは騎士王の剣の切っ先を倒れ込んだアストリッドの喉のどへと突きつける。

「――この身体を殺すのか？　騎士王よ」

「いいえ、できないわ。わたくしの騎士の後輩なの。アストリッドが死んだらデュークが悲しむ」

「ならこの剣を離すがいい。貴様を苦しまずに死なせてやろう」

「それもできない」

　ゴズ＝エナージーに乗っ取られた人間を救う術すべはない。騎士王クリスティアンは戦争で何度もその場面に遭そう遇ぐうし、その度に宿主を殺すという選択を取り続けてきた。獅子王アレクサンデルも内政王カールハインツも辿った道だ。――けれど――。

「奇き跡せきは起こすもの。わたくしはアストリッドの、騎士になりたいと全てを捨ててまで望んだ強い意志に賭かけましょう」

　暗殺者となるべく育てられた彼が正反対のものに出逢い、憧れ、騎士になりたいと望んだその気持ち。新しくできた騎士の仲間と共に育はぐくんできた絆きずな。それを甘く見るなとレティは渾こん身しんの力でアストリッドの肩を摑んだ。

「――騎士王の名の下もとに、騎士の叙じよ任にんを行う」

　何をする気だとアストリッドの身体にいるゴズ＝エナージーは目を細めた。

「汝なんじの右手を剣とし、汝の左手を盾たてとし、汝の命朽ち果てる刻ときまでの忠ちゆう誠せいを……！」

　応えろ、とレティは強く願う。騎士の誓いの呼びかけに応えろと祈るように手に力を込めた。神聖な誓いの言葉はアストリッドも知っているだろう。今はその想いに賭けるしかない。

「ぁ……」

　アストリッドの目が揺ゆらぐ。

「汝の右手を剣とし、汝の左手を盾とし、汝の命朽ち果てる刻までの忠誠を！」

　もう一度強く呼びかけた。微かにアストリッドの手が震える。何かに抵抗するように爪を石畳に立てた。

「しっかりなさいアストリッド・ガル！　なりたい自分になるんでしょう！　何やってるの！」

　レティの叱しつ咤たに応え、声にはならなかったが、確かにアストリッドの口はゴズ＝エナージーの支配を引きちぎり『誓う』と紡つむいだ。

「よく言ったわ！」

　正式な誓いの言葉ではないけれど、アストリッドは受け入れると言った。それでいいとレティは目を閉じる。肩を摑んだ手を離し、勢いよくその手をアストリッドの胸へと押しつけた。

「汝！　我が騎士たれ！」

　レティはかつて十二本の約束の剣は作り話であり、実在するのは騎士王の剣のみが本物だろうと歴史学の教師から学んだ。だが騎士王の生まれ変わりだけが知っている真実が存在する。十二本の約束の剣は確かに残っていない。残っていないだけで確かにある。なぜなら、約束の剣は騎士王の身体の中にあるのだから。




　――光ね、闇に吞み込まれそうな子だから。




　レティの手の平から光り輝く剣が生み出される。騎士王の剣の白い光とは違う、温かい優しい光だ。それを無理矢理アストリッドの胸へと押し込む。

「やめろ騎士王！」

「白はつ光こうの剣をアストリッドに入れて、無理矢理追い出させてもらう」

　騎士王クリスティアンが行い、獅子王や内政王も行った、本当の意味での騎士の叙任。それは身体の内にある約束の剣を分け与え、絶大な力を持つ騎士にすることだ。レティは今まで、そしてこれからも本当の意味での騎士の叙任をするつもりはなかった。だが今回は非常事態だ。助けるための手段として、騎士の叙任を行う。

　簡略化された誓いの言葉、ほとんど支配された意識。普通ならばすんなりといく騎士の叙任なのだが、抵抗が激しくてなかなか上う手まくいかない。

「貴方は誰!?　ゴズ＝エナージーではなくアストリッド・ガルでしょう！　しっかりなさい！」

　叱咤と同時に、どんと鈍にぶい手て応ごたえ。ゴズ＝エナージーの本体であるあのペーパーナイフがアストリッドの胸から押し出され、石畳にこぼれ落ちて鈍にぶい音を立てる。がくんと肘ひじが折れてレティはそのままアストリッドの上へと突っ伏した。ふいごのように胸を上下させる。流石に、疲れた。

「……もう一仕事……」

　ゴズ＝エナージーに手をかざし、業ごう火かの剣を呼び出して浄化を行う。表面が炭化するまで焼き、これでやっと終わったと雨水がたまる石畳へ転がった。火ほ照てった身体を雨が冷やして心地好よい。お気に入りのこのドレスがもう再起不能だろうと思うと、体面を取り繕つくろう気にはなれなかった。

「………王女さ、ま……？」

　いつものアストリッドの声。大丈夫そうだと判断し、レティは頼み事をする。

「わたくしは疲れたから少し休きゆう憩けい。貴方、動けるならデュークとお兄様に医者を呼んで」

　少しずつ雨が上がっていく。この雨が上がったら、星が綺麗に見えるだろう。







　　　　エピローグ




「誰一人部屋に入れないで！　風か邪ぜひいたときって鼻水は出るわ、それで鼻をかみすぎて真っ赤になるわ、喉のどがガラガラで聞かせられない声になるわ、散々なのよ！　入ってきたら不ふ敬けい罪ざいで泣かすって伝えなさい！」

「……と、主しゆ君くんが申しておりますので、本日はお引き取りください」

　見舞いにやってきたフリートヘルムとグイードは、レティの寝室に入れなかった。デュークは少しぐらい顔見せてやれよと声をかけたのだが、レディにはレディの事情があるらしく断だん固ことして拒きよ否ひされる。

「大雨浴びた四人の中で唯ゆい一いつ風邪か、運が悪い」

　グイードは悪運は強いのにと付け足し、褒ほめているのか貶けなしているのかいまいちわからないことを言った。

「結局その襲しゆう撃げき者しや、捕まらなかったらしいな。騎き士し団だんでも大掛かりな捜そう索さくしたんだって？　せめて俺が顔を見てたらなあ」

　被ひ害がい者しやの一人であるフリートヘルムは、単純に気絶しただけで、怪け我がらしい怪我はなかった。デュークは襲撃者の顔を見ていたが、ここは見ていないふりをする。

「雨でなく、月明かりがあったら顔を見ることができたのにな。アストリッドが深ふか手でを負おわせたらしいから、今頃死んでいるかもしれない。それを願っておこう」

　あの晩の出来事は、レティの噓うそ八はつ百ぴやくな証言により事実と懸かけ離れたものになった。

　レティが作った筋書きはこうだ。襲撃者にいち早くデュークが気づき、デューク、フリートヘルムの順に倒されて、最後はアストリッドが大おお怪け我がを負わせて撃げき退たい。襲撃者は逃亡し、未いまだ捕まらず……となっている。

　目覚めたデュークへの第一声は、襲撃者はアストリッドが撃退したわ、暗くて顔は見えなかったわよねというレティからの脅きよう迫はく。デュークは後で説明しろと一度レティを睨にらみ、そうです見えませんでしたという態度を貫つらぬいた。

　このままくたばってもいいぞと減らず口を叩たたく両殿でん下かを一応離宮の外まで見送ってから、デュークはレティの寝室のドアを叩く。

「帰ったぞ、いいのか？」

「いいの」

　ドアの向こうから聞こえる声は掠かすれて小さい。お大事にとデュークはドアから離れた。そのデュークと入れ替わりに、この離宮に住んでいるレティの同どう腹ふくの弟、レオンハルトが本と大きな包みを手にやってくる。

「はいはーい姉上、獅し子し王おうアレクサンデルのその後について集めた本ですよ。風邪のときにはいくら暇ひまでも文学なんか読む気になれませんしねぇ」

　レティはガウンを羽は織おって身を起こし、レオンハルトから本を受け取った。レオンは包みの方は一いつ旦たんサイドテーブルへ置く。

「わたくしは馬ば鹿かげた本を持ってこいなんて頼んでいないわ」

「いやー結構苦労しましたよォ。歴史学とは資料を見つけるというほとんど報むくわれない地味な闘いですからねぇ。被ひ虐ぎやく趣味思考がないとやってられません」

「貴方あなたの趣味思考の話はどうでもいいのだけれど」

　レティが鋭するどく突っ込んでも、レオンハルトは全く聞かずにぐいぐいと話を進めていった。

「獅子王の一番馬鹿げたその後の説なんですが、一応根こん拠きよはあったんですよ。偶然の一いつ致ちを全て線で結ぶという、キャリゼティーの香りより薄い根拠ですが」

　香りはせず、味は強きよう烈れつな刺し激げきをもたらすという南国のお茶に譬たとえ、レオンハルトは熱ねつ弁べんを振るった。

「例えばまずは獅子王の処刑の三日後、南へ向かう船に金髪碧へき眼がんの男が乗っていたそうです。ほら、獅子王の死体は忠実なる騎士の一人が三日かけて引き摺ずって国外に持ち運んだって話があったデショ」

「獅子王の金髪碧眼という特とく徴ちよう、それから三日という日数が一致したのね。他には？」

「それから一年後ぐらいですかねぇ、南の海に西から来た海かい賊ぞくが大暴れって話が伝わってまして。南の肌の中で西の肌の色は目立ちますから、これも南行きの船に乗った獅子王ではないかって繫つなげるわけです」

「強引ね」

　理解はするが、納なつ得とくはしがたい。

「そして数年後、海上王国の王女の婿むこ養よう子しに入った男が西の人間だったそうです。金髪碧眼の男だから……」

「獅子王が南行きの船に乗って海賊になって大暴れして海上王国の王女の婿養子王になったと無理矢理結びつけるわけね。確かに一番くだらなくて馬鹿馬鹿しいわ」

　でも悪くない、レティは自然と笑顔になった。馬鹿馬鹿しい話が今はレティの心を慰なぐさめる。

「その婿養子の姿絵、見られないかしら」

「言うと思ってご用意しましたー。我が国の王族出身の芸術家が、海上王国で描いた絵を残してまして」

　あの内ない政せい王おうカールハインツの美術品目もく録ろくに、その婿養子王の姿絵の模も写しやが入っていたのだという。レオンはサイドテーブルに置いた包みを取り、レティへと見せた。

「まあ、これを見ると別人ってわかってしまうのが残念ですねぇ。こっちの王宮に残された姿絵と全然似てませんしアハハ」

　王宮の廊下に飾られた第十二代獅子王アレクサンデルの肖像。フリートヘルムが虐ぎやく殺さつ王おうと名付けた方が似合っていると言った通り、実物より大おお幅はばに脚きやく色しよくして悪人として描かれていた。しかし王達の会議の間で実物を見ているレティは、あの姿絵が本人に似ていないことを知っている。だが、この絵は……

「………いいえ、似ているわ」

　婿養子王の肖像の模写。このキャンバスには、あの大人なのに子どものような、得とく意い気げな顔が描かれていた。……ソルヴェールに残った絵より、ずっと本人に似ている。

「ああ……そう……そうだったの」
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　内政王カールハインツはきっとレティと同じ考えに至いたった。この本の存在を知り、そして姿絵を見て、似ていると思った。だから馬鹿げたこの本の原本とこの絵を美術品目録に入れたのだ。もしかしたら、可能性があったのではないかと思って。

「もういいわよ、ありがとう、少し寝るわ」

「お大事にぃ～」

　どうやら姉が満足したらしいとレオンハルトは判断して、絵と本を置いて部屋を出ていった。扉が閉まる音を聞いてから、レティは目を閉じる。今日の夢に海賊になったあの人が出てくるといい。そんなことを思っていたら閉しめ切っているはずのこの部屋に、空気の流れを感じた。

「――あのね、まずは貴方、デュークにレディに対するたしなみを教えてもらいなさい」

　部屋の中の新たな気け配はいに頭が痛む。風邪の頭痛か、馬鹿に対する頭痛かはちょっとわからない。

「……王女殿下、先日は本当に失礼しました」

　いつの間にか窓が開いて、そこからアストリッドが入ってきた。深く頭を下げるアストリッドにそこではないとレティは脱だつ力りよくした。

「失礼は今、貴方がやってることの方だから。許可なくレディの寝室に窓から入るのはやめて。風邪をひいているときに入るのはもっとやめて」

　傷ついている年下を罵ば倒とうするのは趣味ではない、がレディに対するマナーは教えておかなければならない。

「幸い見ていたのはデュークだけ。口止めしたから安心していいわ」

「ですが王族に剣を向けるのはこの国に剣を向けるのと同どう義ぎ。本来ならば死を以もって償つぐなうべき罪つみです……」

「わたくしは貴方は悪くないとわかっている。それに貴方はまだ若い、国に尽つくしてから死になさい」

　まだ何もしてないでしょうと言われて、はいとアストリッドはわずかに笑った。いつもの一種類しかない人じん畜ちく無む害がいの笑顔とは違う、痛みを堪こらえた人間らしい笑顔だ。

「どうして、助けてくださったのですか？　……きっと、殺す方が簡単だったはずなのに」

　アストリッドはゴズ＝エナージーと同化したことによって遠い遠い過去の記き憶おくの断だん片ぺんを垣かい間ま見た。二人の会話を聞き、レティの正体も知った。

「デュークが貴方を可愛かわいがっていたから。死ぬと悲しむと思ったのよ。いい先輩を持ったことを感謝しなさい」

　アストリッドはもう一度深く頭を下げ、ありがとうございますと礼を言った。

「騎士の叙じよ任にんについてだけど、束そく縛ばくする気はないわ。好きな人に仕つかえて」

「はい」

　命を救うために、約束の剣を授さずけられ、アストリッドは騎士王の騎士となった。だがレティは仕方ないことだから気にするなと言ってくれる。

「……殿下、あの」

「なに？」

「もう決めたんです、自分の主しゆ君くんを。だけどデューク先輩みたいに、望まれて、望んで騎士になりたくて……でも相手には多分望まれてなくて」

　真ま面じ目めねぇとレティは呆あきれる。この能力を持っているならどこでも諸もろ手てを挙あげて歓かん迎げいだ。望まれるに決まっている。

「努力しなさい。わたくしもデュークを騎士にするのに努力したわ。一体何回断られたか、日記見ないと正確に確認できないぐらいよ」

「はい……！」

　失礼しますとアストリッドは窓に足をかけた。そして着地する足音が聞こえる。そういうときは逆に足音を殺せ、それから――……ああもう注意するのも馬鹿らしいとレティは感じた。







「足音、聞こえたぞ。……あいつ、来てたのか」

「少しね。心配しなくていいわよ。色々と終わったから」

　微かすかな足音を聞きつけ、デュークが念のためにレティの部屋を覗のぞきにきた。先程入ったときとは違い、窓の鍵が開いている。風邪をひいているレティがわざわざ起きて立ち上がり、鍵かぎだけを開けることはしないだろう。

「事情を事細かに説明する気は？」

「ないとは言わない。考えておくわ」

　騎士王が、その敵が作った魔ま剣けんが、生まれ変わりが――デュークの望み通り事細かに言えば言うほど噓うそくさいこの現実。どうしたものかしらねとレティはため息をつく。

「悪かった、結局全てを押しつけて。アストリッドから頼まれていたのは俺だったのに」

「元々わたくしの個人的な事情から始まったものよ。貴方が責任を感じることではないわ。自分のことを自分でなんとかしただけ。これでおしまいにしましょう。これ以上何か言ったら、わたくしの熱がまた上がりそうだから」

　デュークは何かを言いたそうにしたが、結局はレティの意に従したがった。

（気に入ったから助けようなんて素直な思考、わたくしにはできないもの。言い訳を作ってくれたデュークには、むしろ感謝ね）

　黙って窓の鍵を閉め直すデュークの背に、ありがとうと声に出さずに言った。

「デューク、怪け我がはもういいの？」

「致ち命めい傷しようは避さけた。俺は大したことはない。……それより、アストリッドはどうだった？」

　デュークは風邪で倒れたレティの代わりに後あと始し末まつに奔ほん走そうしたせいで、今までアストリッドと顔を合わせることがほとんどなかった。彼が何を思い、どうしているのか、色々訊きたいことがあるのにまだ一度も話していない。

「……多分、大丈夫。いい騎士になれるわ。もう主君も決めているみたいね。いい主君であることを祈りましょう」

「へぇ、いつの間に。誰なのか訊きいたか？」

「そこまでは。望んで望まれて騎士になりたいとは聞いたけれど」

　現在アストリッドの有力な主君候補はフリートヘルムとグイードだ。だがアストリッドは乗り気には見えなかった。乗り気なら見学などせずにもっと早くに決めているだろう。

（このタイミングで主君を決めたって……ひょっとして、……ありか？　いやないか？）

　いやいや、自分が見み逃のがした聞き逃しただけで大穴でどこかのご令れい嬢じように惚ほれたかもしれないぞと、デュークは別の可能性を見み出いだそうと必死になる。

（なんだ、この言い様がない微び妙みような感じは）

　呆れでもなく、不ふ愉ゆ快かい感でもなく、怒りでもなく――……だが、いい意味の感情ではないことだけは確かで、眉み間けんに皺しわを一つ足した。





◆◆◆






　今日は隻せき腕わん王おうオスヴァルトと内ない政せい王おうカールハインツがいる。レティはまず気になったことを内政王へと訊いてみた。

「……内政王、貴方あなた、海上王国の婿むこ養よう子し王おうの肖しよう像ぞうって見たことある？」

「今の私にはないな。面白いものでもあったか？」

「ええ、その話を貴方とできないことが残念ね」

　騎き士し王おうの生まれ変わりである自分たちは、決して現実で逢あうことはできない。だが時代を遠く超えて、思いを共有することはできる。カールハインツがあの二つを美術品目録に入れた意味は、自己満足だけではなく、その意味もきっと込められている。レティはそのことに満足し、話題を変えた。

「先日、わたくしの時代に残っていたゴズ＝エナージーを一つ潰つぶしたわ。厄やつ介かいね、あれ」

「それはご苦労だった」

　レティよりずっと苦労しているだろう内政王はそれでも労ねぎらってくれる。貴方もがんばってとレティは励はげまし、自分より後の世代の王に問いかけた。

「オスヴァルト王、貴方の時代にゴズ＝エナージーは存在している？」

「今のところ遭そう遇ぐうしたことはないです。戦争が泥どろ沼ぬま化かしたこんなときにゴズ＝エナージーがあったら、いよいよ国が滅びますね……」

　その言葉はあまりにも現実味をおびていてレティもカールハインツも笑えなかった。相変わらず暗い男だ。やるときはやる、ではなくいつもやる男でいればいいのに。

「この戦争は終わるのでしょうか……心配です……」

「カールハインツ王の美術品目録とか、美術品とかはまだ無事なの？」

「一応、王宮は残っていますので……時間の問題かもしれませんが……」

「金がなかったら売るというのも一つの手だ。そのための目録でもあるからな」

　どうやら内政王は美術品を愛したのではなく、後の王のために売ばい却きやく一覧表としての意味を持たせていたらしい。流石さすががたがたの財政を立て直した『内政王』と呼ばれるだけある。

「僕にもお二人のように内政王や愛あい人じん王おうと呼んでくれる国民が残ればいいのですが……」

「え？」

「ほう」

　レティはとんでもない言葉に眉まゆを顰ひそめる。今、隻せき腕わん王おうはなんと言ったのか。内政王とはそこにいるカールハインツ王のことだ。だが愛人王は……

「あっ、いや、そのっすみません！　レティーツィア女王は未来を知る必要はないって言ってたのに……！　その、でも別に、ちゃんと諡おくりなありますから！　すごく立派なのが！」

「……どういうこと？」

「あのぅ……失恋王みたいに、公式以外の広まった名があって……」

　それが愛人王ってどういうことだとレティは眼めを見開く。怒りで身体からだが震ふるえた。





◆◆◆






「おい王女殿でん下か！　大丈夫か!?」

　悲鳴のような叫び声にデュークはレティの寝室に飛び込んだ。だがレティはベッドから起き上がった状態で震ふるえている。

「――ねぇ、わたくしって好こう色しよくに見える？」

　ぐるりと首をデュークに向けたレティの眼は据すわっていた。

「いや……？　どちらかといえば禁欲的ストイツクな方だろ」

　男嫌いではないが、男に興味はない。レティのことをデュークはそう理解している。

「そうよね……ええそう、そんなことになるはずがない……」

　ぶつぶつ呟つぶやくレティは再び視線を戻す。ベッドのシーツをこれでもかと睨みつけ、ぐるぐる回る自分の諡おくりなに頭を抱えた。

（愛人王!?　よりにもよって愛人王!?　一般国民にそこまで周知されるってどれだけ男を搔かき集めたの!?）

　こんな名前、例え偉い業ぎようを成なしたとしても失しつ恋れん王おうのように笑い者にしかならない。未来永えい劫ごう自分は笑われていくのだ。




「ちょっと！　顔貸しなさいよ未来のレティーツィア女王！　どういうことなのこれは！」




　レティの絶叫にデュークはそっと部屋を出た。ここにいたら八やつ当あたりされそうな気がしたのは、気のせいではない。








終　










　あとがき




　はじめまして、石いし田だリンネです。

　この度たびは本作をお手に取っていただき、本当にありがとうございます。




　えんため大たい賞しようガールズノベルズ部ぶ門もんに投とう稿こうしようと決め、二つの没ぼつ作品の末すえに完成した『おこぼれ姫ひめと円えん卓たくの騎き士し』にて優ゆう秀しゆう賞しようをいただき、夢のスタートラインに立つことができました。これから一いつ層そう努力を重ねていきたいと思います。よろしくお願いします。




　投稿前、最初に考えたタイトルは『たなぼた姫と～』というものでした。

　次の日になって絶対にこれは駄だ目めだろうと気づくことができて、今となっては本当によかったと思います。ヨーロッパ風を意識したヒロインの国には、棚たなはあってもぼた餅もちは存在するのか否いなか……多分、存在してはいけないような気がしました。




　次に、この作品を刊かん行こうするにあたってお世話になった方々にお礼を申し上げます。

　ご指導くださった担当様、見せていただく度に興こう奮ふんして寝つけなくなる素す敵てきなイラストを描いてくださった起おき家や一いち子こ先生、そして編集部の皆様を始め、校正様、デザイナー様、当作品に関わってくださった多くの皆様、見守ってくれた家族や、おめでとうと祝ってくれた友人たち、そしてツイッターで温かい言葉をくださった方々、ありがとうございます。感謝の気持ちでいっぱいです。




　最後に、この本を読んでくださった皆様へ。

『おこぼれ姫』と呼ばれていた時代のレティーツィアの物語はどうだったでしょうか？

　読み終えたときに少しでも面おも白しろかったと思えるような物語であることを祈いのっております。

　また次の作品でお会いできたら嬉しいです。


石田リンネ







著者

石田リンネ

Rinne Ishida




愛知県在住。

原稿の合間によくカフェに行きました。

疲れているときに激甘ココア、眠くて沈没しそうなときにノンシュガーカフェラテと飲み分けをしています。

そのときに書いた原稿で夢を摑むことができ、デビューすることになりました。これから夢のつまった本をお届けしていきたいです。

よろしくお願いします。







イラスト

起家一子

Ichiko Okiya




仕事中、担当様の描かれたキャラクター案にメチャメチャ癒されました…（笑）

シンプルな円と直線で書かれたレオンハルト等々、お見せできないのが残念です！
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